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緒　

言

　

本
稿
は
、
宏
智
頌
古
百
則
の
研
究
（
三
）
と
な
る
。（
一
）（
二
）

に
続
い
て
第
五
十
一
則
よ
り
第
八
十
則
ま
で
を
収
載
し
た
。

　

本
論
考
で
は
、
先
の
二
回
と
同
様
に
先
学
の
成
果
を
参
考
に
し
つ

つ
、
釈
意
を
中
心
に
置
き
、
宏
智
正
覚
が
伝
え
よ
う
と
し
た
教
え
に

迫
ら
ん
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
今
回
参
加
し
て
く
れ
た
の
は
、
佐
藤

清
道
氏
、
伊
藤
秀
真
氏
、
大
橋
崇
弘
氏
、
西
川
慈
恩
氏
、
杉
原
修
一

氏
を
中
心
と
し
て
、
関
美
那
子
氏
、
有
田
大
悟
氏
、
富
川
拓
哉
氏
で

あ
る
。

　

次
回
で
第
百
則
ま
で
の
考
察
を
目
指
す
が
、
参
加
諸
氏
の
協
力
を

得
て
充
実
し
た
成
果
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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藤
悦
成　

宏
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第
五
十
一
則　

法
眼
舡
陸

【
本
則
】 

擧
。
法
眼
問
覺
上
座
。
舡
來
陸
來
。
覺
云
。
舡
來
。
眼
云
。
舡
在
甚

處
。
覺
云
。
舡
在
河
裏
。
覺
退
後
。
眼
却
問
傍
鐔

云
。
儞
道
。
適
來
這
僧
。
具
眼
不
具
眼
。
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﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
法
眼 

覚
上
座
に
問
う
、
舡
来
か
陸
来
か
。
覚
云
く
、
舡
来
。
眼
云
く
、
舡
は
甚
麼
の
処
に
か
在
る
や
。
覚
云
く
、
舡
は
河

裏
に
在
り
。
覚 

退
い
て
後
に 

眼 

却
り
て
傍
僧
に
問
う
て
云
く
、
你
道
え
。
適
来
の
這
の
僧 

眼
を
具
す
る
や 

眼
を
具
せ
ざ
る
や
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
法
眼
文
益
が
覚
上
座
に
問
い
ま

し
た
。
船
で
来
た
の
か
歩
い
て
来
た
の
で
す
か
。
覚
は
答
え

ま
し
た
、
船
で
来
ま
し
た
。
法
眼
は
問
い
ま
し
た
、
船
は
何

処
に
あ
り
ま
す
か
。
覚
は
答
え
ま
し
た
、
船
は
川
に
あ
り
ま

す
。
覚
が
立
ち
去
っ
て
後
に
、
法
眼
は
更
に
傍
の
僧
に
問
い

ま
し
た
。
君
は
言
っ
て
み
な
さ
い
。
さ
き
ほ
ど
の
僧
は
、
仏

法
に
対
す
る
眼
を
備
え
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
眼
を
備
え
て

い
な
い
か
、
を
。

﹇
釈
意
﹈

法
眼
文
益
は
地
蔵
桂
琛
の
法
嗣
で
法
眼
宗
の
開
祖
で
あ
る
。
法
眼
の
こ
と
は

『
宏
智
頌
古
』
第
十
七
則
「
法
眼
毫
釐
」
に
出
て
い
る
。
法
眼
が
君
の
修
行

は
ど
う
か
、
修
行
の
境
地
は
ど
う
か
と
の
問
に
た
い
し
て
、
船
で
き
た
、
そ

の
舟
は
川
に
あ
り
ま
す
と
応
じ
た
。
世
間
の
生
活
を
世
法
と
い
い
、
こ
れ
に

対
し
て
、
修
道
生
活
を
仏
法
と
い
う
の
が
一
般
の
言
い
方
で
は
あ
る
が
、
世

法
と
言
わ
れ
る
生
活
が
実
は
真
の
仏
法
で
あ
り
、
仏
法
を
特
別
な
存
在
と
分

別
し
て
は
、
却
っ
て
迷
い
の
上
塗
り
と
な
る
。
悟
り
と
は
人
間
生
活
に
徹
底

し
、
真
価
を
見
出
し
真
価
を
発
揮
し
て
真
価
を
働
ら
か
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

仏
法
と
い
っ
て
も
、
特
に
変
わ
っ
た
も
の
が
あ
る
わ
け
で
な
い
。
舟
で
の
到

来
は
悟
達
を
い
い
、
そ
こ
を
離
れ
た
の
は
、
仏
向
上
で
あ
り
慈
悲
行
の
実
践

を
い
う
。

【
頌
】 

頌
曰
。
水
不
洗
水
。
金
不
博
金
。
昧
毛
色
而
得
馬
。
靡
絲
絃
而
樂
琴
。
結
繩
畫
卦
有
這
事
。
喪
盡
眞
淳
盤
古
心
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
水 

水
を
洗
わ
ず
。
金 

金
に
博
え
ず
。
毛
色
を
昧
ま
し
て
馬
を
得
。
絲
絃
靡
く
し
て
琴
を
楽
し
む
。
縄
を
結
び
卦
を
画

い
て
這
の
事
あ
り
。
喪
尽
す
真
淳
盤
古
の
心
。
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﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
水
は
水
そ
れ
自
身
を
洗

う
こ
と
は
な
く
。
金
は
金
そ
れ
自
身
を
取
り
引
き
し
ま
せ

ん
。
毛
色
に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
に
良
馬
を
獲
得
し
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
琴
糸
が
な
く
て
は
、
琴
を
か
な
で
て
楽
む
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
縄
を
結
ん
で
文
字
と
し
、
八
卦
を
画
い
て

こ
の
治
安
の
事
が
あ
っ
た
の
に
、
過
去
の
天
子
の
純
粋
な
心

を
す
っ
か
り
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

﹇
釈
意
﹈

法
眼
は
、
覚
上
座
自
身
が
仏
で
あ
る
こ
と
を
分
っ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
に

気
が
付
く
よ
う
に
法
眼
が
指
導
す
る
の
で
あ
る
。
水
で
水
を
洗
う
こ
と
が
で

き
な
い
よ
う
に
法
眼
と
覚
上
座
の
境
地
は
一
体
で
、
純
金
を
純
金
と
交
換
で

き
な
い
よ
う
に
、
法
眼
と
覚
上
座
に
は
ど
ち
ら
に
も
異
物
が
混
入
し
て
い
な

い
。
名
馬
は
乗
ら
な
い
と
分
ら
な
い
し
、
引
い
て
み
な
い
と
分
ら
な
い
の
で

あ
る
。
琴
が
名
器
で
あ
る
か
は
、
弾
い
て
は
じ
め
て
わ
か
る
も
の
で
あ
る
。

文
字
以
前
の
無
分
別
の
姿
が
そ
こ
に
あ
る
。
馬
は
外
見
で
は
名
馬
で
あ
る
か

が
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
本
質
を
み
ぬ
か
な
い
と
真
の
価
値
が
で
て
こ

な
い
。
覚
上
座
を
俎
上
に
載
せ
て
、
法
眼
は
侍
者
の
見
識
を
試
み
て
い
る
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
法
眼
】
法
眼
文
益
（
885
〜
958
）。
法
眼
宗
の
開
祖
。【
覚
上
座
】
楊
州
域
東
の
光
孝
寺
慧
覚
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
趙
州
従

の
法
嗣
。
慧
覚
は
機
鋒

俊
利
、
弁
舌
捷
疾
で
あ
っ
た
の
で
、
鉄
嘴
覚
と
称
せ
ら
れ
た
。
上
座
は
僧
の
尊
称
。【
毛
色
に
昧
う
し
て
馬
を
得
】
名
馬
、
伯
楽
に
な
れ
ば
毛
色
の

い
か
ん
に
よ
ら
ず
し
て
馬
の
良
否
が
明
ら
か
に
分
か
る
と
い
う
。【
縄
を
結
び
卦
を
画
い
て
許
の
事
有
り
】
中
国
で
は
上
古
に
は
縄
を
結
ん
で
文
字

に
代
え
て
約
束
し
た
。
文
字
の
成
立
し
な
い
以
前
の
こ
と
。【
真
淳
】
真
実
に
し
て
虚
偽
な
く
素
直
な
こ
と
。【
盤
古
】
中
国
に
お
け
る
天
地
開
闢
の

元
祖
の
名
で
あ
る
。

第
五
十
二
則　

曹
山
法
身

【
本
則
】 

擧
。
曹
山
問
德
尚
座
。
佛
眞
法
身
猶
若
虚
空
。
應
物
現
形
如
水
中
月
。
作
麼
生
説
箇
應
底
道
理
。
德
云
。
如
驢

井
。
山
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﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
曹
山
本
寂
が
徳
上
座
に
問
い
ま

し
た
。『
金
光
明
経
』
に
、
仏
の
真
の
法
身
は
き
わ
ま
り
な

く
、
あ
た
か
も
天
空
の
よ
う
で
あ
り
、
対
象
物
に
応
じ
て
形

を
現
す
こ
と
は
水
の
中
の
月
の
よ
う
で
あ
る
、
と
あ
り
ま

す
。
応
ず
る
道
理
を
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
ま
す
か
。
徳
が
答

え
ま
し
た
、
驢
馬
が
井
戸
を
見
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
曹
山
が
言
い
ま
し
た
、
言
い
尽
く
し
て
い
る
よ
う
に
み

え
る
が
、
ま
だ
八
割
を
言
い
切
っ
た
だ
け
で
す
。
徳
が
聞
き

ま
し
た
、
和
尚
な
ら
ば
ど
の
よ
う
に
い
い
ま
す
か
。
曹
山
は

答
え
ま
し
た
、
井
戸
が
驢
馬
を
見
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

云
。
道
即
太
殺
道
。
只
道
得
八
成
。
德
云
。
和
尚
又
如
何
。
山
云
。
如
井

驢
。

﹇
訓
読
﹈ 
挙
す
。
曹
山 

徳
上
座
に
問
う
、
仏
の
真
法
身
は
猶
お
虚
空
の
若
し
。
物
に
応
じ
て
形
を
現
ず
る
こ
と
は
水
中
の
月
の
如
し
。
作
麼

生
か 
箇
の
応
ず
る
底
の
道
理
を
説
か
ん
。
徳
云
く
、
驢
の
井
を

る
が
如
し
。
山
云
く
、
道
う
こ
と
即
ち
は
な
は
だ
道
う
。
只
だ

八
成
を
道
い
得
た
り
。
徳
云
く
、
和
尚
又
た
如
何
。
山
云
く
、
井
の
驢
を

る
が
如
し
。

﹇
釈
意
﹈

曹
山
本
寂
は
洞
山
良
价
の
法
嗣
で
、
洞
山
の
宗
風
が
曹
山
に
よ
っ
て
大
い
に

世
に
行
わ
れ
た
の
で
、
曹
洞
宗
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
一
節

は
、『
金
光
明
経
』
の
四
天
王
品
の
中
に
出
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
世
界
の

存
在
す
べ
て
が
仏
そ
の
も
の
で
あ
る
、
と
の
意
味
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
本

来
の
自
己
の
活
用
は
如
何
な
る
も
の
か
、
と
の
問
答
で
あ
る
。
一
体
三
宝
で

あ
る
仏
の
真
法
身
は
虚
空
の
よ
う
で
あ
る
が
、
物
に
応
じ
て
形
を
現
わ
す
の

は
、
あ
た
か
も
水
中
の
月
だ
と
『
金
光
明
経
』
で
は
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の

様
を
徳
上
座
は
「
驢
馬
が
井
戸
を
見
る
よ
う
だ
」
と
い
う
の
で
、
曹
山
は
徳

上
座
を
褒
め
な
が
ら
そ
の
表
現
で
は
八
割
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
曹
山
は
、

と
問
わ
れ
る
と
、
見
る
も
の
と
見
ら
れ
る
も
の
と
を
逆
転
さ
せ
て
、「
井
戸

が
驢
馬
を
見
る
よ
う
だ
」
と
い
う
。
井
戸
の
中
の
自
分
の
影
を
見
る
の
は
片

面
の
み
で
、
自
己
の
省
悟
で
は
あ
る
が
悟
達
で
は
な
く
、
主
体
と
客
体
が
一

体
と
な
ら
な
け
れ
ば
、
真
の
成
就
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
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【
頌
】 

頌
曰
。
驢

井
。
井

驢
。
智
容
無
外
。
淨
涵
有
餘
。
肘
後
誰
分
印
。
家
中
不
蓄
書
。
機
絲
不
掛
梭
頭
事
。
文
彩
縦
横
意
自

殊
。

﹇
訓
読
﹈ 
頌
に
曰
く
。
驢
井
を
見
、
井
驢
を
見
る
。
智
容
れ
て
外
る
る
な
く
、
清
浄
し
て
余
り
あ
り
。
肘
後 

誰
が
印
を
分
か
た
ん
。
家
中
書

を
蓄
え
ず
。
機
絲
掛
け
ず
梭
頭
の
事
、
文
彩
縦
横
意
自
ら
殊
な
り
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
驢
馬
が
井
戸
を
見
、
井

戸
が
驢
馬
を
見
る
。
外
に
漏
れ
る
こ
と
の
な
い
智
慧
を
入

れ
、
清
浄
に
し
て
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
に
ひ
た
ひ
た
と
う
る

お
っ
て
い
ま
す
。
肘
の
後
に
は
誰
が
護
符
の
印
を
分
か
つ
で

あ
ろ
う
か
。
家
の
中
に
は
書
物
を
蓄
え
る
こ
と
は
な
い
の
で

す
。
機
織
り
糸
を
掛
け
ず
に
梭
を
動
か
し
て
も
、
彩
模
様
は

縦
横
に
あ
ら
わ
れ
て
、
ち
ゃ
ん
と
す
ば
ら
し
い
も
の
と
な
り

ま
す
。

﹇
釈
意
﹈

曹
山
と
徳
上
座
の
語
話
は
、
共
に
真
の
自
己
が
万
物
に
応
じ
て
お
り
、
彼
ら

は
無
心
に
し
て
い
つ
も
世
界
そ
の
も
の
と
し
て
あ
る
。
法
の
体
得
は
自
身
で

成
就
す
る
以
外
に
無
く
、
師
に
教
示
し
て
も
ら
え
る
の
は
、
其
処
に
到
る
道

筋
の
み
で
あ
る
。
言
葉
の
法
戦
を
行
な
っ
て
、
言
葉
の
事
実
に
気
付
く
よ
う

求
道
者
を
励
ま
す
の
で
あ
る
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
曹
山
】
曹
山
本
寂
（
840
〜
901
）
黄
氏
、
泉
州
莆
田
県
の
人
。
洞
山
良
价
の
法
嗣
。
元
証
大
師
。【
徳
尚
座
】
尚
は
上
と
同
じ
。
曹
山
の
伝
中
に
あ
る

彊
徳
上
座
と
い
う
の
が
そ
の
人
か
。【
仏
の
真
法
身
】『
金
光
明
経
』
四
天
王
讃
仏
偈
三
四
句
。
仏
の
真
法
身
と
は
、
一
体
三
宝
の
こ
と
で
法
報
応
の

三
身
に
分
け
る
と
、
法
身
仏
の
こ
と
で
毘
盧
遮
那
仏
の
こ
と
で
あ
る
。
梵
語
で
あ
り
、
遍
一
切
処
と
翻
訳
さ
れ
る
。
一
切
の
対
立
が
な
い
か
ら
本
当

に
清
浄
無
垢
で
あ
り
、
そ
れ
で
清
浄
法
身
毘
盧
遮
那
仏
と
い
う
。
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
全
宇
宙
が
法
身
仏
で
、
全
宇
宙
と
は
自
分
の
こ
と
で
あ
る
。

凡
夫
の
頭
を
描
い
た
自
我
で
は
な
い
、
本
当
の
自
己
の
こ
と
で
あ
る
。【
只
八
成
を
道
い
得
た
り
】
八
成
は
十
成
に
対
す
る
言
葉
。
わ
ず
か
に
八
分
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﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
黄
檗
希
運
が
修
行
僧
に
垂
示
し

て
言
い
ま
し
た
。「
君
た
ち
修
行
者
は
、
絞
り
粕
を
食
っ
て

い
る
ば
か
り
だ
。
他
人
の
後
追
い
を
し
て
、
自
ら
の
真
義
を

会
得
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
鈍
い
者
ば
か
り
だ
。
こ
ん
な
状

態
で
修
行
を
進
め
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
『
今
日
』
と
い
う
日

だ
け
あ
る
と
い
う
こ
と
。【
驢
の
井
を

】
驢
馬
は
愚
か
な
動
物
で
井
戸
を
見
て
、
そ
の
水
面
に
映
っ
て
い
る
自
分
の
顔
に
何
の
思
惟
分
別
も
起
こ

さ
な
い
こ
と
。
し
か
し
能
見
と
所
見
の
対
待
が
あ
る
。【
井
の
驢
を

る
】
井
戸
が
驢
馬
を
見
る
時
、
井
戸
に
は
情
識
は
な
し
、
無
心
無
作
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
能
見
も
所
見
も
対
待
の
関
係
も
成
立
し
な
い
こ
と
を
表
現
す
る
。【
浄
涵
し
て
余
有
り
】
浄
は
法
身
の
妙
用
で
あ
り
、
一
塵
も
余
す

と
こ
ろ
は
な
く
万
像
を
照
ら
す
と
い
う
意
。

第
五
十
三
則　

黄
檗
噇
糟

【
本
則
】 

擧
。
黄
檗
示

云
。
汝
等
諸
人
。
尽
是

酒
糟
漢
。
与
麼
行
脚
。
何
処
有
今
日
。
還
知
大
唐
国
裏
無
禪
師
麼
。
時
有
僧
出

云
。
只
如
諸
方
匡
徒
領

又
什
麼
生
。
檗
云
。
不
道
無
禅
。
只
是
無
師
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
黄
檗 

に
示
し
て
云
く
、
汝
等 

諸
人
、
尽
く
是 

酒
糟
の
漢
。
与
麼
に
行
脚
せ
ば
、
何
の
処
に
か
今
日 

有
ら
ん
や
。

還
っ
て
大
唐
国
裏
に
禅
の
師 

無
き
こ
と
を
知
る
や
。
時
に
僧 

有
り
出
で
て
云
く
、
只
諸
方
の
徒
を
匡
し

を
領
ず
る
が
如
き
は
又

什
麼
生
。
檗
云
わ
く
、
禅 

無
し
と
道
わ
ず
。
只
是 

師
無
し
。

﹇
釈
意
﹈

現
在
で
も
酒
粕
は
美
味
し
い
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
い
う
絞
り
粕
は
、
更
な
る

出
涸
ら
し
ば
か
り
を
食
べ
て
美
味
し
い
と
こ
ろ
を
逃
し
て
い
る
状
況
を
指

す
。
黄
檗
は
そ
ん
な
例
え
を
使
い
、
本
物
を
知
ら
な
い
で
他
人
の
後
追
い
を

し
て
も
「
真
実
の
自
己
」
を
教
え
る
人
は
現
れ
な
い
と
修
行
僧
を
煽
っ
て
い

る
。
一
般
的
に
、
修
行
僧
は
全
国
を
行
脚
し
て
教
え
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
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は
来
な
い
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
で
、
大
唐
の
国
中
に
「
禅
の

師
」
は
居
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
」
と
。
そ
の
時
、

一
人
の
僧
が
進
み
出
て
言
い
ま
し
た
。「
し
か
し
、
諸
方
に

は
修
行
僧
を
指
導
す
る
、
多
く
の
方
々
が
い
ま
す
。
そ
の

方
々
は
禅
の
師
で
は
な
い
の
で
す
か
」
と
。
黄
檗
は
、「
禅

の
教
え
が
無
い
と
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
禅
の
師
が

居
な
い
の
で
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

為
、
こ
の
言
葉
に
反
発
す
る
修
行
僧
が
出
る
こ
と
を
見
越
し
た
黄
檗
の
発
言

で
あ
る
。
修
行
僧
は
こ
の
黄
檗
の
発
言
に
対
し
て
「
あ
な
た
自
身
も
同
じ
で

は
な
い
か
」
と
い
う
意
の
言
葉
で
反
発
す
る
。
禅
の
師
と
は
禅
を
訓
練
さ
せ

る
人
、
見
極
め
さ
せ
る
指
導
者
で
あ
る
。
黄
檗
は
改
め
て
、
無
師
独
語
は
避

け
て
師
を
求
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
禅
の
師
と
言

え
る
人
間
は
黄
檗
自
身
以
外
に
他
に
居
な
い
と
自
ら
が
言
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
自
信
に
充
ち
溢
れ
て
い
る
。

【
頌
】 

頌
曰
。
岐
分
絲
染
太
労
労
。
葉
綴
花
聯
敗
祖
曹
。
妙
握
司
南
造
化
柄
。
水
雲
器
具
在
甄
陶
。
屏
割
繁
砕
。
剪
除

毛
。
星
衡

藻
鑑
。
玉
尺
金
刀
。
黄
檗
老
察
秋
毫
。
坐
斷
春
風
不
放
高
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
岐
分
れ
て
糸 

染
ん
で
太
だ
労
労
。
葉
を
綴
り
花
を
連
ね
て
祖
曹
を
敗
す
。
妙
に
司
南
造
化
の
柄
を
握
っ
て
、
水
雲
の

器
具
に
甄
陶 

在
り
。
繁
砕
を
屏
割
し
、

毛
を
剪
除
す
。
星
衡
藻
鑑
。
玉
尺
金
刀
。
黄
檗
老
秋
毫
を
察
す
。
春
風
を
坐
断
し
て
高

き
を
放
さ
ず
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
糸
が
様
々
な
色
に
染
ま

り
く
た
び
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
葉
を
染
料
に
し
て
染
め
重

ね
、
花
の
染
料
を
連
ね
て
染
め
て
い
く
う
ち
に
元
の
糸
の
色

は
す
っ
か
り
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
モ
ノ
の
性
質
を
巧

﹇
釈
意
﹈

禅
の
法
脈
は
多
く
枝
分
か
れ
を
し
て
、
様
々
な
も
の
に
染
ま
り
倦
ね
、
本
来

の
面
目
は
喪
失
し
て
い
る
。
黄
檗
の
教
え
は
、
正
し
い
道
具
だ
け
で
は
全
く

意
味
を
な
さ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
道
具
を
使
い
こ
な
す
手
腕
が
あ
っ
て
こ

そ
、
闊
達
自
在
な
禅
の
本
来
の
力
が
発
揮
で
き
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
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み
掌
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
雨
雲
か
ら
雨
が

降
っ
て
き
た
時
に
水
を
溜
め
る
に
は
専
用
の
甕
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
機
織
り
の
布
は
、
織
り
傷
の
縺
れ
や
破
片

を
取
り
除
き
、
綿
毛
を
切
り
揃
え
は
じ
め
て
布
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
物
差
し
は
目
印
が
あ
っ
て
初
め
て
正
確
と
な
り

ま
す
。
よ
く
切
れ
る
裁
ち
鋏
で
布
を
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

黄
檗
の
教
え
は
、
き
わ
め
て
僅
か
な
こ
と
も
見
抜
き
、
あ
り

の
ま
ま
の
姿
を
見
誤
る
こ
と
な
く
正
し
い
道
へ
導
く
の
で

す
。

﹇
語
彙
﹈ 

『
臨
済
録
』
二
則
に
同
じ
。【
黄
檗
希
運
】（
不
詳
）
百
丈
懐
海
の
法
嗣
。
弟
子
に
臨
済
義
玄
。【

酒
糟
漢
】

は
喫
す
る
。
酒
糟
は
酒
糟
の
意
。
酒

粕
を
食
べ
る
奴
。
い
た
ず
ら
に
他
人
の
言
説
を
追
い
、
自
ら
の
真
義
を
理
解
し
な
い
鈍
漢
を
軽
蔑
し
た
意
味
。【
与
麼
】
今
、
述
べ
た
状
態
や
、
実

現
し
て
い
る
状
態
を
指
し
て
、「
こ
の
よ
う
な
」
と
い
う
意
味
。
真
実
の
顕
現
と
し
て
現
実
に
そ
の
よ
う
に
あ
る
と
い
う
意
。【
祖
曹
】
曹
は
と
も
が

ら
。

。
祖
先
の
こ
と
。【
司
南
造
化
の
柄
】
万
物
を
造
化
生
育
す
る
権
柄
の
こ
と
。【
水
雲
】
雲
水
の
こ
と
。【
器
具
】
仏
法
を
伝
布
す
る
用
を
為

す
も
の
で
あ
る
か
ら
器
と
い
う
。【
甄
陶
】
陶
器
を
つ
く
る
職
人
。
優
秀
な
人
材
を
育
て
る
。
転
じ
て
、
天
地
が
万
物
を
つ
く
る
。
君
主
が
人
民
を

教
え
み
ち
び
く
。【

毛
】(

鳥
な
ど
の)

綿
毛
。【
星
衡
藻
鑑
】
衡
は
秤
、
星
は
秤
の
目
を
指
す
。
藻
は
鏡
の
裏
に
鋳
出
し
て
あ
る
藻
草
の
意
味
。

秤
に
は
目
が
つ
い
て
お
り
、
鋳
物
の
つ
い
た
立
派
な
鏡
。
秤
の
目
の
よ
う
に
正
確
。
物
事
の
分
別
の
正
確
な
こ
と
。【
玉
尺
金
刀
】
玉
尺
は
立
派
な

物
差
し
。
金
刀
は
立
派
な
裁
ち
包
丁
。【
秋
毫
】
秋
に
抜
け
変
わ
る
獣
の
毛
。
き
わ
め
て
わ
ず
か
な
こ
と
。
少
し
。
い
さ
さ
か
。

物
事
は
目
安
が
無
い
と
定
ま
ら
な
い
。
修
行
僧
を
正
し
い
道
に
導
い
て
い
く

権
限
は
全
て
黄
檗
に
あ
る
の
だ
。
春
風
が
さ
っ
と
抜
け
る
よ
う
に
、
禅
の
教

え
に
徹
す
る
、
本
来
の
自
己
に
徹
し
て
分
別
を
さ
せ
な
い
の
で
あ
る
。
黄
檗

の
教
え
は
、「
修
行
」
に
禅
の
真
髄
で
あ
る
真
実
の
自
己
の
姿
を
現
す
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
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﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
雲
巌
曇
晟
が
道
吾
円
智
に
問
い

ま
す
。「
観
世
音
菩
薩
は
千
手
千
眼
を
備
え
て
い
る
と
言
い

ま
す
が
多
く
の
手
眼
を
ど
の
よ
う
に
用
い
る
の
で
し
ょ
う

か
」
と
。
道
吾
は
答
え
ま
す
。「
夜
間
の
暗
闇
で
、
手
を
背

に
ま
わ
し
て
枕
を
さ
が
す
よ
う
な
も
の
だ
」
と
。
雲
巌
は
、

「
わ
か
り
ま
し
た
」
と
答
え
ま
し
た
」。
道
吾
は
「
で
は
、
あ

な
た
は
何
が
わ
か
っ
た
の
で
す
か
」
と
尋
ね
ま
す
。
雲
巌
は

言
い
ま
す
。「
偏
身
。
こ
の
全
身
が
手
で
あ
り
眼
で
も
あ
り

ま
す
」
と
。
道
吾
は
そ
れ
に
対
し
て
、「
言
う
事
は
だ
い
た

﹇
釈
意
﹈

観
世
音
菩
薩
に
千
手
千
眼
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
い
か
に
活
用
す
る
か
を
問
題

に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
夜
間
の
暗
闇
で
、
枕
を
さ
が
す
よ
う
な
も
の

だ
」
と
あ
る
が
、
寝
て
い
る
と
き
に
意
識
無
く
潜
在
的
に
寝
や
す
い
よ
う
に

外
れ
た
枕
を
探
す
よ
う
な
も
の
で
、
観
音
の
慈
悲
心
と
い
う
も
の
も
意
識
す

る
事
無
く
自
分
の
内
側
か
ら
溢
れ
出
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
観
音
菩
薩
の
働

き
に
つ
い
て
両
者
は
「
偏
身
」「
通
身
」
と
答
え
て
い
る
。「
偏
身
」
と
は
、

偏
は
満
遍
な
く
の
意
味
で
あ
る
が
表
面
的
で
手
の
働
き
、
目
の
働
き
が
迷
え

る
者
を
救
う
の
で
あ
る
。「
通
身
」
は
手
や
目
の
区
別
な
く
、
そ
の
も
の
全

体
が
働
く
の
だ
。
雲
巌
の
言
っ
た
「
偏
身
」
は
生
老
病
死
な
ど
人
間
の
手
に

第
五
十
四
則　

雲
巌
大
悲

【
本
則
】 

舉
。
雲
巖
問
道
吾
。
大
悲
菩
薩
用
許
多
手
眼
作
麼
。
吾
云
。
如
人
夜
中
背
手
模
枕
子
。
巖
云
。
我
會
也
。
吾
云
。
汝
作
麼
生

會
。
巖
云
。
遍
身
是
手
眼
。
吾
云
。
道
即
大
殺
道
。
即
得
八
成
。
巖
云
。
師
兄
作
麼
生
。
吾
云
。
通
身
是
手
眼
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
雲
巌 
道
吾
に
問
う
、
大
悲
菩
薩 

許
多
の
手
眼
を
用
い
て
作
麼
か
せ
ん
。
吾
云
く
、
人
の
夜
間
に
背
手
し
て
枕
子
を
模
す
る

が
如
し
。
巌
云
く
、
我
れ
会
せ
り
。
吾
云
く
、
汝 

作
麼
生
か
会
す
。
巌
云
く
、
偏
身 

是
れ
手
眼
。
吾
云
く
、
道
う
こ
と
即
ち
は
な

は
だ
い
う
。
即
ち
八
成
を
得
た
り
。
巌
云
く
、
師
兄 

作
麼
生
。
吾
云
く
、
通
身 

是
れ
手
眼
。
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い
わ
か
っ
た
が
、
ま
だ
八
割
の
答
え
し
か
得
て
い
ま
せ
ん
」

と
言
い
ま
す
。
雲
巌
は
、「
あ
な
た
な
ら
ば
ど
の
よ
う
に
言

い
ま
す
か
」
と
尋
ね
ま
す
。
道
吾
は
、「
通
身
。
こ
の
体
中

全
体
が
残
ら
ず
手
で
あ
り
、
眼
で
あ
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

抗
え
な
い
も
の
を
自
覚
し
た
う
え
で
の
救
い
で
あ
る
が
、
道
吾
の
「
通
身
」

は
、
そ
の
抗
え
な
い
も
の
も
救
い
な
の
だ
と
説
く
の
で
あ
る
。

【
頌
】 

頌
曰
。
一
竅
虛
通
。
八
面
櫺

。
無
象
無
私
春
入
律
。
不
留
不
礙
月
行
空
。 

清
淨
寶
目
功
德
臂
。
遍
身
何
似
通
身
是
。 

現

前
手
眼
顕
全
機
。
大
用
縱
橫
何
諱
忌
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
一
竅
虛
通
、
八
面
櫺

。
象
無
く 

私
無
く 

春 

律
に
入
る
。
留
せ
ず
礙
せ
ず
月 

空
に
行
く
。
清
淨
の
宝
目
功
徳
臂
、

遍
身
は
通
身
の
是
な
る
に
何
似
れ
ぞ
。
現
前
の
手
眼
全
機
を
顕
わ
す
。
大
用
縱
橫
何
ぞ
忌
諱
せ
ん
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
穴
を
抜
け
出
る
よ
う
に

自
由
自
在
で
あ
り
、
玉
の
よ
う
に
透
き
通
り
四
方
八
方
に
輝

い
て
い
ま
す
。
形
も
、
囚
わ
れ
も
無
く
、
春
は
や
っ
て
き
ま

す
。
留
ま
る
こ
と
も
、
さ
し
障
り
も
な
く
、
月
は
東
に
上
り

西
に
沈
み
ま
す
。
功
徳
の
臂
そ
れ
は
、
観
世
音
菩
薩
の
全
て

を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
遍
身
は
通
身
と
ど
う
違
い
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
、
手
と
眼
で
す
べ
て
を
表
し
て
い
ま
す
か
ら
、

分
別
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

﹇
釈
意
﹈

観
音
菩
薩
の
働
き
は
、
自
由
自
在
で
あ
り
、
澄
み
渡
り
輝
く
の
だ
。
大
き
な

慈
悲
心
の
働
き
を
ど
う
避
け
る
事
が
で
き
よ
う
か
。
菩
薩
の
全
て
を
表
し
て

い
る
の
だ
。
あ
た
か
も
変
幻
自
在
に
人
々
を
教
え
導
く
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
私
た
ち
個
人
が
分
別
を
離
れ
て
、
真
実
の
自
己
を
得
た
時
の
働
き
で
あ

る
。
言
葉
を
変
え
て
言
え
ば
、
春
は
、
形
や
型
式
は
無
い
け
れ
ど
、
春
の
規

律
に
従
い
自
然
に
訪
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
月
は
誰
か
ら
も
止
め
ら
れ

る
事
も
な
く
自
由
自
在
に
変
幻
す
る
。
観
音
菩
薩
は
闊
達
自
在
な
真
実
の
自

己
の
姿
で
あ
る
。
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﹇
語
彙
﹈ 

碧
巌
録
八
九
則
に
同
じ
。【
雲
巌
曇
晟
】（
780
〜
841
）
薬
山
惟
厳
の
法
嗣
。
弟
子
に
洞
山
良
价
。【
道
吾
円
智
】（
769
〜
835
）
薬
山
惟
厳
の
嗣
。
雲
巌
と

同
門
で
子
弟
関
係
。【
大
悲
菩
薩
】
観
世
音
菩
薩
の
別
称
。
慈
悲
心
は
菩
薩
共
通
の
特
性
で
あ
る
が
、
と
く
に
観
世
音
菩
薩
を
大
悲
心
の
権
化
と
す

る
。【
偏
身
是
手
眼
】
全
身
が
手
眼
で
あ
る
。
手
眼
と
偏
身
と
を
二
物
見
な
い
意
。【
通
身
是
手
眼
】
全
身
が
手
と
な
り
、
全
身
が
眼
と
な
る
こ
と
。

主
客
の
対
立
を
忘
じ
て
、
も
の
と
一
如
に
な
っ
た
境
地
。【
竅
虛
通
】
一
つ
の
穴
を
さ
わ
り
な
く
通
り
ぬ
け
る
こ
と
。
自
由
自
在
な
働
き
を
い
う
。

【
櫺

】
透
明
な
さ
ま
。
玉
の
透
明
明
白
な
る
さ
ま
に
い
う
。【
清
淨
寶
目
功
德
臂
】『
楞
厳
経
』
六
に
「
八
万
四
千
の
清
浄
宝
目
、
八
万
四
千
の
婆

陀
羅
臂
、
八
万
四
千
の
爍
迦
羅
首
」
と
あ
る
。
観
世
音
菩
薩
の
応
化
無
辺
の
妙
用
を
説
い
た
も
の
。

第
五
十
五
則　

雪
峰
飯
頭

【
本
則
】 

舉
。
雪
峯
在
德
山
作
飯
頭
。
一
日
飯
遅
。
德
山
托
盋
至
法
堂
。
峯
云
。
這
老
漢
。
鐘
未
鳴
鼓
未
響
。
托
盋
向
甚
麼
處
去
。
山

便
歸
方
丈
。
峯
舉
似
巖
頭
。
頭
云
。
大
小
德
山
。
不
會
末
後
句
。
山
聞
令
侍
者
喚
巖
頭
問
。
汝
不
肯
老
僧
那
。
巖
遂
啓
其

意
。
山
乃
休
去
。
至
明
日
陞
堂
。
果
與
尋
常
不
同
。
巖
撫
掌
笑
云
。
且
喜
老
漢
會
末
後
句
。
他
後
天
下
人
不
奈
伊
何
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
雪
峰 

徳
山
に
在
っ
て
飯
頭
と
作
る
。
一
日 

飯
遅
し
。
徳
山
鉢
を
托
し
て
法
堂
に
至
る
。
峰
云
く
、
這
の
老
漢
、
鐘 

未
だ

鳴
ら
ず 

鼓 

未
だ
響
か
ら
ざ
る
に
、
鉢
を
托
し
て
甚
麼
の
処
に
向
っ
て
去
る
や
。
山 

便
ち
方
丈
に
帰
る
。
峰 

巌
頭
に
挙
似
す
。
頭

云
く
、
大
小
の
徳
山
、
末
後
の
句
を
会
せ
ず
。
山 
聞
い
て
侍
者
を
し
て
巌
頭
を
喚
ば
し
め
て
問
う
。
汝 

老
僧
を
肯
わ
ざ
る
か
。

巌 

遂
に
其
の
意
を
啓
す
。
山 

乃
ち
休
し
去
る
。
明
日
に
至
っ
て
陞
堂
、
果
し
て
尋
常
と
同
じ
か
ら
ず
。
巌 

掌
を
撫
し
て
笑
っ
て

云
く
。
且
喜
す
ら
く
は
老
漢
末
後
の
句
を
会
す
。
他
後 
天
下
の
人 

伊
を
奈
何
と
も
せ
じ
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
雪
峰
義
存
は
徳
山
宣
鑑
に
参
じ

﹇
釈
意
﹈

雪
峰
と
巌
頭
は
徳
山
下
の
兄
弟
弟
子
で
あ
る
。
師
の
徳
山
と
兄
弟
子
の
巌
頭
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て
、
食
事
を
司
る
係
に
つ
き
ま
し
た
。
あ
る
日
の
こ
と
、
食

事
の
用
意
が
遅
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
住
持
で
あ
る
徳

山
は
食
事
の
合
図
が
鳴
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
応

量
器
を
携
え
て
食
事
を
す
る
法
堂
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
雪

峰
は
言
い
ま
す
。「
こ
の
老
僧
は
、
食
事
の
合
図
の
鐘
は
ま

だ
鳴
ら
ず
、
太
鼓
も
響
か
な
い
の
に
ど
こ
に
行
く
つ
も
り
で

す
か
」
と
。
徳
山
は
そ
れ
を
聞
き
、
方
丈
に
戻
っ
て
い
き
ま

し
た
。

雪
峰
は
、
そ
の
話
を
巌
頭
に
話
し
ま
し
た
。
巌
頭
は
い
い
ま

す
。「
あ
の
徳
山
老
師
も
、
ま
だ
最
後
の
一
句
を
会
得
し
て

い
な
い
な
」
と
。
徳
山
は
巌
頭
の
言
葉
を
聞
き
、
侍
者
を

使
っ
て
巌
頭
を
呼
び
出
し
て
「
貴
方
は
衲
の
仏
法
を
認
め
て

い
な
い
の
か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
巌
頭
は
耳
打

ち
を
し
て
自
分
の
真
意
を
打
ち
明
け
ま
す
。
す
る
と
、
徳
山

は
す
ぐ
に
立
ち
去
り
ま
し
た
。

次
の
日
に
な
っ
て
、
徳
山
は
法
堂
に
あ
が
っ
て
説
法
を
し
ま

し
た
が
、
い
つ
も
の
様
子
と
は
全
く
違
っ
て
い
ま
し
た
。
巌

頭
は
こ
れ
を
見
て
、
手
を
打
っ
て
笑
い
な
が
ら
し
た
「
よ

か
っ
た
。
老
師
も
や
っ
と
最
後
の
一
句
が
わ
か
り
ま
し
た

は
、
雪
峰
が
な
か
な
か
大
悟
を
得
な
い
た
め
二
人
で
尽
力
し
て
雪
峰
を
指
導

し
た
の
は
有
名
で
あ
り
、
本
則
は
そ
の
一
幕
で
あ
る
。
禅
林
で
は
規
則
正
し

い
生
活
を
お
く
る
こ
と
が
一
つ
の
修
行
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
禅
林
に
お
い
て

食
事
の
時
間
が
遅
れ
る
と
叢
林
全
体
の
行
事
が
遅
れ
る
事
と
な
る
。
雪
峰
は

わ
ざ
と
遅
ら
せ
る
こ
と
で
自
分
の
境
地
を
徳
山
に
現
し
た
。
本
来
な
ら
ば
激

し
い
指
導
で
有
名
な
徳
山
で
あ
る
が
、
雪
峰
の
意
図
を
解
し
て
い
た
か
ら
こ

そ
、
あ
え
て
言
葉
を
荒
げ
る
事
な
く
自
室
に
戻
ら
れ
た
。
徳
山
は
師
で
あ
る

体
面
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
黙
っ
て
決
め
ら
れ
た
役
を
徹
す
る
こ
と
で
、

修
行
の
形
態
を
そ
の
ま
ま
見
せ
た
の
で
あ
る
。
修
行
と
は
、
自
己
を
見
抜
く

こ
と
で
あ
り
、
雪
峰
の
方
法
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
。
雪
峰
の
境
地
を
認

め
た
こ
と
に
よ
り
、
徳
山
は
丈
室
へ
戻
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
巌

頭
は
徳
山
を
批
判
す
る
こ
と
で
雪
峰
に
向
か
っ
て
「
諦
め
る
な
よ
」
と
激
励

す
る
の
で
あ
る
。
徳
山
、
巌
頭
は
雪
峰
を
な
ん
と
か
し
て
や
り
た
い
と
思
っ

て
芝
居
を
打
っ
て
い
る
。
法
堂
で
の
説
法
は
、
雪
峰
や
大
衆
を
導
こ
う
と
す

る
徳
山
の
気
概
と
そ
の
気
概
を
喜
ぶ
巌
頭
の
姿
が
あ
る
。

ま
た
、「
末
後
の
句
」
と
は
、
こ
の
世
界
の
全
て
が
一
句
で
あ
る
。「
百
尺
竿

頭
進
一
歩
」
の
意
で
あ
り
全
体
を
も
っ
て
ひ
と
つ
で
解
っ
て
み
れ
ば
な
ん
て

こ
と
の
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
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ね
。
こ
れ
か
ら
以
後
は
天
下
の
人
で
あ
っ
て
も
師
を
ど
の
よ

う
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
し
ょ
う
」
と
。

【
頌
】 
頌
曰
。
末
後
句
會
也
無
。
德
山
父
子
太
含
胡
。
座
中
亦
有
江
南
客
。
莫
向
人
前
唱
鷓
鴣
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
末
後
の
句 

会
す
や
無
し
や
。
德
山
父
子 

太
だ
含
胡
す
。
座
中 

亦 

江
南
の
客
有
り
。
人
前
に
向
っ
て
鷓
鴣
を
唱
う
こ

と
莫
れ
。

﹇
釈
意
﹈

徳
山
と
巌
頭
の
師
資
は
言
葉
無
く
し
て
通
じ
た
が
、
そ
れ
で
誰
も
が
わ
か
る

訳
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
喜
び
の
宴
の
中
に
江
南
の
客
が
居
る
の
に
、
江
南

（
故
郷
）
の
曲
を
歌
え
ば
盛
り
上
が
っ
て
い
た
会
に
、
た
ち
ま
ち
哀
愁
が
た

だ
よ
う
で
あ
ろ
う
か
ら
歌
う
べ
き
で
は
な
い
。
本
則
の
終
わ
り
で
、
徳
山
と

巌
頭
は
、
最
後
の
一
言
を
会
得
し
た
と
喜
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
則
で

一
番
悟
り
を
求
め
て
い
る
雪
峰
は
置
き
去
り
で
あ
る
。
師
と
兄
弟
子
の
様
子

を
見
れ
ば
、
余
計
に
悟
り
を
得
た
い
と
い
う
妄
念
に
駆
ら
れ
る
の
で
大
衆
の

前
で
喜
ぶ
の
は
控
え
る
べ
き
で
あ
る
。
徳
山
と
巌
頭
の
計
ら
い
は
思
い
上
が

り
に
過
ぎ
な
い
と
宏
智
は
言
っ
て
い
る
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
最
後
の
一
言
を
会
得
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。
徳
山
と
巌
頭
の
父
子
は
言
葉
を
無
く
し
て
通
じ

合
い
ま
し
た
。
寄
合
い
の
中
に
江
南
が
出
身
の
客
が
居
ま

す
。
そ
の
面
前
で
は
鷓
鴣
と
い
う
江
南
の
島
の
曲
を
歌
う
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
雪
峰
義
存
】（
822
〜
908
）
青
原
下
。
徳
山
の
法
嗣
。【
徳
山
宣
鑑
】（
780
〜
865
）
竜
潭
崇
信
の
法
嗣
。【
巌
頭
全
豁
】（
828
〜
887
）
俗
姓
は
柯
氏
、
福
建

省
南
安
県
生
ま
れ
。
青
原
行
思
の
下
で
、
仰
山
慧
寂
、
徳
山
宣
鑑
に
参
じ
、
徳
山
の
法
を
嗣
ぐ
。
887
年
、
賊
に
首
を
斬
ら
れ
て
死
す
。
諡
は
清
儼
大
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師
。【
末
後
一
句
】
向
上
絶
対
の
一
句
。
仏
道
極
妙
の
境
地
を
述
べ
た
活
句
。【
含
胡
】
言
葉
が
は
き
は
き
せ
ず
、
明
瞭
で
な
い
こ
と
。
心
で
言
お
う

と
し
て
も
、
口
に
出
し
て
言
う
事
が
で
き
な
い
。【
座
中
亦
有
江
南
客
】
郑
谷
の
席
上
歌
者
に
与
う
と
い
う
詩
。「
花
月
楼
台
九
衢
に
近
し
，
清
歌
一

曲
金
壺
を
倒
す
、
座
中
有
江
南
の
客
あ
り
。
春
風
に
向
か
っ
て
鷓
鴣
を
唱
え
る
こ
と
莫
れ
。」
と
い
う
詩
を
転
用
し
た
も
の
。
鷓
鴣
と
は
江
南
に
あ

る
『
春
』
を
あ
ら
わ
す
島
の
こ
と
。

第
五
十
六
則　

密
師
白
兎

【
本
則
】 

擧
。
密
師
伯
與
洞
山
行
次
。
見
白
兔
子
面
前
走
過
。
密
云
。
俊
哉
。
山
云
。
作
麼
生 

密
云
。
如
白
衣
拜
相
。
山
云
。
老
老

大
大
作
這
箇
語
話
。
密
云
。
爾
又
作
麼
生
。
山
云
。
積
代
簪
纓
。
暫
時
落
薄
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
密
師
伯 

洞
山
と
行
く
次
で
、
白
兎
子
の
面
前
を
走
過
す
る
を
見
る
。
密
云
く
、
俊
な
る
哉
と
。
山
云
く
、
作
麼
生
。
密
云

く
、
白
衣
の
相
に
拝
せ
ら
る
る
が
如
し
。
山
云
く
、
老
老
大
大
に
し
て
這
箇
の
語
話
を
作
す
。
密
云
く
、
爾
又
作
麼
生
。
山
云
く
、

積
代
の
簪
纓
、
暫
時
落
薄
す
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
神
山
僧
密
が
洞
山
良
价
と
行
脚

し
て
い
た
時
、
白
い
兎
が
目
の
前
を
走
り
去
る
の
を
見
ま
し

た
。
僧
密
が
「
素
早
い
な
」
と
言
い
ま
し
た
。
洞
山
は
「
ど

の
よ
う
に
で
し
ょ
う
か
」
と
言
い
ま
し
た
。「
平
民
か
ら
宰

相
に
任
命
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
す
」
と
僧
密
が
言
い
ま
し

﹇
釈
意
﹈

僧
密
は
「
俊
」
と
い
う
言
葉
に
動
き
の
素
早
さ
の
み
で
な
く
、
利
発
さ
や
聡

明
さ
の
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
。
ま
た
、
白
衣
は
平
民
を
表
す
こ
と
か
ら
素

早
い
白
兎
を
、
才
気
あ
ふ
れ
る
平
民
が
官
位
を
駆
け
上
が
っ
て
出
世
す
る
様

子
に
重
ね
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
対
す
る
洞
山
は
兄
弟
子
を
敬
い
つ
つ
も
嗜

め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
代
々
宰
相
を
務
め
る
よ
う
な
名
門
の
家
柄
で
も
没
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た
。
洞
山
が
「
い
い
年
を
し
て
、
ま
だ
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ

て
い
ま
す
」
と
言
い
ま
し
た
。
僧
密
は
「
あ
な
た
な
ら
ど
う

で
す
か
」
と
言
い
ま
し
た
。
洞
山
は
「
代
々
続
い
た
名
家
の

家
柄
も
、
時
に
は
落
ち
ぶ
れ
ま
す
」
と
言
い
ま
し
た
。

【
頌
】 

頌
曰
。
抗
力
霜
雪
平
歩
雲
霄
。
下
惠
出
國
相
如
過
橋
。
蕭
曹
謀
略
能
成
漢
。
巢
許
身
心
欲
避
堯
。
寵
辱
若
驚
深
自
信
。
眞
情

參
跡
混
漁
樵
。　

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
力
は
霜
雪
に
抗
し
歩
を
雲
霄
に
平
す
。
下
恵
は
国
を
出
て
相
如
は
橋
を
過
ぐ
。
蕭
曹
の
謀
略 

能
く
漢
を
成
す
。
巣
許

の
身
心 

堯
を
退
け
ん
と
欲
す
。
寵
辱
に
は
若
も
驚
く
深
く
自
ら
信
ぜ
よ
。
真
情 

跡
を
参
じ
て
漁
樵
に
混
ず
。

落
す
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
世
に
は
不
変
の
事
象
は
存
在
し
な
い
。

こ
れ
は
悟
道
の
人
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
悟
り
の
境
地
に
と
ど
ま

り
続
け
る
こ
と
を
良
し
と
せ
ず
、
現
実
の
世
界
で
生
き
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
僧
密
の
言
葉
に
は
悟
り
を
求
め
る
向
上
の
姿
勢
が
含
ま
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
み
れ
ば
、
僧
密
の
言
葉
に
悟
り
へ
の
向
上
の
相
を
、

洞
山
の
言
葉
に
向
下
の
相
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
雪
の
重
み
に
木
の
枝
が

耐
え
る
よ
う
に
力
強
く
、
そ
の
歩
み
は
雲
の
上
を
行
く
よ
う

で
す
。
柳
下
恵
は
国
を
出
て
、
司
馬
相
如
は
橋
を
通
り
過
ぎ

ま
し
た
。
蕭
何
と
曹
参
と
い
っ
た
宰
相
の
知
略
で
漢
の
国
が

成
立
し
、
巣
父
と
許
由
は
堯
か
ら
の
禅
譲
の
申
し
出
を
断
っ

て
隠
遁
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
寵
愛
や
侮
辱
に
は
心
が
動
か

﹇
釈
意
﹈

向
下
門
の
心
境
を
表
し
た
洞
山
を
大
地
に
あ
っ
て
雪
の
重
み
に
負
け
な
い
樹

木
に
例
え
、
向
上
門
の
僧
密
は
雲
の
上
で
歩
を
進
め
て
い
る
よ
う
だ
と
宏
智

は
説
く
。
そ
し
て
世
に
出
た
英
傑
と
権
力
か
ら
離
れ
た
知
識
人
と
の
比
較
を

続
け
て
い
る
。
柳
下
恵
は
自
分
の
才
能
を
活
か
せ
る
場
へ
は
拘
り
を
持
た
ず

に
何
処
へ
で
も
仕
官
し
た
人
物
で
あ
る
。
司
馬
相
如
は
出
世
す
る
ま
で
は
故

郷
の
橋
を
渡
ら
な
い
と
い
う
誓
い
を
立
て
、
後
に
高
官
と
な
っ
て
そ
の
橋
を
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﹇
語
彙
﹈ 

【
密
師
伯
】
神
山
僧
密
（
生
没
年
不
詳
）。
雲
厳
曇
晟
の
法
嗣
。
洞
山
と
と
も
に
各
地
を
巡
っ
た
。【
洞
山
】
洞
山
良
价
（
807
〜
869
）。
雲
厳
曇
晟
の
法

嗣
。【
白
衣
】
白
衣
拝
相
。
無
位
無
官
の
在
野
の
平
民
が
一
躍
宰
相
と
し
て
拝
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
全
て
を
転
じ
て
聖
と
な
す
こ
と
。
転
凡
入
聖
の

意
。【
簪
纓
】
簪
は
冠
が
落
ち
な
い
よ
う
に
髻
に
通
し
て
止
め
る
冠
の
付
属
品
。
纓
は
冠
の
顎
紐
。
こ
こ
で
は
高
位
の
身
分
を
指
す
。【
雲
霄
】
雲
と

空
。【
下
恵
】
柳
下
恵
。
周
代
魯
の
国
の
人
。
ど
ん
な
つ
ま
ら
ぬ
官
職
で
も
推
薦
さ
れ
て
仕
え
る
以
上
は
、
ひ
た
す
ら
才
智
を
傾
け
て
働
き
、
常
に

自
分
の
信
じ
る
道
を
行
っ
た
。
ま
た
君
主
に
見
捨
て
ら
れ
て
も
怨
み
も
せ
ず
、
ど
ん
な
に
困
っ
て
も
少
し
も
そ
れ
を
苦
に
し
な
か
っ
た
。『
論
語
』

衛
霊
公
第
十
五
か
ら
の
引
用
。【
相
如
】
司
馬
相
如
（
前
179
〜
前
117
）。
前
漢
の
文
人
。『
漢
書
』
司
馬
相
如
伝
第
二
十
七
上
か
ら
の
出
典
。【
蕭
曹
】

蕭
何
（
？
〜
前
193
）
と
曹
参
（
？
〜
前
190
）
と
も
に
前
漢
の
政
治
家
。
劉
邦
を
補
佐
し
て
宰
相
と
な
り
国
家
繁
栄
の
礎
を
築
い
た
。【
巢
許
】
巣
父

と
許
由
。
古
代
中
国
の
三
皇
五
帝
時
代
の
伝
説
的
人
物
。
皇
帝
か
ら
の
譲
位
の
申
し
出
を
汚
ら
わ
し
い
と
し
て
川
で
耳
を
洗
っ
た
許
由
と
、
そ
れ
を

見
て
牛
に
水
を
飲
ま
せ
る
の
と
止
め
た
巣
父
の
故
事
か
ら
。【
漁
樵
】
漁
夫
と
木
樵
。
世
俗
的
世
界
の
喩
え
。

さ
れ
る
も
の
で
す
。
己
を
強
く
信
じ
な
さ
い
。
漁
師
や
木
樵

と
交
流
し
た
時
に
真
の
自
己
が
痕
跡
を
顕
す
の
で
す
。

通
っ
た
。
蕭
何
と
曹
参
は
漢
の
劉
邦
を
補
佐
し
て
国
を
安
定
さ
せ
、
巣
父
と

許
由
は
堯
帝
か
ら
の
帝
位
の
誘
い
を
断
っ
て
山
奥
に
隠
れ
た
と
い
う
。
柳
下

恵•

巣
父•

許
由
は
目
的•

悟
り
に
向
か
い
、
そ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
発
揮

さ
れ
る
力
を
暗
示
し
て
い
る
。
一
方
の
司
馬
相
如•

蕭
何•

曹
参
は
彼
岸

か
ら
離
れ
此
岸
へ
と
帰
還
す
る
境
地
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
俊
敏
な

白
兎
の
よ
う
に
出
世
し
て
い
く
人
物
は
悟
り
を
目
指
す
修
行
者
の
姿
で
あ

り
、
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
。
し
か
し
宏
智
は
野
に
下
っ
て
俗
世
に
ま
み
れ
た

時
に
、
そ
の
人
の
本
当
の
素
質
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
い
、
洞
山
の
境
地
を
よ

り
高
く
評
価
し
て
い
る
。
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第
五
十
七
則　

厳
陽
一
物

【
本
則
】 

舉
。
嚴
陽
尊
者
問
趙
州
。
一
物
不
將
來
時
如
何
。
州
云
。
放
下
著
。
嚴
云
。
一
物
不
將
來
。
放
下
箇
甚
麼
。
州
云
。
恁
麼
則

擔
取
去
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
厳
陽
尊
者 
趙
州
に
問
う
。
一
物
不
将
来
の
時
如
何
。
州
云
く
、
放
下
著
。
厳
云
く
、
一
物
不
将
来
。
箇
の
甚
麼
を
か
放
下

せ
ん
。
州
云
く
、
恁
麼
な
ら
ば
則
ち
担
取
し
去
れ
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
厳
陽
尊
者
が
趙
州
従

に
尋
ね

ま
し
た
。「
一
切
何
も
持
た
な
い
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

し
ょ
う
か
」
と
。
趙
州
は
「
捨
て
て
し
ま
い
な
さ
い
」
と
言

い
ま
し
た
。
厳
陽
は
「
何
も
持
っ
て
い
な
い
の
に
、
何
を
捨

て
る
の
で
す
か
」
と
言
い
ま
し
た
。
趙
州
は
「
そ
れ
な
ら
ば

担
い
で
行
き
な
さ
い
」
と
言
い
ま
し
た
。

﹇
釈
意
﹈

一
物
不
将
来
と
は
迷
い
も
な
く
、
教
理
や
悟
り
と
い
う
も
の
さ
え
き
れ
い
に

忘
れ
た
状
態
で
あ
る
。
厳
陽
は
こ
の
境
地
に
達
し
た
こ
と
を
師
の
趙
州
に
報

告
し
た
。
し
か
し
趙
州
か
ら
み
れ
ば
一
物
不
将
来
と
い
う
悟
り
の
世
界
で

は
、
有
無
と
い
う
価
値
判
断
は
問
題
に
す
ら
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
趙
州
は

そ
う
し
た
有
無
と
い
う
慢
心
が
厳
陽
の
心
に
残
っ
て
い
る
と
見
抜
き
、
そ
れ

を
捨
て
る
よ
う
に
言
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
な
ら
悟

り
へ
の
執
着
心
を
担
い
で
行
け
と
言
っ
て
い
る
。

【
頌
】 

頌
曰
。
不
防
細
行
輸
先
手
。
自
覺
心
麁

撞
頭
。
局
破
腰
間
斧
柯
爛
。
洗
清
凡
骨
共
仙
游
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
細
行
を
防
が
ず
し
て
先
手
に
輸
く
。
自
ず
か
ら
心
の
麁
な
る
を
覚
り
撞
頭
を

ず
。
局
破
れ
腰
間
の
斧
柯
爛
る
。
凡
骨
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﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
注
意
深
く
囲
碁
を
打
た

な
い
の
で
、
先
手
を
取
ら
れ
て
対
局
に
負
け
て
し
ま
い
ま

す
。
自
ず
と
軽
率
な
一
手
に
よ
っ
て
指
し
手
を
封
じ
ら
れ
た

事
を
恥
じ
る
で
し
ょ
う
。
終
局
し
た
時
に
腰
に
つ
け
た
斧
の

柄
が
腐
っ
て
い
る
の
に
気
づ
き
ま
す
。
世
俗
の
骨
を
洗
い
清

め
て
仙
人
と
遊
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

を
洗
清
し
て
仙
と
共
に
游
ぶ
。

﹇
釈
意
﹈

趙
州
と
厳
陽
の
や
り
と
り
を
囲
碁
の
対
局
に
宏
智
は
例
え
て
い
る
。
厳
陽
は

軽
は
ず
み
な
問
い
か
け
を
し
た
ば
か
り
に
、
趙
州
に
「
放
下
著
」
の
先
手
を

打
た
れ
た
。
趙
州
の
導
き
は
大
悟
徹
底
し
て
い
な
か
っ
た
厳
陽
に
自
分
の
未

熟
さ
を
気
づ
か
せ
る
に
は
十
分
で
あ
っ
た
。
対
局
を
見
物
し
終
え
た
王
質
と

い
う
木
樵
の
腰
に
つ
け
た
斧
が
腐
り
落
ち
た
よ
う
に
、
厳
陽
の
中
に
あ
っ
た

悟
り
へ
の
執
着
心
も
消
え
る
と
宏
智
は
考
え
て
い
る
。
悟
り
と
は
迷
悟
凡
聖

と
い
っ
た
一
切
の
汚
れ
を
洗
い
清
め
て
は
じ
め
て
得
ら
れ
る
境
地
で
あ
る
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
厳
陽
尊
者
】
善
信
（
生
没
年
不
詳
）。
趙
州
従

の
法
嗣
。
厳
陽
山
（
武
寧
県
）
に
新
興
院
を
建
立
し
て
住
し
た
た
め
、
厳
陽
尊
者
と
呼
ば
れ
る
。

【
一
物
】
も
の
の
本
体
、
中
核
。「
そ
の
も
の
」
と
具
体
的
に
指
し
て
真
如
の
理
を
表
現
す
る
場
合
に
用
い
る
。【
放
下
著
】
下
に
置
け
の
意
。
著
は

命
令
の
助
詞
。【
担
取
】
我
が
身
に
担
う
こ
と
。【
細
行
】
細
か
な
行
い
、
さ
さ
い
な
行
為
。
こ
こ
で
は
囲
碁
の
緻
密
な
戦
略
の
こ
と
。【
麁
】
粗
い

事
。【
撞
頭
】
囲
碁
に
お
い
て
相
手
の
打
ち
手
を
真
っ
向
か
ら
抑
止
す
る
手
を
い
う
。
転
じ
て
師
家
が
学
人
の
思
惑
を
止
め
て
し
ま
う
作
略
を
指

す
。【

】
恥
じ
る
こ
と
。【
局
破
腰
間
斧
柯
爛
】
中
国
の
伝
説
を
集
め
た
『
述
異
記
』
か
ら
の
引
用
。
晋
の
時
代
、
木
樵
の
王
質
が
山
に
入
る
と
童

子
た
ち
が
碁
を
打
っ
て
い
た
。
碁
を
眺
め
て
い
た
王
質
は
童
子
か
ら
棗
を
貰
い
、
飢
え
を
感
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
童
子
か
ら
言

わ
れ
て
斧
を
見
る
と
そ
の
柄
が
朽
ち
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
王
質
が
村
に
帰
る
と
知
っ
て
い
る
人
は
誰
一
人
い
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
故
事

か
ら
。
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第
五
十
八
則　

剛
経
軽
賤

【
本
則
】 

舉
。
金
剛
經
云
。
若
為
人
輕
賤
。
是
人
先
世
罪
業
應
墮
惡
道
。
以
今
世
人
輕
賤
故
。
先
世
罪
業
則
為
消
滅
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
金
剛
経
に
云
く
、
若
し
人
の
為
に
軽
賤
せ
ら
る
れ
ば
、
是
の
人 

先
世
の
罪
業
に
て
応
に
悪
道
に
堕
す
べ
き
に
、
今
世
の
人

に
軽
賤
せ
ら
る
を
以
て
の
故
に 

先
世
の
罪
業
則
ち
為
に
消
滅
す
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
『
金
剛
経
』
に
こ
う
言
い
ま
す
。

「
も
し
人
々
に
軽
蔑
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
そ
の
人
が
前

世
で
な
し
た
罪
業
に
よ
っ
て
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
そ
し
て
、
現
世
で
軽
蔑
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
前
世
で
の
罪
は
消
滅
す
る
の
で
す
」
と
。

﹇
釈
意
﹈

こ
の
公
案
は
禅
宗
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
る
。
こ
れ
を
通
過
し
た
者
は
経
典

に
捉
わ
れ
ず
に
経
を
活
用
し
、
因
果
に
縛
ら
れ
ず
に
因
果
を
自
由
に
使
い
こ

な
す
の
で
あ
る
。
本
則
で
は
、
罪
の
因
果
を
主
題
と
し
て
お
り
、
現
世
で
の

困
難
を
も
煩
悩
を
断
じ
尽
く
し
て
悟
り
に
入
る
為
の
手
段
と
し
て
と
ら
え
る

禅
の
宗
風
が
み
て
と
れ
る
。

【
頌
】 

頌
曰
。
綴
綴
功
過
。
膠
膠
因
果
。
鏡
外
狂
奔
演
若
多
。
杖
頭
擊
著
破
竈
墮
。
竈
墮
破　

來
相
賀
。
却
道
。
從
前
辜
負
我
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
綴
綴
た
る
功
過
、
膠
膠
た
る
因
果
。
鏡
外
に
狂
奔
す 

演
若
多
。
杖
頭
に
擊
著
す
破
竈
墮
。
竈
墮
破
し 

来
り
て
相
賀
せ

ば
、
却
て
道
う
、
従
前 

我
に
辜
負
す
と
。
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﹇
釈
意
﹈

因
果
や
善
悪
は
表
裏
一
体
で
あ
り
、
連
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

こ
の
事
実
を
見
誤
れ
ば
、
鏡
が
倒
れ
て
い
た
事
に
気
づ
か
ず
に
頭
が
な
く

な
っ
た
と
勘
違
い
し
た
演
若
達
多
の
よ
う
に
、
迷
い
の
世
界
に
堕
ち
て
し
ま

う
。
人
間
が
鏡
の
前
に
居
て
は
じ
め
て
姿
が
映
る
の
で
あ
り
、
鏡
の
外
に
は

映
ら
な
い
の
で
あ
る
。
宏
智
は
こ
の
よ
う
に
因
果
関
係
を
誤
認
し
た
例
を
挙

げ
、
さ
ら
に
別
の
例
を
続
け
て
い
る
。
破
竈
墮
和
尚
に
叩
き
壊
さ
れ
た
竃
の

神
は
、
土
で
で
き
た
竃
と
い
う
本
分
を
越
え
て
人
間
を
祟
る
よ
う
に
な
っ

た
。
和
尚
は
竃
の
神
の
迷
妄
を
壊
し
て
本
来
の
自
己
を
出
現
さ
せ
て
悪
業
か

ら
解
き
放
っ
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
例
え
に
共
通
す
る
の
は
、
本
来
の
自
己
を

見
失
っ
て
悪
業
報
に
堕
ち
た
者
の
姿
で
あ
る
。
功
罪•

因
果
が
一
体
で
あ

る
か
ら
、
因
果
を
正
し
く
認
め
て
い
れ
ば
本
来
の
自
己
を
見
失
う
こ
と
は
無

い
の
で
あ
る
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
功
徳
と
罪
過
は
つ
な

が
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
原
因
と
結
果
は
固
く
結
び
つ
い
て

い
ま
す
。
演
若
達
多
は
鏡
に
自
分
の
顔
が
映
ら
な
い
と
い
っ

て
探
し
ま
わ
り
、
破
竈
墮
和
尚
は
杖
で
竃
を
叩
き
ま
し
た
。

竃
を
叩
き
壊
す
と
、
竃
の
神
が
出
て
き
て
礼
を
述
べ
ま
し

た
。「
今
ま
で
は
自
分
自
身
に
背
い
て
い
ま
し
た
」
と
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
金
剛
経
】『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
羅
什
訳
。
禅
宗
で
は
五
祖
弘
忍
か
ら
用
い
始
め
六
祖
慧
能
よ
り
後
は
南
宗
で
重
用
さ
れ
た
。
般
若
不
可
得
の

理
を
説
く
。【
綴
綴
】
つ
づ
る
こ
と
。
連
絡
し
て
い
る
こ
と
。【
膠
膠
】
膠
で
く
っ
つ
け
た
よ
う
に
ぴ
た
り
と
合
致
す
る
様
。【
演
若
多
】
演
若
達

多
。
毎
朝
鏡
を
見
て
喜
ん
で
い
た
美
男
子
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
日
、
鏡
に
自
分
の
顔
が
映
ら
な
か
っ
た
の
で
驚
き
の
あ
ま
り
狂
人
に
な
っ
た
と
い

う
。『
楞
厳
経
』
巻
四
よ
り
。【
破
竈
墮
】
破
竈
墮
和
尚
（
生
没
年
不
詳
）。
唐
代
北
宗
の
禅
僧
。
禅
法
に
通
じ
て
い
た
が
、
言
動
は
常
軌
を
逸
し
て

い
た
と
い
う
。
生
け
贄
を
捧
げ
な
い
と
祟
る
竃
に
向
か
っ
て
説
法
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
悪
業
報
か
ら
解
放
さ
れ
た
竃
神
が
礼
を
言
っ
た
。
和
尚
は
本

来
の
性
質
を
悟
ら
せ
た
だ
け
だ
と
言
っ
た
故
事
に
よ
る
。『
景
徳
傳
燈
録
』
巻
四
よ
り
。【
辜
負
】
そ
む
く
こ
と
。
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第
五
十
九
則　

靑
林
死
蛇

【
本
則
】 

擧
。
僧
問
靑
林
。
学
人
径
往
時
如
何
。
林
云
。
死
蛇
当
大
路
。
勧
子
。
莫
當
頭
。
僧
云
。
當
頭
時
如
何
。
林
云
。
喪
子
命

根
。
僧
云
。
不
當
頭
時
如
何
。
林
云
。
亦
無
回
避
處
。
僧
云
。
正
當
恁
麼
時
如
何
。
林
云
。
却
失
也
。
僧
云
。
未
審
向
甚
麼

処
去
也
。
林
云
。
草
深
無
覓
處
。
僧
云
。
和
尚
也
須
隄
防
始
得
。
林
撫
掌
云
。
一
等
是
箇
毒
氣
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
僧 

青
林
に
問
う
、
学
人 

径
に
往
く
時
如
何
。
林
云
く
、
死
蛇
大
路
に
当
た
る
。
子
に
勧
む
、
当
頭
す
る
こ
と
莫
れ
。
僧
云

く
、
当
頭
の
時
如
何
。
林
云
く
、
子 

命
根
を
喪
う
。
僧
云
く
、
当
頭
せ
ざ
る
時
如
何
と
。
林
云
く
、
亦
回
避
す
る
處
無
し
。
僧
云

く
、
正
當
恁
麼
時 

如
何
。
林
云
く
、
却
っ
て
失
な
り
。
僧
云
く
、
未
審
し 

甚
麼
の
処
に
向
っ
て
去
る
や
と
。
林
云
く
、
草
深
く
し

て
覓
る
処
無
し
。
僧
云
く
、
和
尚 
也
た
須
ら
く
隄
防
し
て
始
め
て
得
る
べ
し
。
林 

掌
を
拊
し
て
云
く
、
一
等
是
箇
の
毒
気
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
修
行
僧
が
靑
林
師
虔
に
問
い
ま

し
た
。「
修
行
者
が
径
を
歩
む
時
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す

か
」
と
。
青
林
は
「
死
ん
だ
蛇
が
大
路
に
て
出
会
う
も
の
で

す
。
あ
な
た
に
向
っ
て
く
る
の
で
出
会
わ
な
い
よ
う
に
し
な

さ
い
」
と
答
え
ま
し
た
。
僧
は
「
出
会
う
時
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
」
と
聞
き
ま
し
た
。
青
林
は
「
命
根
を
失
い
ま

す
」
と
言
い
ま
し
た
。
僧
は
ま
た
「
で
は
、
出
会
わ
な
い
時

﹇
釈
意
﹈

あ
る
僧
は
修
行
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
「
径
」
で
あ
ら
わ
し
て
聞
く
の

で
あ
る
。
青
林
は
大
路
に
死
ん
だ
蛇
が
い
る
と
言
う
。
大
路
は
悟
り
へ
の
道

を
指
し
、
死
蛇
と
は
煩
悩
、
ま
た
は
修
行
中
に
起
こ
る
心
の
動
き
の
こ
と
を

指
し
て
い
る
。
悟
り
の
境
地
を
得
る
た
め
に
修
行
を
行
す
る
が
、
そ
こ
ま
で

に
辿
り
着
く
に
は
様
々
な
煩
悩
や
心
の
動
き
を
乗
り
越
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
れ
を
青
林
は
「
当
頭
す
る
こ
と
莫
れ
」
で
い
っ
て
い
る
。
僧
は
煩
悩

に
惑
わ
さ
れ
た
時
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
聞
く
の
で
あ
る
。
青
林
は
煩
悩
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は
ど
う
で
す
か
」
と
言
い
ま
し
た
。
青
林
は
「
回
避
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
で
し
ょ
う
」
と
答
え
ま
し
た
。
再
び
僧
は

「
で
は
ま
さ
に
今
こ
の
時
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
」
と
聞
く
の

で
す
。

青
林
は
「
そ
れ
で
も
失
う
で
し
ょ
う
」
と
答
え
ま
し
た
。
僧

は
「
で
は
一
体
ど
う
や
っ
た
ら
死
蛇
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
の
で

す
か
」
と
聞
き
ま
す
。
青
林
は
「
草
が
深
い
と
求
め
る
事
が

出
来
な
い
の
で
す
」
と
。
僧
は
「
和
尚
、
堤
防
を
し
て
始
め

て
得
る
の
で
す
ね
」
と
言
い
ま
し
た
。
す
る
と
青
林
は
掌
を

拊
し
て
言
い
ま
し
た
。「
一
等
是
箇
の
毒
気
」
と
。

に
惑
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
て
は
悟
り
へ
の
境
地
に
到
る
こ
と
は
な
い
と
「
命
根

を
喪
す
」
で
言
う
の
で
あ
る
。

次
に
僧
は
煩
悩
に
出
会
わ
な
い
時
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
聞
く
の
で
あ

る
。
青
林
は
煩
悩
が
無
い
人
な
ど
い
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
誰
に
で
も
心

の
動
き
は
有
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
様
々
な
欲
が
起
き
る
の
で
あ
る
。「
回
避

す
る
処
無
し
」
と
は
そ
の
こ
と
で
あ
る
。

僧
は
今
の
自
分
は
悟
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
青
林
に
聞
く
の
で
あ
る
。
青

林
は
今
の
僧
で
は
悟
り
へ
の
境
地
に
辿
り
着
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
う
。

そ
ん
な
答
え
に
対
し
て
僧
は
一
体
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
「
未
審
し
、
甚

麼
の
処
に
向
っ
て
去
る
や
」
と
聞
く
の
で
あ
る
。
青
林
は
生
い
茂
っ
て
い
る

草
の
中
で
は
悟
り
の
境
地
を
求
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
聞
い
た
僧
は
修
行
中
に
起
こ
る
様
々
な
心
の
動
き
を
遮
る
こ
と
で
始

め
て
悟
り
へ
の
境
地
が
見
え
て
く
る
の
だ
と
気
付
く
。
最
後
に
青
林
は
掌
を

さ
す
っ
て
誰
に
で
も
迷
い
や
悩
み
と
い
っ
た
心
の
動
き
が
あ
る
こ
と
を
示

し
、
ま
た
誰
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
が
備
わ
っ
て
お
り
、
悟
り
の
境
地
を
得

る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

【
頌
】 

頌
曰
。
三
老
暗
轉
柂
。
孤
舟
夜
回
頭
。
蘆
花

岸
雪
。
煙
水
一
江
秋
。
風
力
扶
帆
行
不
棹
。
笛
聲
喚
月
下
滄
州
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
三
老
暗
く
し
て
柂
を
転
じ
、
孤
舟 

夜
に
て
頭
を
回
る
。
蘆
花
両
岸
に
雪
。
煙
水
一
江
の
秋
。
風
力
帆
を
扶
け
、
行
き
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て
棹
さ
ず
。
笛
声
月
を
喚
ん
で
滄
州
に
下
す
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
し
て
言
い
ま
し
た
。
三
老
は
暗
い
と
こ

ろ
で
も
柂
を
転
じ
、
夜
で
あ
っ
て
も
、
確
実
に
舟
を
導
き
ま

す
。
両
岸
に
は
蘆
の
花
が
雪
の
よ
う
に
咲
い
て
い
ま
す
。
煙

水
が
一
江
に
た
な
び
い
て
秋
の
ま
っ
た
だ
中
で
す
。
風
が
吹

け
ば
帆
を
は
り
、
棹
を
使
わ
な
く
て
も
船
は
進
み
ま
す
。
笛

を
吹
い
て
月
を
呼
び
、
月
は
水
辺
に
沈
み
ま
す
。

﹇
釈
意
﹈

三
老
は
舵
取
り
の
こ
と
で
あ
る
。
頌
で
は
青
林
を
三
老
に
た
と
え
、
僧
を
孤

舟
で
た
と
え
た
の
で
あ
る
。「
柂
を
転
じ
」
と
「
頭
を
廻
ら
す
」
は
、
舵
取

り
で
あ
る
青
林
が
修
行
に
つ
い
て
の
道
を
僧
に
示
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

行
き
先
を
見
失
っ
て
い
る
僧
に
対
し
て
青
林
は
、
一
つ
一
つ
僧
の
質
問
に
答

え
て
、
道
を
示
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
両
岸
に
白
い
ア
シ
の
花
が

道
の
よ
う
に
咲
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

風
が
吹
け
ば
帆
を
揚
げ
て
、
棹
を
使
わ
ず
と
も
舟
は
進
む
の
あ
る
。
本
則
で

い
う
と
青
林
が
修
行
に
迷
い
が
あ
る
僧
を
導
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
頌
で
は

「
風
力
帆
を
扶
け
、
行
き
て
棹
さ
ず
」
で
表
し
て
い
る
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
靑
林
】
靑
林
師
虔
（
？
〜
904
）
姓
は
陳
氏
。
杭
州
（
浙
江
省
）
の
人
で
、
洞
山
良
价
に
得
法
す
る
。【
當
頭
】
真
っ
向
か
ら
、
そ
の
時
、
出
会
い
頭

に
。
ま
た
目
の
前
に
、
直
接
せ
ま
る
。【
命
根
】
寿
命
、
生
命
そ
の
も
の
の
意
。【
正
恁
麼
時
】
ま
さ
に
そ
の
時
と
い
う
こ
と
。【
堤
防
】
河
川
の
氾

濫
や
海
水
の
浸
入
な
ど
を
防
ぐ
も
の
。【
一
等
】
差
別
の
心
が
な
く
の
意
。
無
別
・
無
異
と
同
義
。【
三
老
】
舵
取
り
の
こ
と
。【
蘆
花
】
ア
シ
の
花

穂
の
こ
と
。【
滄
州
】
青
々
と
し
て
水
に
囲
ま
れ
た
州
浜
の
こ
と
。
人
里
離
れ
た
水
辺
。
ま
た
仙
人
や
隠
者
の
住
ん
で
い
る
所
と
も
。
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第
六
十
則　

鐡
磨

牛

【
本
則
】 

擧
。
劉
鐡
磨
到

山
。
山
云
。
老

牛
汝
來
也
。
磨
云
。
來
日
臺
山
大
會
齊
。
和
尚
還
去
麼
。
山
放
身
臥
。
磨
便
出
去
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
劉
鉄
磨 

山
に
至
る
。
山
云
く
、
老

牛 

汝
来
た
れ
る
や
。
磨
云
く
、
来
日 

台
山
に
て
大
会
斉
。
和
尚
還
っ
て
去
か
ん

や
。
山 

身
を
放
ち
て
臥
す
。
磨 

便
ち
出
で
去
る
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
劉
鉄
磨
と
い
う
尼
僧
が

山
の

と
こ
ろ
へ
や
っ
て
来
ま
し
た
。

山
霊
祐
は
「
老

牛
よ
、

あ
な
た
は
何
し
に
来
た
の
で
す
か
」
と
聞
き
ま
し
た
。
劉
鉄

磨
は
「
明
日
、
台
山
で
法
要
が
行
わ
れ
ま
す
。

山
和
尚
も

行
き
ま
せ
ん
か
」
と
聞
く
の
で
す
。
そ
う
す
る
と

山
は
身

体
を
自
由
気
ま
ま
に
横
た
え
て
寝
た
の
で
す
。
鉄
磨
は
立
ち

去
っ
た
の
で
す
。

﹇
釈
意
﹈

劉
鉄
磨
と
い
う
尼
僧
が

山
の
と
こ
ろ
へ
来
た
話
で
あ
る
。

山
は
劉
鉄
磨

の
こ
と
を
老

牛
と
呼
び
始
め
る
。
老

牛
と
は
修
行
の
円
熟
し
た
修
行
僧

の
こ
と
を
指
し
、
ま
た
鉄
磨
は
機
鋒
峭
峻
と
言
わ
れ
て
お
り
、

山
は
劉
鉄

磨
の
並
々
な
ら
な
い
気
配
を
感
じ
取
っ
て
こ
う
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

山
が

な
ぜ
こ
こ
に
来
た
の
か
と
聞
か
れ
た
鉄
磨
は
、
後
日
行
わ
れ
る
法
要
に
行
か

な
い
か
と
い
う
誘
い
で
あ
っ
た
。
鉄
磨
は
こ
の
時
す
で
に
、

山
が
ど
う
答

え
る
か
を
試
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

山
は
た
だ
身
体
を
横
に

し
て
寝
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

山
は
大
会
斉
に
行
く
か
行
か
な
い
か
と
い
う

選
択
肢
が
あ
る
な
か
で
、
な
ぜ
横
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
思
慮
分

別
を
し
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
鉄
磨
の
質
問
に
対
し
て
答
え
ず

に
、
身
体
で
行
動
す
る
こ
と
で
思
慮
分
別
を
越
え
、
ま
た
自
己
の
あ
り
よ
う
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を
示
し
た
の
で
あ
る
。
鉄
磨
は
修
行
を
順
調
に
進
め
て
い
る

山
を
見
て
、

そ
の
場
か
ら
立
ち
去
っ
た
の
で
あ
る
。

【
頌
】 
頌
曰
。
百
戰
成
功
老
太
平
。
優
柔
誰
肯
苦
爭
衡
。
玉
鞭
金
馬
閑
終
日
。
明
月
淸
風
富
一
生
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
百
戦
功
成
り
て
太
平
に
老
う
。
優
柔
誰
か
肯
え
て
苦
に
衡
を
争
わ
ん
。
玉
鞭
金
馬 

閑
に
日
を
終
わ
る
。
明
月
清
風
一

生
を
富
む
。

﹇
釈
意
﹈

本
則
で
は
鉄
磨
が

山
の
も
と
へ
や
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
頌
で
「
百
戦
功

成
り
て
太
平
に
老
う
」
は
鉄
磨
の
こ
と
。
鉄
磨
は
機
鋒
峭
峻
と
ま
で
言
わ
れ

て
お
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
数
々
の
問
答
を
こ
な
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

ん
な
鉄
磨
の
勢
い
あ
る
問
答
に
対
し
て
落
ち
着
い
た
対
応
を
し
た
の
は

山

で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
「
優
柔
誰
か
肯
え
て
苦
に
衡
を
争
わ
ん
」
で
表
し
て
い

る
。
そ
の
様
は

山
と
鉄
磨
の
二
人
な
ら
で
は
の
高
度
な
問
答
で
あ
る
こ
と

を
「
玉
鞭
金
馬
」
の
句
で
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
様
子
は
誰
が
見
て

も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
百
戦
を
制
し
て
平
和
の

世
に
な
っ
て
年
月
が
経
ち
ま
す
。
あ
え
て
柔
軟
に
対
応
し
て

無
駄
に
争
わ
な
い
の
で
す
。
美
し
い
鞭
と
名
馬
は
静
か
に
一

日
を
終
え
る
の
で
す
。
綺
麗
な
月
に
清
ら
か
な
風
が
心
を
豊

か
に
さ
せ
る
の
で
す
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
劉
鉄
磨
】（
詳
細
不
詳
）、
唐
代
の
人
。
劉
氏
の
女
で
、
機
鋒
峭
峻
に
よ
っ
て
劉
鐡
磨
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

山
霊
祐
に
参
じ
、
そ
の
法
を

受
け
継
い
だ
。【
機
鋒
峭
峻
】
機
鋒
は
矛
先
や
鋭
い
勢
い
の
意
味
。
ま
た
禅
僧
が
他
の
僧
侶
に
対
し
て
示
す
鋭
い
態
度
の
こ
と
。
峭
峻
は
山
な
ど
の

高
く
険
し
い
こ
と
。
機
鋒
が
人
を
寄
せ
付
け
な
い
ほ
ど
に
鋭
い
こ
と
の
意
。【

山
霊
祐
】（
771
〜
853
）
姓
は
趙
氏
。
百
丈
懐
海
に
参
じ
、
そ
の
法
を
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受
け
継
い
だ
。

仰
宗
の
祖
。【
老

牛
】
老
い
ぼ
れ
牛
の
こ
と
。
転
じ
て
修
行
の
円
熟
し
た
人
を
指
す
。
ま
た

山
の
水

牛
の
対
と
し
て
用
い

た
。【
台
山
】
五
台
山
の
こ
と
。
太
原
府
代
州
五
台
県
に
あ
り
、
略
し
て
台
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。【
大
会
斉
】
大
供
養
の
こ
と
で
、
大
勢
の

僧
侶
で
供
養
を
行
う
法
要
。
ど
ん
な
人
に
も
平
等
に
供
養
す
る
こ
と
。【
明
月
】
清
白
に
澄
ん
だ
月
の
こ
と
。
明
白
な
も
の
に
た
と
え
る
。

第
六
十
一
則　

乾
峰
一
畫

【
本
則
】 

擧
。
僧
問
乾
峰
。
十
方
薄
伽
梵
。
一
路
涅
槃
門
。
未
審
路
頭
在
甚
麼
處
。
峰
以
挂
杖
一
畫
云
。
在
這
裏
。
僧
擧
問
雲
門
。
門

云
。
扇
子
勃
跳
上
三
十
三
天
。
築
著
帝
釋
鼻
孔
。
東
海
鯉
魚
打
一
棒
。
雨
似
盆
傾
。
會
麼
會
麼
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
僧 

乾
峰
に
問
う
、
十
方
薄
伽
梵
、
一
路
涅
槃
門
。
未
審
路
頭
其
麼
の
處
に
在
る
や
。
峰
挂
杖
を
以
て
一
画
し
て
云
く
、
這

裏
に
在
り
。
僧 

挙
し
て
雲
門
に
問
う
。
門
云
く
、
扇
子 

勃
跳
し
て
三
十
三
天
に
上
り
、
帝
釈
の
鼻
孔
に
築
箸
す
。
東
海
の
鯉
魚
打

つ
こ
と
一
棒
す
れ
ば
、
雨 

盆
を
傾
く
ご
と
し
。
会
す
や
、
会
す
や
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
あ
る
僧
が
越
州
乾
峰
に
問
い

ま
し
た
。「
十
方
薄
伽
梵
、
一
路
涅
槃
門
の
世
界
と
は
一
体

ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か
」
と
。
越
州
乾
峰
は
桂
杖
を
用
い

て
一
の
字
を
画
い
て
言
い
ま
し
た
。「
こ
こ
に
在
り
ま
す

よ
」
と
。
僧
は
同
じ
質
問
を
雲
門
文
偃
の
所
へ
聞
き
に
行

き
ま
し
た
。
雲
門
は
「
扇
子
が
三
十
三
天
ま
で
飛
ん
で
、

﹇
釈
意
﹈

修
行
僧
が
乾
峰
に
、「
十
方
薄
伽
梵 

一
路
涅
槃
門
、
未
審
路
頭
其
麼
の
處
に

在
る
や
」
と
聞
く
の
で
あ
る
。
十
方
薄
伽
梵 

一
路
涅
槃
門
と
は
諸
仏
の
涅

槃
に
入
る
道
な
ど
の
意
味
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
仏
の
世
界
、
ま
た
は
真
実

の
世
界
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
聞
く
の
で
あ
る
。
乾
峰
は
僧
の
質
問
に

対
し
て
、
桂
杖
を
持
っ
て
た
だ
線
を
一
つ
書
き
、
こ
こ
に
あ
る
と
答
え
た
。

乾
峰
は
今
私
と
あ
な
た
が
生
き
て
い
る
こ
の
現
実
の
世
界
こ
そ
が
真
実
で
あ
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帝
釈
天
の
鼻
に
当
た
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
東
海
に
い

る
大
魚
を
棒
で
一
振
り
す
れ
ば
、
そ
れ
は
お
盆
の
中
に
あ

る
水
が
傾
い
て
こ
ぼ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
わ
か
り
ま
す
か
、

わ
か
り
ま
す
か
」
と
い
い
ま
し
た
。

る
こ
と
を
言
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
僧
は
雲
門
文
偃
の
元
へ
行
き
、
同
じ
質
問
を
す
る
。
雲
門
の
答
え
は
扇

子
が
飛
ん
で
行
き
、
帝
釈
天
の
鼻
に
着
く
と
言
う
の
で
あ
る
。
修
行
僧
は
真

実
の
世
界
と
い
う
も
の
を
人
に
聞
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
修
行
僧
に

雲
門
は
扇
子
が
飛
び
、
帝
釈
天
の
鼻
に
着
く
と
い
う
あ
り
得
な
い
話
を
も
っ

て
、
答
え
る
の
で
あ
る
。
雲
門
は
修
行
僧
に
、
真
実
の
答
え
を
難
し
い
言
葉

で
例
え
て
聞
い
て
も
、
そ
れ
は
意
味
が
な
い
事
を
修
行
僧
に
伝
え
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
雲
門
は
乾
峰
が
行
っ
た
一
画
を
使
っ
た
説
法
は
ま
る
で
お
盆
の
中
に

あ
る
水
が
傾
い
て
こ
ぼ
れ
る
ぐ
ら
い
わ
か
り
や
す
い
こ
と
を
「
東
海
の
鯉
魚

打
つ
こ
と
一
棒
す
れ
ば
、
雨 

盆
を
傾
く
ご
と
し
」
で
言
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
最
後
に
乾
峰
が
わ
か
り
や
す
い
説
法
を
し
て
く
れ
て
い
た
事
が

理
解
で
き
ま
す
か
と
言
う
の
で
あ
る
。

【
頌
】 

頌
曰
。
入
手
還
將
死
馬
醫
。
返
魂
香
欲
起
君
危
。
一
期
拶
出
通
身
汗
。
方
信
儂
家
不
借
眉
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
入
手
し 

還
っ
て
死
馬
を
将
に
医
す
。
返
魂
香 
君
が
危
う
き
を
起
さ
ん
と
欲
す
。
一
期
拶
出
す
通
身
の
汗
。
方
に
儂
家

眉
を
惜
し
ま
ざ
る
を
信
ず
べ
し
。
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﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
治
療
す
る
こ
と
で
病
の

馬
を
治
す
の
で
す
。
返
魂
香
を
焚
く
の
は
、
あ
な
た
を
危
な

い
こ
と
か
ら
遠
ざ
け
る
の
で
す
。
一
振
り
の
衝
撃
で
全
身
の

汗
を
も
引
い
て
し
ま
い
ま
す
。
師
は
弟
子
を
導
く
の
に
、
怖

れ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
を
信
じ
る
べ
き
で
す
。

﹇
釈
意
﹈

一
句
目
で
は
修
行
僧
に
対
す
る
乾
峰
の
説
法
を
言
っ
て
い
る
。
誤
っ
た
見
識

の
修
行
僧
に
対
し
て
、
乾
峰
は
一
画
を
画
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は

優
れ
た
説
法
で
あ
っ
た
。
ま
る
で
死
に
か
け
て
い
る
馬
を
、
生
き
返
ら
せ
る

よ
う
な
こ
と
だ
と
言
っ
て
い
る
。
二
句
目
は
雲
門
の
修
行
僧
に
対
す
る
説
法

を
表
し
て
い
る
。
雲
門
の
説
法
も
乾
峰
と
同
様
に
、
修
行
僧
を
誤
っ
た
方
向

に
向
か
わ
せ
な
い
よ
う
に
示
し
て
い
る
。
一
句
目
も
二
句
目
も
ど
ち
ら
と
も

死
ん
だ
も
の
を
生
き
か
え
さ
せ
る
意
味
が
あ
り
、
乾
峰
と
雲
門
が
修
行
僧
を

正
し
い
方
向
へ
向
か
わ
せ
る
と
こ
ろ
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、「
一
期
拶
出

す
通
身
の
汗
」
と
は
、
本
則
で
い
う
乾
峰
が
行
な
っ
た
説
法
を
あ
ら
わ
し
、

汗
が
引
く
ほ
ど
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
い
う
。
師
は
弟
子
を

導
く
の
に
、
仏
罰
を
怖
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
こ
と
を
「
眉
を
惜
し
ま
ざ

る
こ
と
を
」
と
言
っ
て
い
る
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
乾
峰
】
越
州
乾
峰
（
詳
細
不
詳
）
洞
山
良
介
の
法
嗣
。
越
州
に
住
し
た
。【
十
方
薄
伽
梵
一
路
涅
槃
門
】
薄
伽
梵
は
世
尊
の
義
。
十
方
世
界
の
諸
仏

が
等
し
く
涅
槃
に
入
る
同
じ
一
つ
の
道
の
こ
と
。【
雲
門
】
雲
門
文
偃
（
864
〜
949
）
の
こ
と
。
雲
門
宗
の
人
。【
三
十
三
天
】
四
王
・
忉
利
・
夜
摩
・

兜
率
・
化
楽
・
他
化
自
在
の
欲
界
六
天
。
須
弥
山
の
頂
上
に
あ
る
。
帝
釈
天
を
中
央
に
、
四
方
に
八
天
が
存
在
し
、
合
わ
せ
て
三
十
三
天
と
な
る
。

【
築
箸
】
打
ち
あ
た
る
こ
と
。【
東
海
鯉
魚
】
大
海
に
お
け
る
大
魚
。
転
じ
て
大
力
量
の
あ
る
禅
僧
に
た
と
え
る
。【
一
棒
】
棒
は
桂
杖
の
こ
と
。
師

家
が
学
人
を
接
得
す
る
た
め
に
用
い
る
法
具
の
こ
と
。【
盆
】
洗
面
器
の
こ
と
。
ま
た
米
を
入
れ
る
器
。【
入
手
】
手
に
入
れ
る
こ
と
。
転
じ
て
悟
る

こ
と
。
ま
た
求
め
る
物
が
手
に
入
り
、
自
分
の
も
の
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。【
返
魂
香
】
香
料
の
名
。
焚
け
ば
死
ん
だ
人
の
霊
魂
を
呼
び
戻
す
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と
い
う
。
ま
た
、
起
死
回
生
の
師
家
の
妙
手
段
に
も
た
と
え
る
。【
一
期
】
人
生
の
一
生
涯
の
こ
と
。【
通
身
】
全
身
の
こ
と
。【
拶
出
】
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
る
こ
と
。
衝
撃
的
な
発
言
を
す
る
こ
と
。【
儂
家
】
儂
に
は
わ
れ
・
わ
し
な
ど
の
自
分
、
ま
た
き
み
・
あ
な
た
・
か
れ
な
ど
の
相
手
な
ど
を

指
す
。
一
般
的
に
わ
た
し
の
意
味
。

第
六
十
二
則　

米
胡
悟
不

【
本
則
】 

擧
。
米
胡
令
僧
問
仰
山
。
今
時
人
還
假
悟
否
。
山
云
。
悟
即
不
無
。
爭
奈
落
第
二
頭
何
。
僧
廻
擧
似
米
胡
。
胡
深
肯
之
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
米
胡 

僧
を
し
て
仰
山
に
問
わ
し
む
。
今
時
の
人
、
還
っ
て
悟
り
を
仮
る
や
否
や
。
山
云
く
、
悟
り
は
即
ち
無
き
に
あ
ら

ず
。
第
二
頭
に
落
る
こ
と
争
奈
何
せ
ん
。
僧 

廻
っ
て
米
胡
に
挙
似
す
。
胡 

深
く
之
を
肯
う
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
米
胡
が
僧
を
つ
か
い
に
出
し

て
、
仰
山
慧
寂
に
質
問
を
さ
せ
ま
し
た
。「
今
時
の
人
も
、

ま
た
、
悟
る
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
」。
仰
山
「
悟
り

が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
第
二
頭
に
落
ち

て
し
ま
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」。
僧
は
、
こ
の
答
え
を
米
胡

に
伝
え
ま
し
た
。
米
胡
は
、
仰
山
の
こ
の
答
え
を
、
深
く
受

け
止
め
ま
し
た
。

﹇
釈
意
﹈

悟
り
が
何
で
あ
る
か
分
か
っ
て
い
て
も
、
悟
り
と
迷
い
を
区
別
し
て
理
解
を

す
れ
ば
、
悟
り
に
い
た
る
こ
と
は
な
い
。
悟
り
を
求
め
る
た
め
の
修
行
で

は
、
そ
れ
自
体
が
煩
悩
と
な
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
離
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
現
実
世
界
を
迷
い
と
観
て
、
仏
の
世
界
を
清
浄
と
観
る
こ
と
は
分
別
で

あ
る
。
そ
れ
を
第
二
頭
と
い
っ
た
。
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﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
第
二
頭
に
よ
っ
て
悟
証

が
わ
か
り
、
迷
い
の
世
界
を
抜
け
出
ま
す
。
は
や
く
迷
い
を

抜
け
て
、
方
便
か
ら
離
れ
る
べ
き
で
す
。
修
行
の
功
に
よ
っ

て
悟
り
、
悟
っ
た
こ
と
か
ら
離
れ
ら
れ
な
く
な
っ
て
は
、
身

も
蓋
も
あ
り
ま
せ
ん
。
智
慧
を
も
っ
て
知
ろ
う
と
し
て
も
、

臍
を
噬
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
と
同
じ
で
、
後
悔
だ
け
が
残

り
ま
す
。
満
月
の
夜
光
の
下
、
秋
の
草
が
露
を
含
ん
で
、
涙

を
こ
ぼ
す
か
の
よ
う
に
流
れ
ま
す
。
鳥
が
、
冷
え
き
っ
た
樹

に
巣
を
つ
く
り
、
暁
風
に
耐
え
て
い
ま
す
。
米
胡
の
も
と
に

僧
が
言
葉
を
も
っ
て
き
て
、
仰
山
に
仏
法
が
あ
る
か
ど
う
か

確
認
を
し
ま
し
た
。
玉
に
瑕
の
痕
は
な
く
、
白
珪
の
よ
う
に

美
し
い
玉
で
し
た
。

【
頌
】 

頌
曰
。
第
二
頭
分
悟
破
迷
。
快
須
撒
手
捨
筌

。
功
兮
未
盡
成
駢
拇
。
智
也
難
知
覺
噬
臍
。
兔
老
冰
盤
秋
露
泣
。
鳥
寒
玉
樹

曉
風
凄
。
持
來
大
仰
辨
眞
假
。
痕
玷
全
無
貴
白
珪
。

﹇
訓
読
﹈ 
頌
に
曰
く
。
第
二
頭 

悟
を
分
っ
て
迷
を
破
る
。
快
に
須
ら
く
手
を
撒
し
て
筌

を
捨
つ
べ
し
。
功
未
だ
尽
き
ず 

駢
拇
と
成
る
。
智

や
也
た
知
り
難
く
噬
臍
を
覚
ゆ
。
兎
老
い
て
冰
盤
秋
露
に
泣
く
。
鳥
寒
う
し
て
玉
樹
暁
風
凄
じ
、
持
し
来
っ
て
大
仰
真
仮
を
弁
ず
。

痕
玷
全
く
無
う
し
て
白
珪
を
貴
ぶ
。

﹇
釈
意
﹈

た
と
え
、
方
便
を
つ
か
っ
て
煩
悩
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
そ
こ
に
捉

わ
れ
て
い
て
は
、
真
の
悟
り
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
修
行
で
煩
悩
が
何

で
あ
る
か
つ
か
め
た
の
な
ら
、
そ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
。
仰
山

は
、
仏
性
が
何
で
あ
る
か
知
っ
て
い
る
の
で
、（
瑕
の
な
い
玉
が
自
由
に
こ

ろ
が
る
よ
う
に
）
修
行
者
を
導
い
て
い
る
。
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﹇
語
彙
﹈ 

【
米
胡
】
生
没
年
不
詳
。

山
霊
祐
の
法
嗣
。
京
兆
米
和
尚
・
七
師
・
米
七
師
と
も
。【
仰
山
】
仰
山
慧
寂
（
807
〜
883
）
の
こ
と
。
韶
州
（
広
東
省
）

懐
化
県
の
人
。

山
霊
祐
の
法
嗣
。【
第
二
頭
】
向
上
の
第
一
義
で
は
な
い
。
後
手
。【
挙
似
】
話
柄
を
提
示
す
る
こ
と
。「
挙
向
」
と
同
じ
。【
撒

手
】
打
ち
払
う
こ
と
。【
筌

】
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
方
便
。【
駢
拇
】
足
の
親
指
と
人
差
し
指
が
連
な
る
さ
ま
。【
噬
臍
】
後
悔
。【
兎
老
】
月

の
中
に
兎
が
い
る
（
兎
の
か
た
ち
に
見
え
る
）
こ
と
か
ら
、
円
月
。【
冰
盤
】
月
の
異
名
。【
玉
樹
】
霜
雪
を
帯
び
た
樹
。　

第
六
十
三
則　

趙
州
問
死

【
本
則
】 

擧
。
趙
州
問
投
子
。
大
死
底
人
却
活
時
如
何
。
投
云
。
不
許
夜
行
。
投
明
須
到
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
趙
州 

投
子
に
問
う
、
大
死
底
の
人 

却
っ
て
活
す
る
時
如
何
。
投
云
く
、
夜
行
を
許
さ
ず
。
明
に
投
じ
て
須
ら
く
到
る
べ

し
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
趙
州
従

が
投
子
大
同
に
質
問

を
し
ま
し
た
。
煩
悩
が
な
く
な
っ
た
人
は
、
ど
う
よ
う
な
時

に
ど
の
よ
う
な
は
た
ら
き
を
表
す
の
で
し
ょ
う
か
。
投
子
が

い
い
ま
す
。「
夜
の
外
出
を
禁
止
し
ま
す
。
昼
間
に
出
発
し

て
、
明
る
い
う
ち
に
到
着
す
べ
き
で
す
」
と
。

﹇
釈
意
﹈

大
死
底
の
人
と
は
、
煩
悩
を
捨
て
き
っ
た
人
の
こ
と
を
指
す
。
迷
い
を
離
れ

た
人
は
、
文
字
言
句
を
超
越
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
、
夜
に
出
歩
く
こ
と

を
せ
ず
、
正
々
堂
々
と
大
道
を
行
く
と
い
う
の
で
あ
る
。

【
頌
】 

頌
曰
。
芥
城
劫
石
妙
窮
初
。
活
眼
環
中
照
廓
虚
。
不
許
夜
行
投
曉
到
。
家
音
未
肯
付
鴻
魚
。
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﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
こ
の
世
界
の
は
じ
ま
り

を
極
め
、
活
眼
の
中
に
虚
空
を
観
て
い
ま
す
。
夜
の
外
出
は

許
さ
れ
ず
、
明
る
く
な
っ
て
出
発
し
て
到
着
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
故
郷
へ
送
る
手
紙
を
、
ま
だ
送
り
出
し
て
い
ま

せ
ん
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
趙
州
】
趙
州
従

（
778
〜
897
）
の
こ
と
。
南
泉
普
願
の
法
嗣
。
山
東
省
曹
州
郝
郷
の
人
。
趙
州
観
音
院
（
河
北
省
）
に
四
〇
年
間
住
し
た
。【
投

子
】
投
子
大
同
（
819
〜
914
）
の
こ
と
。
翠
微
無
学
の
法
嗣
。
舒
州
（
安
徽
省
）
の
人
。【
芥
城
劫
石
】
長
時
間
。【
環
中
】
空
虚
な
と
こ
ろ
。【
家

音
】
故
郷
へ
送
る
音
信
。【
鴻
魚
】
家
音
と
同
じ
。

第
六
十
四
則　

子
昭
承
嗣

【
本
則
】 

擧
。
子
昭
首
座
問
法
眼
。
和
尚
開
堂
。
承
嗣
何
人
。
眼
云
地
藏
。
太
辜
負
長
慶
先
師
。
眼
云
。
某
甲
不
會
長
慶
一
轉
語
。
昭

云
何
不
問
。
眼
云
。
萬
象
之
中
獨
露
身
。
意
作
麼
生 

昭
乃
竪
起
拂
子
。
眼
云
。
此
是
長
慶
處
學
得
底
。
首
座
分
上
作
麼
生
。

昭
無
語 

眼
云
。
只
如
萬
象
之
中
獨
露
身
。
是
撥
萬
象
不
撥
萬
象
。
昭
云
不
撥
。
眼
云
兩
箇　

參
隨
左
右
皆
云
。
撥
萬
象
。

眼
云
。
萬
象
之
中
獨
露
身

。

﹇
釈
意
﹈

煩
悩
を
離
れ
る
こ
と
と
は
、
時
間
や
空
間
の
概
念
を
離
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

文
字
言
句
か
ら
も
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
会
得
し
、
仏
の
眼
で

真
実
を
見
抜
く
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
そ
れ
は
、
か
ら
り
と
し
た
空
の
境
地

に
至
る
。
言
葉
に
よ
っ
て
、
こ
の
真
理
を
表
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
師
資
に

伝
わ
る
仏
法
は
、
教
外
別
伝
と
し
て
相
伝
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
芥
城
劫
石
妙
に
窮
む
る
初
め
、
活
眼
環
中 

廓
虚
を
照
ら
す
。
夜
行
を
許
さ
ず 

曉
に
投
じ
て
到
る
。
家
音
未
だ
肯
え
て

鴻
魚
に
付
せ
ず
。
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﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
子
昭
首
座 

法
眼
に
問
う
、
和
尚
開
堂
し
て
何
人
に
承
嗣
す 

眼
云
く
、
地
蔵
。
太
だ
長
慶
先
師
に
辜
負
す
。
眼
云
く
、
某
甲

長
慶
の
一
転
語
を
会
せ
ず
。
昭
云
く
、
何
ぞ
問
は
ざ
る
。
眼
云
く
、
万
象
之
中
独
露
身 

意
作
麼
生
。
昭
乃
ち
払
子
を
竪
起
す
。
眼

云
く
、
此
は
是
れ
長
慶
学
得
す
る
処
の
底
な
り
。
首
座
分
上
は
作
麼
生
。
昭 

語
無
し
。
眼
云
く
、
只
だ
万
象
之
中
独
露
身
が
如
き

は 
是
れ
万
象
を
撥
う
か
万
象
撥
は
ざ
る
か
。
昭
云
く
、
撥
は
ず
。
眼
云
く
、
両
箇 

参
随
の
左
右
皆
云
く
。
万
象
を
撥
う
。
眼
云

く
、
万
象
之
中
独
露
身 

。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
子
昭
首
座
が
法
眼
文
益
に
尋
ね

ま
し
た
。「
和
尚
は
開
堂
さ
れ
ま
し
た
が
、
誰
の
法
を
嗣
が

れ
た
の
で
す
か
」。
す
る
と
法
眼
が
言
い
ま
し
た
。「
地
蔵
桂

琛
で
す
」
と
。
子
昭
が
「
そ
れ
で
は
長
慶
和
尚
に
背
く
こ
と

に
な
り
ま
せ
ん
か
」
と
言
い
ま
し
た
。
法
眼
が
言
い
ま
し

た
。「
衲
は
長
慶
和
尚
が
境
地
を
表
し
た
一
言
が
理
解
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
」
と
。
子
昭
が
言
い
ま
し
た
。「
ど
う
し

て
私
に
尋
ね
な
い
の
で
す
か
」
と
。
法
眼
が
言
い
ま
し
た
。

「
こ
の
世
の
す
べ
て
の
存
在
に
仏
性
が
顕
わ
れ
て
い
る
と
は

ど
の
よ
う
な
意
味
で
し
ょ
う
か
」
と
。
す
る
と
子
昭
は
払
子

を
立
て
ま
し
た
。
法
眼
は
「
そ
れ
は
長
慶
の
会
得
し
た
境
地

で
す
。
あ
な
た
の
心
境
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
」
と
言

﹇
釈
意
﹈

長
慶
の
も
と
で
長
年
参
じ
た
法
眼
に
対
し
て
、
義
理
を
欠
く
の
で
は
な
い
か

と
子
昭
が
詰
問
し
た
こ
と
か
ら
問
答
が
展
開
す
る
。
最
初
は
禅
宗
で
重
視
さ

れ
る
面
授
・
嗣
法
の
重
要
性
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
次
第
に
主
題
は
仏

性
の
あ
り
か
た
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。
法
眼
は
誰
の
法
を
嗣

ぐ
の
か
と
い
う
こ
と
に
拘
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
修
行
が
十
分
で
な
い
こ
と

を
見
切
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
長
慶
が
「
仏
性
・
悟
り
は
万
物
の
中
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
」
と
示
し
た
句
を
題
材
し
て
法
眼
は
子
昭
を
導
く
手
段
と
し

た
。
は
じ
め
子
昭
は
払
子
を
立
て
て
言
葉
を
離
れ
た
行
動
で
答
え
た
が
、
そ

れ
は
長
慶
の
物
真
似
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
抜
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
言
葉
に
窮

し
た
子
昭
を
見
か
ね
て
、
法
眼
は
「
万
物
」
と
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
仏
性
・

悟
り
が
一
体
で
あ
る
か
、
個
別
の
も
の
か
と
質
問
を
切
り
替
え
た
。
子
昭
の

見
解
は
「
万
物
」
と
「
独
露
身
」
を
一
体
と
み
る
が
、
そ
こ
に
は
万
物
と
独
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い
ま
し
た
。
子
昭
は
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

法
眼
は
言
い
ま
し
た
。「
森
羅
万
象
に
顕
現
し
た
仏
性
と
い

う
も
の
は
、
そ
れ
ら
の
区
別
を
取
り
払
っ
て
、
別
個
に
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
一
体
な
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。

子
昭
は
「
本
来
の
面
目
は
存
在
を
払
い
除
け
な
い
よ
う
に
一

体
の
も
の
で
あ
る
」
と
言
い
ま
し
た
。
法
眼
が
言
い
ま
し

た
。「
そ
れ
で
は
二
見
の
分
別
智
で
す
」。
子
昭
に
付
き
従
っ

て
き
た
僧
達
は
「
仏
性
は
存
在
と
別
で
あ
る
」
と
言
い
ま
し

た
。
法
眼
が
い
い
ま
し
た
。「
全
て
の
事
物
に
仏
性
は
顕
在

し
て
い
ま
す
。
わ
か
り
ま
す
か
」。

﹇
釈
意
﹈

分
別
を
捨
て
た
時
に
、
こ
の
世
界
が
本
来
の
面
目
を
露
に
し
て
、
仏
法
を
言

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
分
別
心
を
離
れ
れ
ば
仏

【
頌
】 

頌
曰
。
離
念
見
佛
破
塵
出
經
。
現
成
家
法
誰
立
門
庭
。
月
逐
舟
行
江
練
淨
。
春
隨
草
上
燒
痕
。
撥
不
撥
。
聽
叮
嚀
。
三
徑
就

荒
歸
便
得
。
舊
時
松
菊
尚
芳
馨
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
念
を
離
れ
て
仏
を
見
じ 

塵
を
破
っ
て
経
を
出
す
。
現
成
の
家
法 

誰
か
門
庭
を
立
つ
。
月
は
舟
を
逐
い
て
江
練
の
淨
き

に
行
き
、
春
は
草
に
隨
っ
て
焼
痕
に
上
る
。
撥
と
不
撥
と
、
聴
く
こ
と
叮
嚀
に
せ
よ
。
三
径
荒
に
就
て
帰
る
こ
と
便
ち
得
た
り
。
旧

時
の
松
菊 

尚
お
芳
香
。

露
身
と
い
う
枠
組
み
は
消
え
去
っ
て
は
い
な
い
。
法
眼
は
そ
れ
で
は
「
両

箇
」
で
二
つ
に
な
り
、
分
別
心
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
二
人
の
や

り
と
り
を
み
て
い
た
僧
達
は
子
昭
の
轍
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
、
独
露
身
は
存

在
と
い
う
枠
組
み
を
取
り
払
っ
た
も
の
と
い
う
が
、
彼
ら
も
ま
だ
分
別
か
ら

離
れ
ら
れ
な
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
法
眼
は
万
物
・
独
露
身
と
い
う
区
別
の

消
え
去
り
、
は
か
ら
い
の
全
く
な
い
境
地
を
最
後
に
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ

こ
に
子
昭
が
至
っ
た
な
ら
、
誰
の
法
を
嗣
ぐ
か
と
い
う
こ
と
が
瑣
末
な
問
題

で
あ
る
こ
と
に
も
気
づ
く
こ
と
を
言
い
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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を
見
る
こ
と
が
で
き
、
煩
悩
を
滅
し
た
な
ら
ば
諸
法
が
経
と

な
っ
て
仏
法
を
示
す
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
す
べ
て
は
仏

の
教
え
で
あ
る
か
ら
、
門
派
を
立
て
る
こ
と
に
意
味
は
あ
り

ま
せ
ん
。
月
は
船
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
澄
み
き
っ
た
川
岸

へ
と
傾
い
て
行
き
、
野
焼
き
を
し
た
後
に
青
々
と
し
た
草
が

茂
り
、
春
の
訪
れ
に
気
づ
く
の
で
す
。
払
う
払
わ
な
い
と
い

う
言
葉
を
注
意
し
て
聴
き
な
さ
い
。
道
は
荒
れ
果
て
て
い
ま

し
た
が
家
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昔
か
ら
庭
に
生
え

て
い
た
松
は
青
々
と
し
て
お
り
、
菊
は
未
だ
に
芳
香
を
放
っ

て
い
ま
す
。

葉
で
は
な
く
そ
の
身
で
語
る
存
在
と
な
り
ま
す
。
そ
う
な
っ
た
時
、
自
分
が

ど
の
門
派
に
属
し
て
い
る
か
は
問
題
で
は
な
く
な
り
、
悟
り
を
求
め
る
者
は

仏
の
教
え
を
嗣
ぐ
者
と
な
る
の
で
あ
る
。
独
露
し
た
仏
は
、
月
が
地
平
線
に

沈
む
よ
う
に
彼
岸
へ
と
到
る
。
冬
に
野
を
焼
く
よ
う
に
分
別
を
断
じ
尽
く
せ

ば
、
春
に
な
っ
て
緑
が
茂
る
よ
う
に
悟
り
が
現
成
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

人
智
を
離
れ
た
自
然
の
姿
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
仏
法
そ
の
も
の
で
あ
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
撥
・
不
撥
と
い
う
法
眼
の
問
い
を
丁
寧
に
参
究
し
た

な
ら
ば
、
芳
香
の
漂
う
庭
の
よ
う
な
自
己
の
本
来
の
在
り
処
へ
と
回
帰
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
子
昭
】（
生
没
年
不
詳
）
宋
代
初
期
の
人
。
は
じ
め
長
慶
慧
稜
に
師
事
し
た
が
、
の
ち
に
法
眼
文
益
に
嗣
法
し
た
。【
開
堂
】
新
命
の
住
職
が
最
初

に
行
う
儀
式
の
こ
と
。
住
持
が
仏
祖
の
正
法
眼
蔵
を
開
演
し
、
師
へ
の
報
恩
と
生
霊
へ
の
福
寿
を
祈
祷
す
る
。【
地
藏
】
地
蔵
桂
琛
（
867
〜
928
）、
浙

江
省
の
人
。
雲
居
道
膺
・
雪
峰
義
存
に
参
じ
た
後
、
玄
沙
師
備
に
嗣
法
し
た
。
漳
州
の
羅
漢
院
に
住
し
た
の
で
羅
漢
桂
琛
と
も
い
う
。【
辜
負
】
背

く
。
申
し
訳
な
い
。【
長
慶
】
長
慶
慧
稜
（
854
〜
932
）、
雪
峰
義
存
の
法
嗣
。
霊
雲
志
勤
・
雪
峰
義
存
・
玄
沙
師
備
に
参
じ
た
。【
一
轉
語
】
一
語
を

下
す
こ
と
で
相
手
を
翻
然
と
悟
ら
せ
る
意
味
の
あ
る
語
。【
萬
象
之
中
獨
露
身
】
長
慶
が
雪
峰
の
も
と
で
得
悟
の
際
に
示
し
た
句
「
万
象
之
中
独
露

身　

唯
人
自
肯
乃
方
親
。
昔
時
謬
向
途
中
覓　

今
日
看
来
火
裡
氷
…
」
か
ら
。【

】
①
念
押
し
の
語
。
②
端
的
を
表
す
語
。
そ
れ
そ
の
ま
ま
。【
江

練
】
河
の
水
が
澄
み
切
っ
て
岸
辺
に
波
打
つ
様
が
白
く
際
立
つ
様
子
。【
三
径
】
陶
淵
明
の
「
帰
去
来
辞
」
か
ら
。「
三
径
荒
に
就
け
ど
も
、
松
菊
猶

存
す
」、
庭
の
道
は
荒
れ
果
て
て
い
る
が
、
庭
木
は
青
々
と
し
て
居
る
様
子
を
う
た
っ
た
。
高
い
志
を
持
つ
人
は
世
の
栄
枯
盛
衰
に
影
響
さ
れ
な
い

こ
と
を
意
味
す
る
。【
舊
時
】
①
昔
か
ら
あ
る
、
古
く
か
ら
の
。
②
本
来
の
面
目
。
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﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
あ
る
僧
が
首
山
に
尋
ね
ま
し

た
。「
仏
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。
首
山

が
答
え
ま
し
た
。「
花
嫁
が
驢
馬
に
乗
れ
ば
姑
が
手
綱
を
牽

き
ま
す
」
と
。

【
頌
】 

頌
曰
。
新
婦
騎
驢
阿
家
牽
。
體
段
風
流
自
然
。
堪
笑
學
顰
隣
舎
女
。
向
人
添
醜
不
成
妍
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
新
婦 

驢
に
乗
れ
ば
阿
家
牽
く
。
体
段
風
流
自
然
を
得
た
り
。
笑
に
堪
え
た
り 

顰
に
斅
う
隣
舎
の
女
。
人
に
向
か
っ
て

醜
を
添
じ
妍
を
な
さ
ず
。

第
六
十
五
則　

首
山
新
婦

【
本
則
】 

擧
。
僧
問
首
山
。
如
何
是
佛　

山
云
。
新
婦
騎
驢
阿
家
牽
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
僧 
首
山
に
問
う
、
如
何
な
る
か
是
仏
。
山
云
、
新
婦 

驢
に
乗
れ
ば
阿
家
牽
く
。

﹇
釈
意
﹈

畑
仕
事
か
ら
の
帰
り
で
あ
ろ
う
か
、
嫁
を
乗
せ
た
驢
馬
を
姑
が
牽
い
て
い

る
。
世
間
の
常
識
か
ら
す
る
と
姑
を
い
た
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
公
案

に
描
き
出
さ
れ
る
様
子
に
は
世
間
体
を
離
れ
、
差
異
の
な
い
平
等
な
世
界
が

あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
首
山
は
こ
れ
こ
そ
仏
の
行
い
と
説
い
て
い

る
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
花
嫁
が
驢
馬
に
乗
れ
ば

﹇
釈
意
﹈

中
国
春
秋
時
代
、
越
国
の
有
名
な
美
人
で
あ
る
西
施
が
胸
の
痛
む
持
病
を
発
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姑
が
そ
れ
を
牽
き
ま
す
。
そ
の
様
は
自
然
で
風
情
が
あ
る
も

の
で
す
。
笑
う
べ
き
は
、
醜
い
女
が
隣
の
美
人
の
真
似
を
し

て
も
、
ま
す
ま
す
醜
く
な
る
だ
け
で
美
し
く
な
い
の
で
す
。

し
た
時
、
苦
し
げ
に
胸
を
押
さ
え
眉
を
ひ
そ
め
た
。
そ
の
姿
が
美
し
い
と
の

評
判
を
聞
き
、
東
施
と
い
う
村
の
醜
女
が
こ
れ
を
真
似
た
が
た
い
そ
う
気
味

悪
が
ら
れ
た
と
い
う
「
東
施
効
顰
」
の
故
事
を
引
い
て
い
る
。
禅
に
お
い
て

も
、
師
の
行
実
を
な
ぞ
る
の
み
で
は
そ
の
人
本
来
の
悟
り
に
は
至
ら
な
い
。

そ
れ
は
美
人
の
真
似
を
し
て
帰
っ
て
己
の
醜
さ
を
際
立
た
せ
て
し
ま
う
よ
う

に
、
悟
り
に
至
っ
た
者
の
真
似
を
し
て
も
未
熟
さ
の
み
が
際
立
つ
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
首
山
】
首
山
省
念
（
926
〜
993
）。
風
穴
延
沼
の
法
嗣
。
臨
済
の
門
風
を
多
い
に
広
め
た
。【
阿
家
】
阿
は
助
詞
で
家
は
姑
の
意
。【
体
段
】
容
姿
、
外

見
、
様
子
の
こ
と
。【
顰
に
斅
う
】「
西
施
心
を
病
む
、
心
を
捧
げ
て
顰
す
れ
ば
更
に
美
を
益
す
、
隣
家
の
醜
女
醜
に
習
っ
て
更
に
そ
の
醜
を
増
す
」

（『
荘
子
』
天
運
編
）
と
い
う
故
事
か
ら
。
優
れ
た
人
の
所
業
に
つ
い
て
、
そ
の
本
質
を
理
解
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
形
だ
け
を
ま
ね
る
こ
と
。
猿
真

似
。【
妍
】
女
性
の
容
貌
が
整
っ
て
い
る
様
子
。

第
六
十
六
則　

九
峰
頭
尾

【
本
則
】 

擧
。
僧
問
九
峰
。
如
何
是
頭
。
峰
云
。
開
眼
不
覺
暁
。
僧
云
。
如
何
是
尾
。
峰
云
。
不
坐
萬
年
牀
。
僧
云
。
有
頭
無
尾
時
如

何
。
峰
云
。
終
是
不
貴
。
僧
云
。
有
尾
無
頭
時
如
何
。
峰
云
。
雖
飽
無
力
。
僧
云
。
直
得
頭
尾
相
稱
時
如
何
。
峰
云
。
兒
孫

得
力
室
内
不
知
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
僧 

九
峰
に
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
頭
。
峰
云
く
、
眼
を
開
い
て
暁
を
覚
え
ず
。
僧
云
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
尾
。
峰
云
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く
、
万
年
の
牀
に
坐
せ
ず
。
僧
云
く
、
頭
有
っ
て
尾
無
き
時
如
何
。
峰
云
く
、
終
に
是
れ
貴
か
ら
ず
。
僧
云
く
、
尾
有
て
頭
無
き
時

如
何
。
峰
云
く
、
飽
と
雖
も
力
な
し
。
僧
云
く
、
直
に
頭
尾
相
い
称
う
こ
と
を
得
る
時
如
何
。
峰
云
く
、
兒
孫
力
を
得
て
室
内
知
ら

ず
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
僧
が
九
峰
道
虔
に
、
物
事
の
始

ま
り
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
、
と
質
問
を
し
ま

し
た
。
九
峰
は
、
眼
を
開
い
て
い
て
も
、
朝
が
来
た
こ
と
を

知
り
ま
せ
ん
、
と
答
え
ま
し
た
。
僧
は
、
極
ま
り
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
、
と
質
問
を
し
ま
し
た
。
九
峰
は
、

い
つ
ま
で
も
自
分
の
居
場
所
に
坐
っ
て
い
て
は
い
ま
せ
ん
、

と
応
じ
ま
し
た
。
僧
は
、
始
ま
り
が
あ
っ
て
終
わ
り
が
な
い

と
き
は
ど
う
い
う
と
き
で
す
か
、
と
質
問
を
し
ま
し
た
。
九

峰
は
、「
論
理
だ
け
分
っ
て
い
て
も
、
現
実
に
は
働
い
て
い

ま
せ
ん
」
と
。
僧
は
、
始
ま
り
も
終
わ
り
も
き
ち
ん
と
整
っ

た
と
き
は
ど
う
で
す
か
、
と
質
問
し
ま
し
た
。
九
峰
は
、

「
師
の
指
導
に
よ
っ
て
悟
り
に
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

祖
師
の
真
意
ま
で
は
理
解
で
き
て
い
ま
せ
ん
」
と
答
え
ま
し

た
。

﹇
釈
意
﹈

僧
の
質
問
に
九
峰
道
虔
が
答
え
た
も
の
で
、
質
問
は
①
頭
②
尾
③
有
頭
無
尾

④
有
尾
無
頭
⑤
直
得
頭
尾
相
称
の
五
分
類
と
な
る
。『
五
灯
会
元
』
巻
第
五

に
よ
る
と
、
五
分
類
の
問
い
は
疎
山
匡
仁
に
も
あ
り
、
石
霜
慶
諸
が
答
え
た

も
の
が
残
っ
て
い
る
。
石
霜
は
九
峰
の
師
で
あ
る
。
頭
・
尾
は
始
・
末
な
ど

の
二
項
の
対
立
す
る
概
念
が
あ
り
、
始
ま
り
が
あ
っ
て
、
終
わ
り
が
あ
っ
て

よ
し
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
眼
は
開
い
て
い
る
が
本
当
に
見
て
い
る
こ
と
が

し
て
な
い
。
修
行
は
完
成
し
た
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
私
が
使
う

の
か
分
っ
て
い
な
い
。
坐
を
立
っ
て
仏
と
同
じ
よ
う
に
修
行
を
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
修
行
僧
は
本
来
の
自
己
を
見
出
し
て
人
々
を
救
う
慈
悲
行
に

進
む
こ
と
で
あ
る
。
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﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
コ
ン
パ
ス
は
丸
を
描

き
、
定
規
は
四
角
を
描
き
ま
す
。
用
い
ら
れ
れ
ば
出
て
己
の

道
を
行
い
、
用
い
ら
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
力
は
隠
れ
ま
す
。

芦
に
棲
む
鳥
は
鈍
く
つ
ま
ず
き
ま
す
。
垣
根
に
ひ
っ
か
か
っ

た
羊
は
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
る
だ
け
で
す
。
人
の
家
の

飯
を
食
べ
て
、
自
分
の
寝
床
に
寝
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
雲

が
騰
っ
て
雨
を
降
ら
し
、
露
が
固
ま
っ
て
霜
と
な
り
ま
す
。

糸
巻
き
に
巻
い
た
糸
を
針
の
孔
に
通
し
、
錦
の
絲
を
つ
け
た

梭
が
左
右
に
動
い
て
、
ま
る
で
糸
を
吐
き
出
し
て
い
る
よ
う

に
み
え
ま
す
。
石
で
で
き
た
娘
が
機
織
り
機
を
止
め
る
と
、

真
夜
中
に
な
り
ま
す
。
木
で
で
き
た
人
が
歩
く
道
を
変
え
れ

【
頌
】 

頌
曰
。
規
圓
矩
方
。
用
行
舎
藏
。
鈍
躓
棲
蘆
之
鳥
。
進
退
觸
藩
之
羊
。
喫
人
家
飯
。
臥
自
家
牀
。
雲
騰
致
雨
。
露
結
爲
霜
。

玉
線
相
投
透
針
鼻
。
錦
絲
不
斷
吐
梭
腸
。
石
女
機
停
兮
夜
色
向
午
。
木
人
路
轉
兮
月
影
移
央
。

﹇
訓
読
﹈ 
頌
に
曰
く
。
規
は
円 

矩
は
方
な
り
。
用
う
れ
ば
行
い 

舎
つ
れ
ば
蔵
る
。
鈍
躓
す 

芦
に
棲
む
の
鳥
。
進
退
す 

藩
に
触
る
る
の
羊
。

人
家
の
飯
を
喫
し
て
、
自
家
の
牀
に
臥
す
。
雲
騰
っ
て
雨
を
致
し
、
露
結
ん
で
霜
と
為
る
。
玉
線
相
い
投
じ
て
針
鼻
を
透
り
、
錦
絲

断
え
ず
梭
腸
よ
り
吐
く
。
石
女
機
停
ん
で
夜
色
午
に
向
か
い
、
木
人
路
転
じ
て
月
影
央
を
移
す
。

﹇
釈
意
﹈

コ
ン
パ
ス
・
定
規
な
ど
の
道
具
は
、
そ
れ
ら
の
使
い
方
を
知
っ
て
用
い
る
こ

と
が
で
き
て
こ
そ
、
円
形
や
四
角
形
を
現
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
潜
在
し
た

能
力
を
仏
性
に
喩
え
、
自
己
の
内
に
在
る
こ
と
を
自
ら
知
ら
な
け
れ
ば
悟
り

に
至
ら
な
い
と
い
う
。
自
身
の
本
性
を
会
得
で
き
れ
ば
、
自
由
自
在
に
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
分
別
に
と
ら
わ
れ
る
と
、
自
在
の
作
用
も
隠
れ
て

し
ま
う
。「
頭
・
尾
」
と
も
に
整
っ
て
い
な
い
状
態
は
、
悟
り
の
世
界
に
坐

り
込
ん
で
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
平
等
一
色
の
世
界
に
留
ま
ら
ず
、
日

常
の
違
い
を
鮮
明
な
世
界
に
戻
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
真
実
を
会
得
し
た
こ
と

に
な
ら
な
い
。
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ば
、
月
の
光
が
真
上
か
ら
西
に
移
動
し
て
い
く
の
で
す
。

﹇
語
彙
﹈ 
【
九
峰
】
道
虔
（
？
〜
921
）
俗
姓
は
劉
氏
。
侯
官
県
（
福
建
省
）
の
人
。
石
霜
慶
諸
の
法
嗣
。
筠
州
（
江
西
省
）
の
九
峰
山
に
住
す
。【
規
円
矩
方
】

規
矩
は
コ
ン
パ
ス
と
定
規
。【
用
行
舎
蔵
】『
論
語
』「
述
而
篇
」
に
基
ず
く
。
人
が
我
を
用
い
れ
ば
、
進
ん
で
行
い
、
我
を
捨
つ
れ
ば
、
退
い
て
蔵

れ
る
。【
進
退
触
藩
之
羊
】
藩
は
ま
が
き
、
か
き
ね
。『
易
経
』「
大
荘
」
の
「
羝
羊
触
藩
、
不
能
退
、
不
能
遂
」
に
よ
る
。【
玉
線
・
錦
糸
】
と
も
に

糸
を
さ
す
。【
梭
腸
】
梭
の
目
・
口
。【
石
女
・
木
人
】
情
識
を
離
れ
た
も
の
。【
月
影
移
央
】
真
夜
中
か
ら
暁
に
近
付
く
と
い
う
意
。

第
六
十
七
則　

厳
経
智
慧

【
本
則
】 

擧
。
華
嚴
經
云
。
我
今
普
見
一
切

生
具
有
如
來
智
慧
德
相
。
但
以
妄
想
執
著
而
不
證
得
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
華
厳
経
に
云
く
、
我
れ
今 
普
く
一
切

生
を
見
る
に
如
来
の
智
慧
徳
相
を
具
有
す
。
但
だ
妄
想
執
著
を
以
て
証
得
せ
ず
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。『
華
厳
経
』
に
言
っ
て
い
ま

す
。
衲
が
悟
っ
て
、
今
一
切
の
衆
生
を
す
べ
て
み
る
と
そ
れ

ら
が
如
来
の
智
慧
と
す
ぐ
れ
た
姿
を
身
に
備
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
妄
想
や
執
着
が
あ
る
た
め
に
自
分
が
仏
で
あ
る
こ

と
が
分
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

﹇
釈
意
﹈

如
来
の
智
慧
、
仏
教
で
い
う
智
慧
と
は
現
象
界
の
個
々
の
物
事
の
相
違
を
認

め
る
智
慧
で
は
な
い
。
修
行
の
成
就
と
は
、
そ
れ
ま
で
自
分
に
な
か
っ
た
何

か
を
手
に
入
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
六
根
の
作
用
は
訓
練
し
て
手
に
入
れ
た

も
の
で
な
く
、
生
ま
れ
て
か
ら
こ
の
か
た
、
初
め
て
の
こ
と
も
、
何
度
も
経

験
し
た
こ
と
も
、
飽
き
る
こ
と
な
く
映
し
出
し
、
去
り
ゆ
く
と
き
は
一
切
の

執
着
も
な
く
去
る
に
任
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
無
我
で
あ
る
こ
と
は
本
来
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明
確
で
あ
る
の
に
、
あ
た
か
も
我
が
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
分
別
し
て
い
る

の
は
誤
り
で
あ
る
。

【
頌
】 
頌
曰
。
天
蓋
地
載
。
成
團
作
塊
。
周
法
界
而
無
邊
。
析
鄰
虚
而
無
内
。
及
盡
玄
微
。
誰
分
向
背
。
佛
祖
來
償
口
業
債
。
問
取

南
泉
王
老
師
。
人
人
只
喫
一
莖
菜
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
天
は
蓋
い 

地
は
載
せ
、
団
と
な
し
塊
を
作
す
。
法
界
に
周
く
し
て
辺
な
く
、
隣
虚
を
析
い
て
内
無
し
。
玄
微
を
及
盡

す
。
誰
か
向
背
を
分
た
ん
。
仏
祖
来
た
っ
て
口
業
の
債
を
償
う
。
南
泉
の
王
老
師
に
問
取
し
て
、
人
人 

只
だ
一
莖
菜
を
喫
す
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。（
仏
心
は
）
天
の
よ
う

に
覆
い
か
ぶ
さ
り
、
地
の
よ
う
に
す
べ
て
を
載
せ
て
、
一
団

の
塊
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
大
き
く
は
法
界
に
周
く

行
き
わ
た
っ
て
極
ま
り
な
く
、
小
さ
く
は
ど
れ
だ
け
細
か
く

砕
い
て
も
極
ま
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
極
め
尽
く
し
て
み
れ

ば
、
得
る
べ
き
悟
り
も
、
捨
て
る
べ
き
煩
悩
も
な
い
の
で

す
。
仏
祖
が
や
っ
て
来
て
説
法
の
罪
を
償
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
あ
の
南
泉
普
巖
に
問
う
て
み
な
さ

い
。
一
人
一
人
た
だ
一
本
の
菜
を
よ
く
味
わ
う
べ
き
と
い
う

で
し
ょ
う
。

﹇
釈
意
﹈

こ
の
世
界
が
仏
そ
の
も
の
で
あ
り
、
教
え
と
は
こ
の
世
界
の
存
在
す
べ
て
を

指
す
と
宏
智
は
い
う
。
大
小
、
清
濁
の
分
別
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
真

実
を
会
得
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
仏
は
、
説
法
に
よ
り
人
々
を
惑
わ
せ

た
罪
を
償
う
と
述
べ
て
、
仏
の
言
説
と
い
え
ど
も
、
分
別
を
加
え
れ
ば
誤
り

と
な
る
と
諫
め
て
い
る
。
そ
の
点
を
、
南
泉
を
例
に
出
し
て
、
滞
る
こ
と
も

捨
て
る
こ
と
も
誤
り
と
も
い
う
。
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第
六
十
八
則　

夾
山
揮
剣

【
本
則
】 

舉
。
僧
問
夾
山
。
撥
塵
見
佛
時
如
何
。
山
云
。
直
須
揮
劍
。
若
不
揮
劍
。
漁
父
棲
巢
。
僧
問
石
霜
。
撥
塵
見
佛
時
如
何
。
霜

云
。
渠
無
國
土
。
何
處
逢
渠
。
僧
廻
舉
似
夾
山
。
山
上
堂
云
。
門
庭
施
設
不
如
老
僧
。
入
理
深
談
猶
較
石
霜
百
步
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
僧 

夾
山
に
問
う
、
塵
を
撥
っ
て
仏
を
見
る
時
如
何
。
山
云
く
、
直
に
須
ら
く
剣
を
揮
う
べ
し
。
若
し
剣
を
揮
わ
ず
ん
ば
、

漁
父 

巣
に
棲
ま
ん
。
僧 

石
霜
に
問
う
。
塵
を
撥
っ
て
佛
を
見
る
時
如
何
。
霜
云
く
、
渠
に
国
土 

無
し
。
何
れ
の
處
に
か
渠
に
逢

わ
ん
。
僧 

廻
っ
て
夾
山
に
挙
似
す
。
山 
上
堂
し
て
云
く
、
門
庭
の
施
設
は
老
僧
に
如
か
ず
。
入
理
の
深
談
は
猶
お
石
霜
と
百
步
に

較
れ
り
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
あ
る
僧
が
夾
山
善
会
に
尋
ね
ま

し
た
。「
塵
を
払
い
除
き
、
仏
と
相
見
し
た
時
は
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
」
と
。
夾
山
は
「
直
ち
に
剣
で

断
ち
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
も
し
、
剣
を
揮
わ
な
い
の

﹇
釈
意
﹈

こ
こ
で
い
う
、
塵
と
は
煩
悩
妄
想
を
指
す
。
つ
ま
り
僧
は
、「
煩
悩
が
無
く

な
り
、
仏
の
真
理
を
会
得
し
た
時
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」
を
二
人
の
師
に

質
問
す
る
の
で
あ
る
。
夾
山
は
「
仏
の
真
理
を
会
得
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

漁
師
が
家
に
留
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。
つ

﹇
語
彙
﹈ 

【
隣
虚
】『
華
嚴
經
』
の
引
用
。
世
界
に
お
け
る
極
小
の
も
の
を
表
し
て
い
る
。【
及
尽
玄
微
】
玄
微
は
『
華
巌
径
疏
』
の
引
用
。
幽
玄
（
奥
深
い
味

わ
い
の
あ
る
こ
と
）
微
妙
を
い
う
。【
償
口
業
債
】
三
業
の
一
。
妄
語
で
あ
れ
ば
悪
報
を
受
け
る
。【
南
泉
王
老
師
】
南
泉
普
願
（
748
〜
835
）
王
老
師

と
自
称
す
。【
喫
一
莖
菜
】
南
泉
と
杉
山
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
問
答
。【
杉
山
】
杉
山
智
堅
（
伝
不
詳
）。
馬
祖
道
一
の
法
嗣
。
池
州
（
安
徽
省
）
の

杉
山
に
住
す
。【
三
業
】
身
体
の
行
為
に
あ
る
身
業
・
言
語
表
現
で
あ
る
口
業
・
心
の
は
た
ら
き
で
あ
る
意
業
の
三
つ
。
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﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
星
の
ひ
こ
ぼ
し
を
撃
ち

落
と
す
ほ
ど
の
宝
剣
の
力
。
天
が
雨
を
降
ら
し
て
兵
を
洗
う

武
王
の
威
光
。
戦
乱
は
鎮
定
し
元
の
平
穏
無
事
の
世
界
に
戻

な
ら
ば
、
漁
師
が
家
に
居
る
の
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
」
と

答
え
ま
し
た
。
僧
は
石
霜
に
尋
ね
ま
す
。「
塵
を
払
い
除

き
、
仏
と
相
見
し
た
時
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ

う
か
」
と
。
石
霜
は
答
え
ま
す
。「
彼
は
決
ま
っ
た
場
所
に

は
居
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
彼
に
ど
う
や
っ
て
逢
お
う
と
い
う
の

で
す
か
」
と
。
僧
は
、
夾
山
の
も
と
に
戻
り
、
石
霜
と
の
話

を
し
ま
し
た
。
夾
山
は
、
僧
堂
に
上
が
り
説
き
ま
し
た
。

「
衲
の
方
が
宗
旨
の
方
便
手
段
は
優
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
甚
深
微
妙
の
道
理
を
説
く
こ
と
は
石
霜
の
方
が
百
歩
先

を
行
き
ま
す
」
と
。

ま
り
、
悟
り
に
安
住
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
す
ら
も
切
り
捨
て
ろ
」
と
言

う
。
僧
は
、
今
度
は
石
霜
に
も
同
じ
質
問
を
す
る
。
こ
こ
で
石
霜
が
答
え
る

「
彼
」
と
は
仏
の
こ
と
で
あ
る
。
尽
天
法
界
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
仏
で
あ
る

の
で
、
決
ま
っ
た
仏
の
所
在
な
ど
は
あ
り
得
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

最
後
に
夾
山
は
、「
師
家
が
修
行
者
を
導
く
時
、
色
々
な
方
便
を
設
け
る
こ

と
」「
深
遠
な
道
理
を
窮
め
尽
く
し
て
説
く
こ
と
」
を
石
霜
と
の
特
徴
の
違

い
を
修
行
僧
の
前
で
示
し
た
。
し
か
し
、「
百
步
に
較
れ
り
」
と
あ
る
よ
う

に
百
歩
先
は
す
ぐ
目
と
鼻
の
先
で
あ
り
、
同
じ
境
地
に
い
る
と
言
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
迷
悟
の
分
別
を
脱
し
た
と
こ
ろ
に
真
実
の
仏
法
が
現
れ
る
の
で

あ
る
。

【
頌
】 

頌
曰
。
拂
牛
劍
氣
洗
兵
威
。
定
亂
歸
功
更
是
誰
。
一
旦
氛
埃
清
四
海
。
垂
衣
皇
化
自
無
為
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
牛
を
拂
う
剣
気 

兵
を
洗
う
威
。
乱
を
定
め
て
功
を
帰
す 

更
に
是
誰
ぞ
。
一
旦 

氛
埃
四
海
に
清
し
。
衣
を
垂
れ
て
皇

化
自
か
ら
無
為
。

﹇
釈
意
﹈

星
を
払
う
宝
剣
と
は
、
夾
山
の
発
し
た
「
須
ら
く
剣
を
揮
う
べ
し
」
の
こ
と

で
あ
る
。
夾
山
は
、
武
王
が
紂
王
を
討
伐
す
る
よ
う
に
勢
い
が
あ
り
、
石
霜

は
、
雨
で
兵
を
洗
う
よ
う
に
天
さ
え
も
敬
意
を
払
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
夾
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山
の
「
仏
を
斬
る
」
と
い
っ
た
激
し
い
言
葉
を
「
乱
」
と
す
る
な
ら
ば
、
石

霜
の
説
示
は
「
定
」
で
あ
る
。
こ
の
、
二
祖
だ
か
ら
こ
そ
の
教
え
で
あ
る
と

宏
智
は
言
っ
て
い
る
。
一
度
は
、
こ
の
夾
山
の
「
仏
を
斬
る
」
で
叢
林
に
も

論
争
が
起
こ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
石
霜
が
登
場
し
て
叢
林
を
鎮
め
た
と
い
う

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
夾
山
の
方
便
に
迷
う
者
も
あ
り
、
石
霜
の
直
截

な
教
示
が
そ
れ
を
補
っ
た
の
で
あ
る
。

り
ま
し
た
。
他
に
誰
に
聞
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

い
っ
た
ん
は
、
塵
煙
も
あ
が
り
ま
し
た
が
、
天
下
は
清
々
に

治
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
天
子
が
衣
冠
束
帯
し
て
人
々
の

前
に
で
る
こ
と
で
、
人
々
は
自
ず
と
徳
威
を
感
得
す
る
の
と

同
じ
で
す
。

﹇
語
彙
﹈ 

『
碧
巌
録
』
八
九
則
に
同
じ
。『
嘉
興
大
藏
經
』
第
27
冊
「
石
霜
爾
瞻
尊
禪
師
語
錄
」
二
巻
に
も
あ
り
。
補
註
参
照
【
夾
山
】
夾
山
善
会
（
805
〜
881
）

船
子
徳
誠
の
法
嗣
。
夾
山
霊
泉
院
の
開
山
。【
石
霜
】
石
霜
慶
諸
（
807
〜
888
）
道
吾
円
智
の
法
嗣
。【
門
庭
施
設
】
門
庭
は
禅
の
宗
旨
。
ま
た
は
家
の

奥
に
導
く
前
段
階
の
意
で
、
方
便
の
こ
と
。
施
設
は
方
便
手
段
を
施
し
設
け
る
こ
と
。
師
家
が
修
行
者
を
導
く
時
、
色
々
な
方
便
を
設
け
る
こ
と
。

第
二
義
門
と
し
て
仮
に
施
す
も
の
で
、
第
一
義
門
を
あ
ら
わ
す
入
理
深
談
と
の
対
語
。
師
家
は
巧
み
に
両
者
を
使
い
分
け
て
学
人
を
導
く
。【
入
理

深
談
】
甚
深
微
妙
の
心
理
に
悟
入
す
る
こ
と
。
深
遠
な
道
理
を
窮
め
尽
く
し
て
説
く
こ
と
。
門
庭
施
設
の
対
語
。
碧
巖
録
八
八
則 

玄
沙
接
物
利
生

の
垂
示
に
も
使
わ
れ
る
。【
牛
を
拂
う
剣
気
】『
晋
書
』
雷
煥
と
張
華
が
手
に
入
れ
た
二
振
り
の
宝
剣
の
う
ち
の
一
つ
。「
天
界
の
星
宿
の
斗
宿
と
牛

宿
の
域
間
が
毎
夜
紫
色
に
光
る
の
で
、
張
華
が
尋
ね
る
と
、
占
星
術
に
長
け
た
雷
煥
は
宝
剣
の
精
だ
と
言
う
。
張
華
は
雷
煥
に
宝
剣
の
捜
索
を
依

頼
。
雷
煥
は
二
本
の
宝
剣
を
見
つ
け
、
一
方
を
自
分
で
持
ち
、
他
方
を
張
華
に
贈
っ
た
。」
と
い
う
故
事
か
ら
な
る
。【
兵
を
洗
う
威
】
周
の
王
が
紂

王
を
討
伐
す
る
と
き
、
晴
天
が
た
ち
ま
ち
大
雨
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
散
宜
生
が
こ
の
戦
は
不
吉
だ
と
言
っ
た
が
武
王
は
こ
れ
を
退
け
「
天
、
兵
を

洗
う
な
り
」
と
い
い
兵
を
進
め
、
紂
王
の
軍
を
見
事
に
破
っ
た
。【
四
海
】
東
西
南
北
の
四
方
の
海
。
天
下
。【
皇
化
】
天
子
の
徳
化
。
徳
に
よ
っ
て

教
化
す
る
こ
と
。

﹇
補
註
﹈ 

＊
嘉
興
大
藏
經　

第
27
冊　

石
霜
爾
瞻
尊
禪
師
語
錄　

二
巻

 

舉
僧
問
夾
山 

撥
塵
見
佛
時
如
何 

山
云
欲
知
此
事
直
須
揮
劍
若
不
揮
劍 
漁
父
棲
巢 

後
僧
如
前
問 

普
會
諸
禪
師
諸
云 

渠
無
國
土
甚
處
逢 

渠
僧
卻

舉
似
山
山
云
門
庭
施
設
不
無
夾
山
入
理
深
談
猶
較
石
霜
百
步
護
國
元
云
參
須
實
參
見
須
實
見
毫
端
許
言
之
本
末
皆
為
自
欺
今
夜
忽
有
人
問
三
峰
撥
塵

見
佛
時
如
何
和
聲
便
打
還
會
麼
真
金
自
有
真
金
價
終
不
和
沙
賣
與
人
師
拈
云
夾
山
為

竭
力
禍
出
私
門
石
霜
覿
露
全
機
遭
人
邈
摸
護
國
要
且
只
有
利
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人
之
心
且
無
出
人
之
眼

中
忽
問
山
僧
撥
塵
見
佛
時
如
何
亦
與
和
聲
便
打
待
伊
擬
議
擲
下
拄
杖
云
從
前
汗
馬
無
人
識
且
要
重
論
蓋
代
功
。

 
＊
屈
原
『
漁
父
辞
』

 
屈
原
既
放
、
游
於
江
潭
、
行
吟
沢
畔
。
顔
色
憔
悴
、
形
容
枯
槁
。
漁
父
見
而
問
之
云
、
子
非
三
閭
大
夫
与
。
何
故
至
於
斯
。
屈
原
云
、
挙
世
皆
濁
、

我
独
清
。

人
皆
酔
、
我
独
醒
。
是
以
見
放
。

 

漁
父
云
、
聖
人
不
三
凝
滞
於
物
、
而
能
与
世
推
移
。
世
人
皆
濁
、
何
不

其
泥
、
而
揚
其
波
。

人
皆
酔
、
何
不
餔
其
糟
、
而
歠
其

。
何
故
深
思

高
挙
、
自
令
放
為
。

 

屈
原
云
、
吾
聞
之
、
新
沐
者
必
弾
冠
、
新
浴
者
必
振
衣
。
安
能
以
身
之
察
察
、
受
物
之
汶
汶
者
乎
。
寧
赴
湘
流
、
葬
於
江
魚
之
腹
中
、
安
能
以
皓
皓

之
白
、
而
蒙
世
俗
之
塵
埃
乎
。

 

漁
父
莞
爾
而
笑
、
鼓
枻
而
去
。
乃
歌
云
、 滄
浪
之
水
清
兮
、
可
以
濯
吾
纓
。
滄
浪
之
水
濁
兮
、
可
以
濯
吾
足
。
遂
去
、
不
復
与
言
。

 

﹇
和
訳
﹈

 

屈
原
は
追
放
さ
れ
て
湘
江
の
淵
や
岸
を
さ
ま
よ
い
、
歩
き
な
が
ら
沢
の
ほ
と
り
で
歌
を
口
ず
さ
ん
で
い
た
。
顔
色
は
や
つ
れ
は
て
、
そ
の
姿
は
痩
せ

衰
え
て
い
る
。
老
人
の
漁
師
が
彼
を
見
る
と
た
ず
ね
て
言
っ
た
。「
あ
な
た
は
三
閭
大
夫
さ
ま
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ど
う
し
た
わ
け
で
こ
ん
な
お

姿
に
な
っ
た
の
で
す
か
。」
屈
原
は
言
っ
た
。「
世
の
中
が
す
べ
て
濁
っ
て
い
る
中
で
、
私
独
り
が
清
ら
か
で
あ
る
。
人
々
す
べ
て
酔
っ
て
い
る
中

で
、
私
独
り
が(

酔
い
か
ら)

さ
め
て
い
る
。
だ
か
ら
追
放
さ
れ
た
の
だ
。」

 

老
漁
師
は
言
っ
た
。「
聖
人
は
物
事
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
世
間
と
共
に
移
り
変
わ
る
の
で
す
。
世
の
人
が
み
な
濁
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
な
ぜ(

ご
自
分

も
一
緒
に)

泥
を
か
き
乱
し
、
そ
の
濁
っ
た
波
を
高
く
あ
げ
よ
う
と
し
な
い
の
で
す
か
。
人
々
が
み
な
酔
っ
て
い
る
な
ら
、
な
ぜ(

ご
自
分
も)

そ

の
酒
か
す
を
食
べ
て
、
薄
い
酒
を
飲
も
う
と
し
な
い
の
で
す
か
。
ど
う
し
て
深
刻
に
思
い
悩
み
、
お
高
く
と
ま
っ
て
、
自
ら
追
放
さ
れ
る
よ
う
な
こ

と
を
な
さ
る
の
で
す
か
。」

 

屈
原
は
言
っ
た
、「
私
は
こ
う
聞
く
。『
髪
を
洗
っ
た
ば
か
り
の
者
は
、
必
ず
冠
の
塵
を
弾
き(

よ
ご
れ
を
払
っ
て
か
ら
被
り)

、
入
浴
し
た
ば
か
り

の
者
は
、
必
ず
衣
服
を
ふ
る
っ
て(

塵
を
落
と
し
て)

か
ら
着
る
も
の
だ
』
と
。
私
自
身
の
潔
白
な
身
に
、
汚
れ
た
も
の
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
か
。(

そ
れ
な
ら)

い
っ
そ
の
こ
と
の
湘
江
の
流
れ
に
行
っ
て(
身
を
投
げ
て)

、
川
魚
の(

え
さ
と
な
っ
て)

腹
の
中
に
葬
ら
れ
て
も
、
ど

う
し
て
純
白
の
身
を
世
俗
の
塵
や
ホ
コ
リ
を
受
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。」
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老
漁
師
は
に
っ
こ
り
と
笑
い
、(

ふ
な
ば
た
を)

櫂
で
叩
き
な
が
ら
漕
ぎ
去
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
と
き
、
こ
う
歌
っ
た
。

 
滄
浪
の
水
が
澄
ん
で
い
る
の
な
ら
、(

大
切
な)

冠
の
紐
を
洗
お
う
。

 
滄
浪
の
水
が
濁
っ
て
い
る
の
な
ら
、(

汚
れ
た)

私
の
足
を
洗
お
う
。

 
と
う
と
う
そ
の
ま
ま
去
っ
て
、
二
度
と
語
り
合
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。

第
六
十
九
則　

南
泉
白

【
本
則
】 

舉
。
南
泉
示

云
。
三
世
諸
佛
不
知
有
。
狸
奴
白

却
知
有
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
南
泉 

衆
に
示
し
て
云
く
、
三
世
諸
佛 

有
る
こ
と
を
知
ら
ず
。
狸
奴
白

 

却
っ
て
有
る
こ
と
を
知
る
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
南
泉
普
願
が
大
衆
に
語
り
か
け

ま
し
た
。「
三
世
諸
仏
は
有
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い

が
、
か
え
っ
て
、
猫
や
牛
と
い
っ
た
動
物
の
ほ
う
が
有
る
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」
と
。

﹇
釈
意
﹈

こ
こ
で
は
、
悟
り
や
仏
法
の
境
地
に
つ
い
て
の
有
無
を
説
い
て
い
る
。
仏
法

の
本
来
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
本
来
は
仏
と
か
動
物
の
区
別
は
無
い
。
故

に
、
悟
り
の
境
地
に
あ
る
三
世
諸
仏
は
、
凡
聖
、
迷
悟
な
ど
を
分
別
す
る
必

要
は
な
い
が
、
凡
夫
は
か
え
っ
て
悟
り
を
外
に
求
め
て
分
別
に
滞
っ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。

【
頌
】 

頌
曰
。
跛
跛
挈
挈
。
㲯
㲯

。
百
不
可
取
。
一
無
所
堪
。
默
默
自
知
田
地
穩
。
騰
騰
誰
謂
肚
皮
憨
。
普
周
法
界
渾
成

。

鼻
孔
纍
垂
信
飽
參
。
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﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
跛
跛
挈
挈
、
㲯
㲯

。
百
取
る
べ
か
ら
ず
。
一
も
堪
ゆ
る
所
な
し
。
黙
黙
と
し
て
自
ら
知
る
田
地
の
穏
や
か
な
る
こ

と
を
。
騰
騰
と
し
て
誰
か
肚
皮
憨
な
り
と
謂
わ
ん
や
。
普
周
法
界 

渾
て
飯
と
成
す
。
鼻
孔
纍
垂
と
し
て
飽
参
に
信
す
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
手
足
の
自
由
も
利
か

ず
、
衣
服
や
髪
も
乱
れ
て
い
ま
す
。
百
を
取
ろ
う
と
し
て

も
、
一
つ
も
取
れ
ず
に
い
ま
す
。
静
や
か
に
坐
し
て
、
は
じ

め
て
自
ら
の
境
涯
が
穏
や
か
で
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。
あ
え

て
駆
け
回
り
、
馬
鹿
者
が
い
る
と
言
い
募
る
人
も
い
な
い
で

し
ょ
う
。
あ
ま
ね
く
法
界
を
す
べ
て
飯
に
し
て
食
べ
尽
く
し

て
い
ま
す
。
だ
ら
り
と
垂
れ
た
鼻
腔
か
ら
は
深
い
息
を
吐

き
、
そ
の
姿
か
ら
、
真
実
を
充
分
に
会
得
し
て
い
る
よ
う
で

す
。

﹇
釈
意
﹈

南
泉
は
姿
や
形
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
無
く
、
す
べ
て
に
分
別
を
加
え
る
こ
と

な
く
悠
々
と
し
て
い
る
。
頌
で
は
布
袋
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
表
現
が
連
ね

ら
れ
て
い
る
。
真
実
を
会
得
し
た
こ
と
を
誇
る
こ
と
な
く
、
人
々
を
導
く
と

い
う
意
識
も
な
い
。
自
ら
を
仏
と
意
識
す
る
こ
と
な
く
、
あ
り
の
ま
ま
の
自

己
が
そ
こ
に
あ
る
。

﹇
語
彙
﹈ 

『
碧
巌
録
』
六
十
一
則
に
同
じ
。【
南
泉
】
南
泉
普
願
（
748
〜
834
）
法
嗣
。【
三
世
諸
佛
】
三
世
に
出
現
す
る
諸
仏
は
、
絶
対
界
に
住
し
て
、
仏
の
本

質
で
あ
る
仏
性
そ
の
も
の
に
な
り
き
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
を
こ
と
新
し
く
相
対
的
知
覚
に
お
い
て
認
知
す
る
要
は
な
い
と
い
う
意
。【
狸

奴
白

】
狸
奴
は
猫
類
。
白

は
牛
。
文
字
や
仏
法
を
理
解
で
き
な
い
動
物
の
意
。
成
仏
作
祖
は
既
に
悟
り
の
境
地
に
あ
る
三
世
諸
仏
は
あ
ず
か
り

知
ら
ぬ
が
、
凡
夫
が
か
え
っ
て
悟
り
を
外
に
求
め
て
関
心
を
示
す
と
い
う
意
。【
跛
跛
挈
挈
】
跛
は
足
な
え
。
挈
は
手
な
え
。
も
の
の
整
わ
な
い

様
。【

騰
騰
】
愚
の
如
く
魯
の
如
く
し
て
窺
測
し
え
ぬ
道
人
の
相
に
例
え
る
。

も
騰
も
共
に
、
毛
の
長
い
様
。
髪
の
乱
れ
て
、
と
り
と
め
の

無
く
み
え
る
様
が
原
義
。【
騰
騰
】
駆
け
回
り
動
く
さ
ま
。【
肚
皮
憨
】
肚
皮
は
腹
の
こ
と
。
憨
と
は
愚
者
。
根
っ
か
ら
の
馬
鹿
者
。【
纍
垂
】
垂
れ
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下
が
っ
て
い
る
。【
飽
參
】
十
分
に
会
得
す
る
。
悟
り
を
得
て
参
師
の
必
要
が
な
く
な
る
こ
と
。

第
七
十
則　

進
山
問
性

【
本
則
】 

擧
。
進
山
主
問
脩
山
主
云
。
明
知
生
不
生
性
。
爲
什

爲
生
之
所
留
。
脩
云
。
荀
畢
竟
成
竹
去
。
如
今
作

使
還
得
麼
。
進

云
。
汝
向
後
自
悟
在
。
脩
云
。
其
甲
只
如
此
。
上
座
意
旨
如
何
。
進
云
。
遮
箇
是
監
院
房
。
那
箇
是
典
座
房
。
脩
便
禮
拜
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
進
山
主 
脩
山
主
に
問
う
て
云
く
、
明
ら
か
に
生
は
不
生
の
性
な
る
こ
と
を
知
ら
ば
、
什

と
し
て
か
生
の
為
に
留
め
ら
れ

る
る
や
。
脩
云
く
、
荀 
畢
竟 

竹
と
な
り
去
る
。
如
今 

蔑
と
作
し
て
使
う
こ
と
還
っ
て
得
ん
や
。
進
云
く
、
汝
向
後
自
ら
悟
り
去

る
こ
と
在
ら
ん
。
脩
云
く
、
其
甲 

只
此
く
の
如
し
。
上
座
の
意
旨
如
何
。
進
云
く
、
這
箇
は
是
監
院
房
、
那
箇
は
是
典
座
房
。
脩

便
ち
礼
拝
す
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
進
渓
洪
進
が
竜
済
紹
修
に
問
い

ま
す
。「
生
が
あ
る
の
は
、
そ
の
底
に
不
生
が
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
知
っ
て
い
て
も
、
生
の
想
い
の
中
に
留
め
置
か
れ

る
の
は
な
ぜ
で
す
か
」
と
。
紹
修
は
「
筍
は
竹
に
な
る
の
で

す
。
今
竹
細
工
に
使
お
う
と
し
て
も
そ
れ
は
出
来
ま
せ
ん
」

と
言
い
ま
し
た
。
洪
進
は
「
君
は
い
ず
れ
自
ら
の
境
地
に
達

﹇
釈
意
﹈

洪
進
と
紹
修
は
共
に
羅
漢
桂
琛
の
弟
子
で
あ
る
。
本
則
で
は
兄
弟
弟
子
同
士

の
問
答
が
行
わ
れ
て
い
る
。
最
初
に
洪
進
は
生
と
不
生
の
句
で
紹
修
に
質
問

し
て
い
る
。
こ
の
句
で
人
に
は
本
来
仏
性
が
備
わ
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
な
ぜ

修
行
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
を
聞
い
て
い
る
。
紹
修
は
筍
と
竹
を
用
い

て
答
え
た
。
筍
が
竹
に
な
る
こ
と
は
あ
り
の
ま
ま
で
あ
り
、
諸
法
実
相
を
意

味
し
て
い
る
。
紹
修
は
、
今
の
ま
ま
で
は
悟
り
の
境
地
に
達
し
な
い
と
、
洪
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す
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
告
げ
ま
し
た
。
紹
修
は
「
あ
な
た

の
言
う
と
お
り
で
す
。
洪
進
上
座
の
お
考
え
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
」
と
聞
き
ま
し
た
。
洪
進
は
「
こ
ち
ら
は
監
院

寮
、
あ
ち
ら
は
典
座
寮
で
す
」
と
。
こ
れ
を
聞
い
て
紹
修
は

礼
拝
し
ま
し
た
。

進
に
言
う
の
で
あ
る
。
紹
修
は
素
直
に
洪
進
の
言
う
こ
と
を
受
け
止
め
、
ど

う
い
っ
た
修
行
を
行
え
ば
い
い
の
か
聞
く
の
で
あ
る
。
洪
進
は
監
院
寮
と
典

座
寮
と
い
う
。
眼
前
の
事
象
を
、
た
だ
平
等
と
い
う
一
元
的
に
会
得
す
る
の

み
で
は
、
あ
り
の
ま
ま
と
い
う
事
実
に
到
達
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
監
院

寮
と
典
座
寮
と
い
う
現
実
の
区
別
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
洪
進
は
日
常
生
活

こ
そ
真
実
が
顕
現
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。

【
頌
】 

頌
曰
。
豁
落
亡
依
高
閑
不
覊
。
家
邦
平
貼
到
人
稀
。
些
些
力
量
分
階
級
。
蕩
蕩
身
心
絶
是
非
。
是
非
絶
。
介
立
大
方
無
軌
轍
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
豁
落
と
し
て
依
を
亡
じ 

高
閑
に
し
て
羈
が
れ
ず
。
家
邦
平
帖
到
る
人
稀
な
り
。
些
些
の
力
量 

階
級
を
分
か
つ
。
蕩
蕩

た
る
身
心 

是
非
を
絶
す
。
是
非
を
絶
す
。
介
り
大
方
に
立
っ
て
軌
轍
な
し
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
心
が
開
け
て
落
ち
つ
く

こ
と
で
、
依
り
ど
こ
ろ
が
必
要
な
く
な
り
、
枠
に
は
め
ら
れ

る
こ
と
が
な
く
て
、
繋
が
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
本
来
の

居
場
所
に
居
ら
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
人
は
希
な
の

で
す
。
修
行
の
成
果
の
僅
か
な
違
い
が
、
境
地
の
大
き
な
差

と
な
り
ま
す
。
心
が
ゆ
っ
た
り
と
し
て
、
自
己
の
見
解
と
い

う
分
別
を
加
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
分
別
を
加
え
る
こ

﹇
釈
意
﹈

知
解
の
領
域
に
留
ま
る
限
り
、
自
分
が
得
た
智
慧
と
い
う
枠
内
に
い
て
、
自

ら
を
限
定
し
た
範
囲
に
留
め
置
く
こ
と
に
な
る
。
智
慧
の
内
外
と
い
う
規
矩

を
立
て
て
、
外
を
迷
と
い
い
、
内
を
悟
と
分
別
す
る
の
で
あ
る
。
真
に
悟
道

の
人
は
、
自
分
で
軌
轍
を
敷
く
こ
と
は
無
く
、
他
に
軌
轍
を
敷
い
て
も
ら
う

こ
と
も
無
い
融
通
無
碍
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。
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﹇
語
彙
﹈ 

【
進
山
主
】
洪
進
（
詳
細
不
詳
）
の
こ
と
。
唐
代
の
人
で
青
原
下
で
あ
る
羅
漢
院
桂
琛
の
法
嗣
。
湖
北
省
襄
州
清
渓
山
に
住
し
た
。
後
に
天
平
山
に

も
住
す
。【
脩
山
主
】
紹
修
（
詳
細
不
詳
）
の
こ
と
で
唐
末
五
代
の
人
。
進
山
主
と
同
じ
く
羅
漢
院
桂
琛
の
法
嗣
。
撫
州
竜
済
山
に
住
し
た
。【
畢

竟
】
要
す
る
に
、
つ
ま
り
な
ど
の
意
。【
如
今
】
今
な
ど
の
意
。【
意
旨
】
心
で
考
え
る
趣
旨
。
こ
こ
ろ
ざ
し
。【
家
邦
平
帖
（
怗
）】
家
邦
は
本
家
郷

の
こ
と
で
、
人
々
の
拠
っ
て
安
住
す
べ
き
真
実
の
境
界
の
こ
と
。
帖
は
静
か
な
こ
と
。
至
極
の
境
界
が
迷
悟
・
凡
聖
・
是
非
・
得
失
等
の
一
切
の
羈

絆
束
縛
を
超
脱
し
て
太
平
安
穏
な
る
こ
と
を
い
う
。【
階
級
】
迷
悟
・
凡
聖
な
ど
の
相
対
的
世
界
、
相
対
的
・
対
立
的
な
境
地
。
ま
た
、
修
行
の
階

級
。【
些
些
】
わ
ず
か
な
さ
ま
、
と
る
に
足
り
な
い
さ
ま
の
こ
と
。【
蕩
蕩
】
き
わ
め
て
大
き
い
さ
ま
の
こ
と
。
心
が
ゆ
っ
た
り
と
し
た
さ
ま
。【
大

方
】
大
叢
林
の
こ
と
。【
軌
轍
】
車
の
わ
だ
ち
。
転
じ
て
法
則
・
事
蹟
。

と
が
な
い
の
で
、
定
め
ら
れ
た
轍
な
ど
の
上
を
走
る
こ
と
が

な
く
、
本
来
の
自
在
の
境
地
に
在
る
の
で
す
。

第
七
十
一
則　

翠
巖
眉
毛

﹇
本
則
﹈
擧
。
翠
巖
夏
末
示

云
。
一
夏
已
來
。
爲
兄
弟
説
話
。
看
翠
巖
眉
毛
在

。
保
福
云
。
作
賊
人
心
虚
。
長
慶
云
。
生
也
。
雲

門
云
。
關
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
翠
巌 

夏
末
に
衆
に
示
し
て
云
く
、
一
夏
已
に
来
る
。
兄
弟
の
為
に
説
話
す
。
看
よ
翠
巌
に
眉
毛
在
り
や
。
保
福
云
く
、
賊

と
作
る
人 

心
は
虚
な
り
。
長
慶
云
く
、
生
ぜ
り
。
雲
門
云
く
、
関
。

﹇
釈
意
﹈

本
則
で
は
四
人
の
禅
僧
が
登
場
し
て
い
る
。
四
人
と
も
雪
峰
義
存
の
弟
子
た

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
翠
巌
令
参
が
、
夏
安
居
の
最
終
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ち
で
あ
る
。
翠
巌
に
よ
っ
て
問
答
が
始
ま
り
、
順
に
禅
僧
が
答
え
る
場
面
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
答
は
第
二
十
四
則
の
「
雪
峰
看
蛇
」
で
行
わ
れ
た
問

答
と
同
じ
形
態
と
い
え
る
。
ま
た
、『
碧
巌
録
』
に
も
同
様
の
公
案
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。

翠
巌
は
夏
安
居
に
入
っ
て
、
一
層
厳
し
く
接
化
を
行
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
安
居
の
終
わ
り
に
、
大
衆
に
向
か
っ
て
、
衲
に
眉
毛
が
あ
る
か
、
と
聞

く
の
で
あ
る
。
修
行
僧
が
誤
り
を
犯
せ
ば
、
仏
罰
と
し
て
眉
毛
が
抜
け
落
ち

る
。
そ
う
い
っ
た
罰
も
顧
み
ず
、
接
化
の
た
め
説
法
す
る
こ
と
を
「
眉
毛
惜

し
ま
ず
」
と
い
う
。
翠
巌
は
夏
安
居
を
通
し
て
、
説
法
し
続
け
て
き
た
。
自

分
の
眉
毛
が
あ
る
の
か
を
問
う
こ
と
で
、
修
行
僧
の
境
地
を
点
検
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
輔
佐
し
た
の
が
保
福
、
長
慶
、
雲
門
の
三
禅
匠
で

あ
る
。

最
初
に
答
え
た
保
福
は
「
賊
と
作
る
人 

心
は
虚
な
り
」
と
言
う
。
盗
賊
は

細
心
に
注
意
し
て
盗
み
に
入
る
。
様
々
に
考
え
す
ぎ
れ
ば
、
身
体
の
自
由
を

失
っ
て
捕
縛
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
と
同
じ
で
、
師
僧
は
接
化
の
方
途
を

様
々
に
想
え
ば
自
由
を
失
っ
て
本
来
の
指
導
に
な
ら
な
い
。「
虚
な
り
」
と

い
う
の
は
、
良
く
で
き
て
い
た
と
の
意
味
で
あ
る
。
次
に
長
慶
は
ち
ゃ
ん
と

眉
毛
は
生
え
て
い
る
と
言
う
。
こ
れ
は
翠
巌
に
対
し
て
、
誤
り
は
無
か
っ
た

か
ら
安
心
し
て
よ
い
と
い
っ
て
い
る
。
最
後
に
雲
門
が
答
え
る
が
、
雲
門
は

日
に
大
衆
に
向
っ
て
い
い
ま
し
た
。「
こ
の
度
の
夏
安
居
に

お
い
て
は
、
諸
兄
弟
の
た
め
に
説
法
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

見
な
さ
い
、
ど
う
で
し
ょ
う
。
衲
の
眉
毛
は
あ
り
ま
す
か
」

と
。
保
福
従
展
は
「
盗
人
の
心
は
虚
し
い
も
の
で
す
」
と
言

い
ま
し
た
。
長
慶
慧
稜
は
「
ち
ゃ
ん
と
眉
毛
は
生
え
て
い
ま

す
」
と
言
い
、
雲
門
文
偃
は
「
関
」
と
言
い
ま
し
た
。



宏
智
禅
師
頌
古
百
則
の
研
究
（
三
）（
佐
藤
）

208─　   ─

「
関
」
の
一
言
だ
け
で
あ
っ
た
。
保
福
、
長
慶
の
二
人
は
、
出
来
と
不
出
来

に
捕
ら
わ
れ
て
い
る
。
雲
門
は
そ
の
対
立
を
断
じ
、
さ
ら
に
は
翠
巌
の
問
い

か
け
さ
え
も
不
要
な
こ
と
と
し
て
、「
関
」
と
応
じ
た
の
で
あ
る
。

【
頌
】 

頌
曰
。
作
賊
心
過
人
膽
。
歴
歴
縦
横
対
機
感
。
保
福
雲
門
也
垂
鼻
欺
脣
。
翠
巖
長
慶
脩
眉
映
眼
。
杜
禪
和
有
何
限
。
剛
道
意

句
一
斉

。
埋
没
自
己
也
飮
氣
呑
聲
。
帯
累
先
宗
也
面
牆
儋
板
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
賊
と
作
る
心 

人
に
過
ぎ
た
る
胆
。
歴
歴
縦
横
機
感
に
対
す
。
保
福 

雲
門 

垂
鼻
脣
を
欺
く
。
翠
巖 

長
慶 

脩
眉
眼
に

映
ず
。
杜
禅
和
何
の
限
り
あ
ら
ん
。
剛
い
て
道
う
意
句
一
斉
に

る
と
。
自
己
を
埋
没
し
て
気
を
飮
み 

声
を
呑
む
。
先
宗
を
帯
累

し
て
牆
に
面
い
板
を
担
う
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
盗
人
の
心
は
飛
び
抜
け

て
剛
胆
で
す
。
心
に
捕
ら
わ
れ
が
無
い
の
で
、
自
由
に
持
て

る
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
保
福
と
雲
門
は
ず
ば
抜
け
た
力
量

を
具
え
て
い
ま
す
。
翠
巌
と
長
慶
も
修
行
が
熟
し
て
、
優
れ

た
力
量
を
具
え
て
い
ま
す
。
真
の
仏
法
を
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
禅
僧
は
、
翠
巌
の
こ
の
一
句
で
、
夏
安
居
の
す
べ
て
が

無
に
帰
し
た
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
翠
巌
が
切
断
し
た
の

は
、
大
衆
の
分
別
心
で
す
。
こ
こ
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
仏

「
釈
意
」

翠
巌
は
じ
め
ず
ば
抜
け
た
禅
匠
が
問
答
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
そ
の
様
子
を

宏
智
は
「
歴
歴
縦
横
機
感
に
対
す
」
と
言
っ
て
い
る
。
夏
安
居
が
終
わ
っ

て
、
修
行
僧
は
思
い
思
い
に
散
じ
て
ゆ
く
。
そ
の
餞
別
が
こ
の
言
葉
で
あ
っ

た
。
心
し
て
修
行
を
専
一
に
続
け
な
さ
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
保
福
・
雲

門
、
翠
巌
・
長
慶
を
二
人
ず
つ
挙
げ
て
、「
垂
鼻
脣
を
欺
く
」
と
「
脩
眉
眼

に
映
ず
」
の
句
で
賛
嘆
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
意
味
も
高
度
な
力
量
を
兼
ね

備
え
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
宏
智
は
四
人
を
力
量
に
人
と
い
う
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
中
で
も
と
ら
わ
れ
の
な
い
返
答
を
し
た
の
が
雲
門
で
あ
る
。
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祖
の
顔
に
泥
を
塗
り
、
一
面
し
か
み
え
て
い
な
い
愚
か
者
と

な
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
一
句
を
心
に
留
め
て
、
自
己
の
真
実
を
究
明
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
。

「
語
彙
」 

【
翠
巌
】
翠
巌
令
参
（
詳
細
不
詳
）
の
こ
と
。
五
代
の
人
で
雪
峰
義
存
の
法
嗣
。【
保
福
】
保
福
従
展
（
？
〜
928
）
の
こ
と
。
五
代
の
人
で
雪
峰
の
法

嗣
。【
長
慶
】
長
慶
慧
稜
（
854
〜
932
）
の
こ
と
。
雪
峰
の
法
嗣
。【
雲
門
】
雲
門
文
偃
（
864
〜
949
）
の
こ
と
。
雪
峰
の
法
嗣
。【
關
】
関
門
の
こ
と

で
、
通
過
し
が
た
い
関
所
、
ま
た
は
険
所
の
意
。
禅
宗
で
は
「
祖
師
の
関
」
な
ど
と
用
い
り
、
古
来
通
り
が
た
い
公
案
を
い
う
。【
機
感
】
機
は
機

類
（

生
の
こ
と
）、
感
は
感
応
（
仏
と
修
行
者
と
の
心
が
相
交
流
す
る
こ
と
）
の
意
。
師
家
に
教
導
を
請
い
に
来
る
学
人
の
こ
と
。【
垂
鼻
脣
を
欺

く
】
鼻
が
下
方
に
長
く
垂
れ
下
が
っ
て
い
て
、
唇
と
見
ま
ち
が
え
る
こ
と
。
規
格
に
は
ま
ら
な
い
高
徳
の
さ
ま
。
抜
群
の
力
量
を
持
っ
た
人
の
こ

と
。【
脩
眉
眼
に
映
ず
】
眉
毛
が
長
く
伸
び
て
眼
の
前
ま
で
下
が
っ
て
い
る
。
高
徳
な
様
子
を
表
し
、
修
行
が
熟
し
徳
風
が
十
二
分
に
身
に
付
い
て

い
る
こ
と
。【
杜
禪
和
】
杜
撰
禪
和
の
略
。
真
に
仏
法
を
明
ら
め
る
こ
と
の
な
い
禅
僧
の
こ
と
。【
意
句
】
意
志
と
文
句
。
心
も
ち
と
そ
れ
を
表
す
言

葉
。【
氣
】
呼
吸
の
息
。【
帯
累
】
と
ら
わ
れ
、
か
か
ず
ら
う
。
ま
た
、
累
を
及
ぼ
す
や
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
と
も
。【
牆
】
つ
い
じ
、
土
掘
り
の
こ

と
。
ま
た
間
を
さ
え
ぎ
る
も
の
。

第
七
十
二
則　

中
邑
獼
猴

【
本
則
】 

擧
。
仰
山
問
中
邑
。
如
何
是
佛
性
義
。
邑
云
。
我
與
儞
説
箇
譬
喩
。
如
室
有
六
牕
中
安
一
獼
猴
。
外
有
人
喚
云

獼
猴
卽

應
。
如
是
六
牕
倶
喚
倶
應
。
仰
云
。
只
如
獼
猴
睡
時
又
作
麽
生
。
邑
乃
下
禪
牀
把
住
云
。

我
與
儞
相
見
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
仰
山
中
邑
に
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
仏
性
の
義
。
邑
云
く
、
我
汝
が
与
に
箇
の
比
喩
を
説
か
ん
。
室
に
六
窓
有
り
中
に
一

獼
猴
を
安
く
。
外
に
人
有
り
て
喚
ん
で
猩
猩
と
云
え
ば
獼
猴
即
ち
応
ず
。
是
の
如
く
六
窓
倶
に
喚
べ
ば
倶
に
応
ず
る
が
如
し
。
仰
云

く
、
只
獼
猴
睡
る
時
の
如
き
は
又
作
麽
生
。
邑
乃
ち
禅
床
を
下
っ
て
把
住
し
て
云
く
、
猩
猩
我
汝
と
相
見
せ
り
。
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﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
仰
山
慧
寂
が
中
邑
洪
恩
に
問
い

ま
し
た
。「
仏
性
の
道
理
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
で
し
ょ

う
か
」
と
。
中
邑
は
言
い
ま
し
た
。「
で
は
、
あ
な
た
の
た

め
に
こ
の
よ
う
な
た
と
え
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
六
つ
の
窓
が

あ
る
部
屋
に
一
匹
の
大
猿
を
入
れ
ま
す
。
外
か
ら
人
が
、
窓

の
中
に
向
か
っ
て
「
猩
猩
」
と
呼
べ
ば
、
大
猿
は
す
ぐ
に
応

じ
る
で
し
ょ
う
。
同
じ
よ
う
に
六
つ
の
窓
か
ら
、
ま
た
同
じ

よ
う
に
呼
べ
ば
、
ま
た
同
じ
よ
う
に
応
じ
る
で
し
ょ
う
」

と
。
仰
山
は
言
い
ま
し
た
。「
た
だ
、
大
猿
が
眠
っ
て
い
る

と
き
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。
中
邑
は
す
ぐ
に
座

か
ら
降
り
て
厳
し
い
口
調
で
言
い
ま
し
た
。「
お
い
、
猩

猩
、
衲
は
お
前
と
向
き
合
っ
て
い
る
の
だ
ぞ
」。

﹇
釈
意
﹈

中
邑
は
仰
山
の
問
い
に
対
し
て
た
と
え
話
で
応
じ
た
。
こ
こ
で
の
室
は
肉

体
、
六
窓
は
六
根
、
獼
猴
は
心
の
動
き
を
指
す
。
獼
猴
は
五
欲
の
盛
ん
な
凡

夫
に
例
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
猩
猩
は
仏
の
例
え
と
し
て
使
い
分
け
ら
れ

て
い
る
。
中
邑
は
「
心
が
六
根
を
通
じ
て
外
世
界
を
知
覚
す
る
」
と
言
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
、
仰
山
は
「
本
人
が
眠
っ
て
い
て
自
覚
が
な
い
場
合
は
仏

性
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
た
ず
ね
た
。
中
邑
は
仰
山
に
見
所
が
あ

る
と
思
い
、
あ
え
て
厳
し
い
態
度
で
臨
み
、
仰
山
は
す
で
に
仏
（
＝
猩
猩
）

で
あ
る
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。

【
頌
】 

頌
曰
。
凍
眠
雪
屋
歳
摧
頽
。
窈
窕
蘿
門
夜
不
開
。
寒
槁
園
林
看
變
態
。
春
風
吹
起
律
筒
灰
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
雪
屋
に
凍
眠
し
て
歳
摧
頽
。
窈
窕
た
る
羅
門
夜
開
か
ず
。
寒
槁
せ
る
園
林
変
態
を
看
る
。
春
風
吹
き
起
こ
す
律
筒
の

灰
。
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﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
雪
に
埋
も
れ
た
屋
敷
の

中
で
眠
り
こ
け
て
年
が
暮
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
静
か
で
葛

の
は
っ
た
閑
居
の
門
は
、
夜
は
開
く
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

冬
枯
れ
し
た
林
も
や
が
て
季
節
が
移
り
、
様
子
が
変
わ
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。
春
の
陽
気
を
受
け
た
風
が
筒
の
中
の
灰
を

吹
き
飛
ば
す
こ
と
で
し
ま
す
。

﹇
釈
意
﹈

中
邑
と
出
会
う
前
の
仰
山
は
、
年
の
暮
れ
に
雪
に
埋
も
れ
て
眠
り
こ
け
て
い

る
袁
安
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
閑
居
の
扉
を
閉
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。
仰

山
に
は
分
別
が
葛
の
よ
う
に
か
ら
ま
っ
て
い
て
、
自
分
が
仏
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
い
て
い
な
い
。
中
邑
の
教
え
に
よ
っ
て
仰
山
の
迷
い
が
晴
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
そ
の
陽
気
に
よ
っ
て
、
再
び
活
気
を
取
り
戻
す
で
あ
ろ
う
。
中
邑

と
の
出
会
い
が
、
仰
山
に
自
分
が
仏
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
中
邑
】
中
邑
洪
恩
（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
。
馬
祖
道
一
の
法
嗣
。
朗
州
中
邑
山
（
湖
南
省
）
に
住
し
た
こ
と
か
ら
中
邑
と
称
さ
れ
る
。【
仰
山
】

仰
山
慧
寂
（
807
〜
883
）
の
こ
と
。
俗
姓
は
葉
氏
、
韶
州
須
昌
（
広
東
省
）
の
人
。

山
霊
祐
の
法
嗣
。
そ
の
門
流
を

仰
宗
と
い
う
。【
六
窓
】
こ

こ
で
の
窓
と
は
六
根
（
眼
、
耳
、
鼻
、
舌
、
身
、
意
）
へ
の
刺
激
の
入
口
を
指
し
て
い
る
。【
獼
猴
】
大
猿
。
こ
こ
で
は
猩
猩
と
同
意
で
仏
性
を
さ

す
。【
猩
猩
】
中
国
で
、
想
像
上
の
怪
物
。
面
貌
人
に
類
し
、
よ
く
人
語
を
理
解
し
、
酒
を
好
む
と
い
う
。
こ
の
伝
説
に
よ
り
大
猿
全
般
を
猩
猩
と

称
す
る
こ
と
も
あ
る
。【
禅
床
】
坐
禅
を
行
う
単
の
こ
と
。
住
持
の
場
合
は
椅
子
。【
把
住
】
師
が
弟
子
を
指
導
す
る
際
、
弟
子
に
解
答
を
強
く
求
め

た
り
、
そ
の
考
え
を
叱
責
す
る
な
ど
、
厳
し
い
態
度
を
と
る
こ
と
。【
凍
眠
雪
屋
】
袁
安
（
生
年
不
詳
〜
92
、
後
漢
初
期
の
官
僚
）
の
故
事
に
よ

る
。
袁
安
が
官
途
に
つ
く
以
前
、
彼
の
家
の
辺
り
が
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
袁
安
は
平
然
と
眠
り
続
け
、
餓
死
を
心
配
し
て
た
ず
ね
て
き
た
官
吏

に
対
し
、
皆
が
食
糧
を
求
め
て
困
っ
て
い
る
中
で
自
分
ま
で
出
て
行
っ
た
ら
迷
惑
で
あ
る
と
答
え
た
と
い
う
。【
律
筒
灰
】
陽
気
の
発
す
る
の
に
例

え
ら
れ
る
。
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第
七
十
三
則　

曹
山
孝
満

【
本
則
】 

擧
。
僧
問
曹
山
。
靈
衣
不
掛
時
如
何
。
山
云
。
曹
山
今
日
孝
滿
。
僧
云
。
孝
滿
後
如
何
。
山
云
。
曹
山
愛
顚
酒
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
僧 
曹
山
に
問
う
、
霊
衣
掛
け
ざ
る
時
如
何
。
山
云
く
、
曹
山
今
日
孝
滿
。
僧
云
く
、
孝
滿
の
後
如
何
。
山
云
く
、
曹
山
顚

酒
を
愛
す
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
あ
る
僧
が
曹
山
本
寂
に
「
孝
子

が
霊
衣
を
着
な
い
と
い
う
時
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
」

と
問
い
ま
し
た
。
曹
山
は
言
い
ま
し
た
。「
す
で
に
三
年
の

喪
が
明
け
て
い
て
、
着
る
と
か
着
な
い
と
い
う
話
が
出
る
時

期
で
は
な
い
よ
う
な
も
の
だ
」
と
。
僧
は
い
い
ま
し
た
。

「
実
際
に
喪
が
明
け
て
い
れ
ば
ど
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
」

と
。
曹
山
は
言
い
ま
し
た
。「
衲
は
孝
満
に
な
れ
ば
大
酒
を

飲
ん
で
酔
い
つ
ぶ
れ
る
よ
」
と
。

﹇
釈
意
﹈

こ
の
僧
は
儒
教
の
孝
満
を
例
に
挙
げ
、
修
行
を
終
え
た
後
の
悟
り
の
境
地
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
曹
山
に
問
う
た
。
曹
山
は
未
熟
な
僧
に
対
し
段
階

を
ふ
ん
で
教
え
る
こ
と
を
考
え
、「
悟
り
と
は
修
行
を
終
え
、
自
分
と
仏
が

一
体
と
な
る
こ
と
だ
」
と
説
示
し
た
。
つ
ま
り
は
日
常
の
変
わ
ら
な
い
姿
を

保
ち
な
が
ら
接
化
を
行
う
こ
と
を
曹
山
は
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
な

が
ら
僧
は
悟
り
の
後
の
姿
を
求
め
よ
う
と
し
た
た
め
、
曹
山
は
「
喪
が
明
け

れ
ば
い
つ
も
ど
お
り
酒
を
飲
む
よ
」
と
言
っ
て
、
修
行
を
終
え
た
後
は
本
来

の
自
分
を
働
か
せ
て
人
々
を
導
い
て
ゆ
く
べ
き
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し

た
。

【
頌
】 

頌
曰
。
淸
白
門
庭
四
絕
鄰
。
長
年
關
掃
不
容
塵
。
光
明
轉
處
傾
殘
月
。
爻
象
分
時
却
建
寅
。
新
滿
孝
。
便
逢
春
。
醉
歩
狂
歌
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﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
孝
子
の
清
ら
か
な
門
庭

は
隣
近
所
か
ら
隔
絶
し
て
い
ま
す
。
長
い
間
、
門
を
閉
ざ

し
、
ま
た
、
塵
一
つ
な
く
掃
き
清
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
や
が
て
月
は
傾
き
、
光
明
も
移
り
変
わ
っ
て
ゆ

く
で
し
ょ
う
。
陰
が
や
が
て
陽
と
な
り
、
東
方
が
輝
き
ま

す
。
三
年
間
の
喪
が
満
ち
て
、
春
を
迎
え
ま
し
た
。
酔
っ
払

い
歩
い
て
陽
気
な
詩
を
吟
じ
、
帽
子
も
落
と
し
た
ま
ま
で

す
。
髪
は
整
え
ず
、
ぶ
ら
ぶ
ら
と
し
て
誰
一
人
お
構
い
な
し

で
す
。
実
に
気
楽
な
酒
飲
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

任
墮
巾
。
散
髪
夷
猶
誰
管
係
。
太
平
無
事
酒
頂
人
。

﹇
訓
読
﹈ 
頌
に
曰
く
。
清
白
の
門
庭
四
に
隣
を
絶
す
。
長
年
関
し
掃
っ
て
塵
を
容
れ
ず
。
光
明
転
ず
る
処
傾
い
て
月
を
残
し
、
爻
象
分
る
る
時

却
っ
て
寅
に
建
す
。
新
た
に
孝
を
満
じ
、
便
ち
春
に
逢
う
。
酔
歩
狂
歌
堕
巾
に
任
す
。
散
髪
夷
猶
誰
か
管
係
せ
ん
。
太
平
無
事
酒
顚

の
人
。

﹇
釈
意
﹈

悟
り
の
境
地
を
求
め
て
修
行
を
行
う
姿
は
確
か
に
清
廉
で
近
寄
り
が
た
い
も

の
が
あ
る
が
、
そ
れ
の
み
に
囚
わ
れ
て
い
て
は
周
囲
か
ら
孤
立
し
て
現
実
か

ら
離
れ
て
し
ま
う
。
修
行
が
成
就
し
た
後
は
本
来
の
自
分
を
表
に
出
し
て
慈

悲
行
の
実
践
と
い
う
次
の
段
階
に
移
る
べ
き
で
あ
る
。
太
陽
が
昇
る
よ
う

に
、
ま
た
雪
が
解
け
て
春
に
な
る
よ
う
に
日
常
の
姿
に
戻
っ
て
接
化
を
行
う

姿
こ
そ
、
曹
山
が
説
く
心
境
で
あ
る
。
孝
満
を
終
え
た
子
供
が
し
ば
し
ば
は

め
を
は
ず
し
て
遊
び
ま
わ
る
よ
う
な
姿
は
布
袋
の
歩
み
に
擬
せ
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
自
由
気
ま
ま
で
人
を
導
い
て
や
る
と
い
う
意
識
す
ら
な
い
姿

こ
そ
が
望
ま
し
い
真
の
接
化
の
姿
な
の
で
あ
る
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
曹
山
】
曹
山
本
寂
（
840
〜
901
）
の
こ
と
。
洞
山
良
价
の
法
嗣
。
元
証
大
師
。【
霊
衣
】
中
国
で
用
い
ら
れ
る
白
い
喪
服
の
こ
と
。【
孝
満
】
父
母
の

喪
が
明
け
る
こ
と
。
中
国
の
礼
と
し
て
、
父
母
の
没
後
、
三
年
間
は
喪
服
を
着
る
習
慣
が
あ
る
。【
顚
酒
】
酔
い
つ
ぶ
れ
る
ほ
ど
に
酒
を
飲
む
こ

と
。【
爻
象
分
る
る
時
却
っ
て
寅
に
建
す
】
爻
は
易
の
卦
を
構
成
す
る
要
素
。
陰
爻
が
転
じ
て
陽
爻
と
な
る
様
子
を
指
し
、
日
が
昇
る
東
方
を
指
す
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寅
に
よ
っ
て
、
陽
気
を
発
見
し
た
と
い
う
意
味
を
表
し
て
い
る
。【
夷
猶
】
し
っ
か
り
歩
か
ず
、
ゆ
っ
く
り
歩
く
さ
ま
を
表
す
。
ま
た
、
酒
酔
い
の

風
体
を
指
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
布
袋
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
布
袋
は
弥
勒
菩
薩
の
化
身
と
さ
れ
て
い
る
。

第
七
十
四
則　

法
眼
質
名

【
本
則
】 

擧
。
僧
問
法
眼
。
承
敎
有
言
。
從
無
住
本
立
一
切
法
。
如
何
是
無
住
本
。
眼
云
。
形
興
未
質
。
名
起
未
名
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
僧 

法
眼
に
問
う
、
承
る
に
教
に
言
う
こ
と
有
り
。
無
住
す
る
こ
と
な
く
し
て
本
よ
り
一
切
の
法
を
立
つ
と
。
如
何
な
る
か

是
れ
無
住
の
本
。
眼
云
く
、
形
は
未
質
よ
り
興
り 

名
は
未
名
よ
り
起
こ
る
、
と
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
修
行
僧
が
法
眼
文
益
に
質
問
し

ま
し
た
。「
伝
え
聞
く
教
え
に
は
、
一
つ
の
状
態
に
定
ま
ら

な
い
根
幹
か
ら
全
て
の
存
在
の
あ
り
方
が
あ
ら
わ
れ
る
と
あ

り
ま
す
。
こ
の
一
つ
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
な
い
根
幹
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。
法
眼
は
言
っ
た
。

「
形
は
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
形
と
な
り
姿
が
決
ま

り
、
名
は
決
ま
っ
て
い
な
い
か
ら
名
が
決
ま
る
」
と
。

﹇
釈
意
﹈

「
教
」
と
い
う
の
は
大
乗
経
典
の
『
維
摩
経
』
の
観
衆
生
品
で
あ
り
、
文
殊

と
維
摩
が
「
無
住
本
」
に
つ
い
て
問
答
を
行
な
っ
て
い
る
。
僧
侶
は
そ
の
中

に
あ
る
「
一
つ
の
状
態
に
定
ま
ら
な
い
根
幹
」
に
つ
い
て
法
眼
に
尋
ね
た
。

こ
れ
に
対
し
て
法
眼
が
取
り
上
げ
た
こ
と
は
、
東
晋
代
の
僧
肇
が
著
し
た

『
宝
蔵
論
』
広
照
空
有
品
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、「
形
は
未
質
よ
り
興
り 

名

は
未
名
よ
り
起
こ
る
」
と
あ
り
、「
本
来
の
根
幹
に
対
し
て
、
余
計
な
思
い

込
み
が
入
る
と
、
物
事
の
本
質
を
見
る
こ
と
は
で
き
ず
、
形
や
名
前
が
つ
く

の
は
、
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
当
人
が
何
か
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
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る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

法
眼
は
分
別
を
離
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
教
典
の
文
言
へ

の
こ
だ
わ
り
や
無
住
へ
の
執
着
か
ら
そ
れ
を
伺
う
こ
と
が
出
来
る
。
法
眼
は

『
宝
蔵
論
』
を
取
り
上
げ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
と
さ
ら
に
教
典
の
一
句
で
応

じ
て
い
る
が
、
彼
の
い
う
分
別
の
関
わ
ら
な
い
無
住
こ
そ
真
実
で
あ
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
姿
が
現
れ
て
名
が
決
ま
る
こ
と
が
、
分
別
を
生
み
出
す
根
幹

に
な
る
の
だ
と
い
う
。

【
頌
】 

頌
曰
。
沒
蹤
迹
。
斷
消
息
。
白
雲
無
根
。
淸
風
何
色
。
散
乾
蓋
而
非
心
。
持
坤
輿
而
有
力
。
洞
千
古
之
淵
源
。
造
萬
象
之
模

則
。
刹
塵
道
會
也
。
處
處
普
賢
。
樓
閣
門
開
也
頭
頭
彌
勒
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
没
蹤
跡
。
断
消
息
。
白
雲
根
無
く
、
清
風
何
の
色
ぞ
。
乾
蓋
を
散
じ
て
心
あ
る
に
非
ず
。
坤
輿
を
持
し
て
力
有
り
。
千

古
の
淵
源
を
洞
ら
か
に
し
、
万
象
を
模
し
て
則
を
造
る
。
刹
塵
に
道
を
会
す
る
や
、
処
々
普
賢
。
楼
閣
の
門
開
く
や
、
頭
頭
弥
勒
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
す
。
跡
形
を
く
ら
ま
し
、
す
べ

て
の
消
息
を
絶
ち
ま
す
。
あ
た
か
も
、
白
雲
は
無
心
に
し
て

無
礙
自
在
に
去
来
し
、
さ
わ
や
か
な
風
に
は
ど
の
よ
う
な
色

も
な
い
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
れ
ら
は
天
に
散
ら
ば
っ
て
い

て
、
分
別
心
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
地
は
そ
の

﹇
釈
意
﹈

本
則
に
お
け
る
「
一
つ
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
な
い
根
幹
」
に
つ
い
て
、
こ
こ

で
は
白
雲
と
風
に
例
え
て
い
る
。
雲
も
風
も
固
定
し
た
実
体
が
な
く
、
そ
の

様
子
は
過
去
は
過
ぎ
去
り
、
未
来
も
定
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
状
態
と
重
ね

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
天
と
地
が
あ
っ
て
、
こ
の
世
界
が
あ
り
、
そ
れ
が

真
実
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
物
事
の
根
本
は
大
き
な
力
を
持
ち
、
そ
れ
を
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上
の
も
の
を
支
え
る
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
無
限
の

過
去
か
ら
の
根
本
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
に

適
し
た
存
在
と
し
て
の
き
ま
り
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
即
座

に
仏
道
を
会
得
で
き
れ
ば
、
こ
の
世
界
の
至
る
所
が
普
賢
菩

薩
の
働
き
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
楼
閣
の
門
が
開
け

ば
、
一
つ
一
つ
の
事
物
に
弥
勒
菩
薩
が
宿
っ
て
い
る
こ
と
も

わ
か
り
ま
す
。

は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
で
、
今
、
目
の
前
に
あ
る
こ
の
世
界
が
真
実
そ
の
も

の
と
会
得
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
僅
か
な
物
に
も
仏
心
が
宿
る
と
わ
か
れ

ば
、
こ
の
世
界
は
普
賢
菩
薩
の
遍
満
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
楼
閣
の
門
と

は
凡
夫
の
見
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
そ
こ
が
開
く
の
は
分
別
か
ら
脱
し
た
こ

と
を
い
う
。
世
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
弥
勒
菩
薩
が
宿
り
、
今
も
こ
れ
か

ら
も
こ
の
世
界
が
仏
の
世
界
と
い
う
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
法
眼
】
法
眼
文
益
（
855
〜
958
）
の
こ
と
。
法
眼
宗
の
祖
。
余
杭
（
浙
江
省
）
の
人
。【
無
住
】
固
定
し
た
実
体
の
な
い
こ
と
。
執
着
し
た
り
し
な
い

こ
と
。【
没
蹤
跡
】
跡
形
が
な
い
こ
と
。【
断
消
息
】
何
の
音
沙
汰
も
な
い
こ
と
。【
坤
輿
】
大
地
の
こ
と
。【
千
古
】
遠
い
昔
。【
淵
源
】
物
事
の
成

り
立
っ
て
き
た
源
。【
万
象
】
あ
ら
ゆ
る
事
物
。【
普
賢
】
普
賢
菩
薩
の
略
。
仏
の
理
・
定
・
行
の
徳
を
代
表
す
る
。【
弥
勒
】
弥
勒
菩
薩
の
略
。
兜

率
天
で
説
法
を
し
て
い
る
と
さ
れ
、
釈
迦
の
入
滅
し
て
か
ら
五
十
六
億
七
千
万
年
後
に
、
仏
と
な
っ
て
こ
の
世
に
現
れ
る
。

第
七
十
五
則　

瑞
巖
常
理

【
本
則
】 

擧
。
瑞
巖
問
巖
頭
。
如
何
是
本
常
理
。
頭
云
。
動
也
。
巖
云
。
動
時
如
何
。
頭
云
。
不
見
本
常
理
。
巖
佇
思
。
頭
云
。
肯
即

未
脱
根
塵
。
不
肯
即
永
沈
生
死
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
瑞
巌 

巌
頭
に
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
本
常
の
理
。
頭
云
く
、
動
ず
る
な
り
。
巌
云
く
、
動
ず
る
時
如
何
。
頭
云
く
、
本

常
の
理
を
見
ず
。
巌
佇
思
す
。
頭
云
く
、
肯
ん
ず
れ
ば
即
ち
未
だ
根
塵
を
脱
せ
ず
。
肯
ん
ぜ
ざ
れ
ば
即
ち
永
く
生
死
に
沈
む
。
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﹇
釈
意
﹈

瑞
巌
師
彦
は
巌
頭
全
奯
の
法
を
継
い
だ
。
こ
の
時
は
「
仏
法
の
真
理
」
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
よ
い
か
が
わ
か
ら
ず
、
巌
頭
に
尋
ね
て
い
る
。
巌
頭
は

「
動
く
こ
と
」
と
答
え
、
瑞
巌
は
思
案
す
る
の
で
あ
っ
た
が
、
巌
頭
は
「
仏

法
の
真
理
」
と
い
う
も
の
を
分
別
し
て
知
識
と
し
て
わ
か
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
煩
悩
で
あ
り
、
ま
た
、
会
得
し
な
い
ま
ま
で
は
仏
に
な
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
い
う
。
分
別
す
る
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
物
事
は
変
化
し
て
い
く

の
で
あ
る
か
ら
、「
不
変
の
理
」
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
は
な
い
と
し
、「
動

く
時
」
に
つ
い
て
知
り
た
が
る
瑞
巌
を
「
仏
法
の
真
実
が
わ
か
っ
て
い
な

い
」
と
突
き
放
し
た
の
で
あ
る
。「
仏
法
の
真
理
を
会
得
し
た
」
と
い
う
こ

と
は
想
い
が
あ
れ
ば
思
慮
分
別
で
あ
り
、「
未
得
」
で
あ
る
な
ら
生
死
の
迷

い
か
ら
脱
す
る
こ
と
な
く
、
凡
夫
の
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
瑞
巌
師
彦
が
巌
頭
全
奯
に
質
問

し
ま
し
た
。「
時
、
場
所
を
越
え
て
変
わ
る
こ
と
の
な
い
教

え
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。
巌
頭
は
言
い

ま
し
た
。「
全
て
は
移
り
変
わ
る
も
の
だ
」
と
。
瑞
巌
は
言

い
ま
し
た
。「
動
く
時
は
ど
の
よ
う
な
時
を
い
う
の
で
し
ょ

う
か
」
と
。
巌
頭
は
言
い
ま
し
た
。「
仏
法
の
真
理
を
わ

か
っ
て
い
な
い
時
だ
」
と
。
瑞
巌
は
考
え
込
み
ま
し
た
。
巌

頭
は
言
い
ま
し
た
。「
す
べ
て
は
変
化
す
る
と
い
う
分
別
が

あ
れ
ば
、
迷
い
の
世
界
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

す
べ
て
空
だ
と
識
る
こ
と
が
無
け
れ
ば
、
永
遠
に
迷
い
の
世

界
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
。

【
頌
】 

頌
曰
。
圓
珠
不
穴
。
大
璞
不
琢
。
道
人
所
貴
無
稜
角
。
拈
却
肯
路
根
塵
空
。
脱
體
無
依
活
卓
卓
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
円
珠
穴
あ
ら
ず
、
大
璞
は
琢
せ
ず
。
道
人
の
貴
ぶ
所
稜
角
無
し
。
肯
路
を
拈
却
す
れ
ば
根
塵
空
な
り
。
脱
体
し
無
依
に

し
て
活
卓
卓
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
円
い
真
珠
に
は
穴
が
あ

﹇
釈
意
﹈

こ
こ
で
は
本
則
に
お
け
る
「
本
常
の
理
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
真
珠
と
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り
ま
せ
ん
。
良
い
宝
玉
は
磨
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
道

に
入
っ
た
者
の
貴
ぶ
と
こ
ろ
は
、
尖
っ
た
角
が
な
い
こ
と
で

す
。
分
別
の
道
を
脱
す
れ
ば
、
主
観
と
客
観
は
空
と
な
り
ま

す
。
あ
り
の
ま
ま
に
、
何
物
に
も
執
着
す
る
こ
と
な
け
れ

ば
、
い
き
い
き
と
し
て
自
在
で
す
。

良
い
宝
玉
は
、
自
然
そ
の
ま
ま
で
既
に
完
成
さ
れ
て
い
る
と
い
い
、
本
常
の

理
と
は
根
源
的
本
質
の
顕
現
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
、
稜
角
は
分
別
の
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
が
な
い
こ
と
、
分
別
に
こ
だ
わ
ら
な
い
こ
そ
が
、
仏
道
に

入
っ
た
者
が
貴
び
、
目
指
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
分
別
を
捨
て
る
と
い
う
こ

と
は
、
主
観
と
客
観
の
区
別
を
設
け
な
い
こ
と
で
あ
り
、
あ
り
の
ま
ま
に
何

物
に
も
執
着
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
自
由
自
在
の
境
地
に
至
る
と
し
て
い

る
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
瑞
巌
】
瑞
巌
師
彦
（
不
詳
）
の
こ
と
。
唐
末
の
人
。
武
粛
王
銭
氏
の
帰
依
を
受
け
た
。【
巌
頭
】
巌
頭
全
奯
（
828
〜
887
）
の
こ
と
。
泉
州
（
福
建

省
）
南
安
県
の
人
。
洞
庭
湖
畔
の
鄂
州
（
湖
北
省
）
巌
頭
に
お
い
て
宗
風
を
振
う
。【
佇
思
】
〜
停
機
と
続
く
。
分
別
思
慮
に
陥
っ
て
自
由
の
活
策

略
に
欠
け
る
こ
と
。【
根
塵
】
主
観
と
客
観
。【
道
人
】
仏
道
の
中
に
入
っ
た
人
。【
拈
却
】
取
り
除
け
る
、
打
ち
捨
て
る
と
い
う
こ
と
。【
脱
體
】
悟

道
の
あ
り
の
ま
ま
の
丸
出
し
。【
活
卓
卓
】
活
き
活
き
と
し
て
高
く
聳
え
る
さ
ま
。

第
七
十
六
則　

首
山
三
句

【
本
則
】 

擧
。
首
山
示
衆
云
。
第
一
句
薦
得
與
仏
祖
為
師
。
第
二
句
薦
得
與
人
天
為
師
。
第
三
句
薦
得
自
救
不
了
。
僧
云
。
和
尚
是
第

幾
句
薦
得
。
山
云
。
月
落
三
更
穿
市
過
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
首
山 

衆
に
示
し
て
云
く
、
第
一
句
に
薦
得
す
れ
ば 
祖
の
与
に
師
と
為
る
。
第
二
句
に
薦
得
す
れ
ば 

人
天
の
与
に
師
と
爲

る
。
第
三
句
に
薦
得
す
れ
ば 

自
救
不
了
。
僧
云
く
、
和
尚
は
是
れ
第
幾
句
に
薦
得
す
る
や
。
山
云
く
、
月
落
ち
て
三
更 

市
を
穿
っ

て
過
ぐ
。
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﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
首
山
省
念
が
大
衆
に
示
し
て
云

い
ま
し
た
。
第
一
句
に
法
の
す
べ
て
を
領
得
す
れ
ば
、
三
世

諸
佛
・
歴
代
祖
師
の
師
と
な
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
第
二
句

に
法
の
す
べ
て
を
集
め
て
我
も
の
に
す
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
、
人
間
界
・
天
上
界
の
師
と
な
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま

た
、
三
句
に
法
の
す
べ
て
を
集
め
て
領
得
す
れ
ば
、
他
を
救

う
こ
と
は
お
ろ
か
、
自
分
を
救
う
こ
と
さ
え
出
来
ま
せ
ん
。

僧
が
云
い
ま
し
た
。
和
尚
は
第
何
句
で
領
得
さ
れ
ま
し
た

か
、
と
。
首
山
省
念
は
、
月
さ
え
出
て
い
な
い
真
夜
中
を
突

き
抜
け
て
来
た
、
と
答
え
ま
し
た
。

﹇
釈
意
﹈

仏
法
を
学
ぶ
者
の
心
得
は
、
第
一
に
、
こ
の
世
の
中
に
真
実
の
道
は
一
つ
し

か
な
い
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
人
法
無
我
と
い
い
、
脱
分
別
と
も
い
え
る
様

態
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
内
実
と
外
観
、
平
等
と
差
別
と
か
い
う
よ
う
に
、

自
己
の
現
成
と
し
て
仏
で
あ
る
こ
と
を
会
得
す
る
立
場
で
あ
る
。
第
三
に

は
、
す
べ
て
を
あ
り
の
ま
ま
に
捉
え
て
、
慈
悲
行
と
の
想
い
も
無
く
済
度
を

行
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
は
修
行
、
第
二
は
得
悟
、
第
三
は
垂
手
で
あ

る
。
十
牛
図
に
示
さ
れ
る
人
牛
倶
忘
ま
で
が
第
一
で
あ
り
、
返
本
還
元
が
第

二
、
入
鄽
垂
手
が
第
三
で
あ
る
。

【
頌
】 

頌
曰
。
佛
祖
髑
髏
穿
一
串
。
宮
漏
沈
沈
密
傳
箭
。
人
天
機
要
發
千
鈞
。
雲
陣
輝
輝
急
飛
電
。
箇
中
人
看
轉
變
。
遇
賤
則
貴
貴

則
賤
。
得
珠
罔
象
兮
至
道
綿
綿
。
游
刃
亡
牛
兮
赤
心
片
片
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
仏
祖
の
髑
髏
一
串
に
穿
つ
。
宮
漏
沈
沈 
密
に
箭
を
傳
う
。
人
天
の
機
要
千
鈞
を
発
し
、
雲
陣
輝
輝
と
し
て
急
に
電
を

飛
ば
す
。
箇
中
の
人 

転
変
を
看
よ
。
賤
に
遇
う
て
は
則
ち
貴 
貴
に
は
則
ち
賤
。
珠
を
罔
象
に
得
て 

至
道
綿
綿
た
り
。
刃
を
亡
牛

に
游
ば
し
め
て
赤
心
片
片
た
り
。
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天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
万
物
平
等
の
第
一
義
諦

は
、
諸
仏
諸
祖
の
髑
髏
を
一
串
に
刺
し
通
す
こ
と
で
す
。
宮

殿
の
奥
深
く
に
備
え
つ
け
て
あ
る
水
時
計
は
、
静
か
に
水
が

流
れ
て
人
形
の
も
つ
箭
の
針
を
音
も
な
く
動
か
し
て
時
を
示

し
ま
す
。
悟
境
を
い
う
第
二
は
、
人
と
し
て
の
本
質
が
す
ば

ら
し
い
働
き
を
現
し
、
あ
た
か
も
千
鈞
の
弩
を
発
す
る
よ
う

で
す
。
そ
れ
を
喩
え
れ
ば
、
鳥
の
如
く
集
散
し
、
電
の
如
く

稲
妻
を
走
ら
す
よ
う
に
、
物
事
に
対
応
す
る
こ
と
で
す
。
第

三
の
立
場
は
、
慈
悲
行
の
実
践
を
指
し
、
箇
中
の
人
と
は
転

変
自
在
の
境
地
を
い
ま
す
。
首
山
は
、
第
三
の
立
場
こ
そ
、

盲
目
の
人
が
珠
を
得
た
よ
う
な
も
の
で
、
既
成
概
念
が
無
い

こ
と
で
、
大
道
を
自
由
に
往
来
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
ま

し
た
。
大
げ
さ
に
厚
刃
の
包
丁
を
使
わ
な
い
で
も
、
節
々
の

間
へ
包
丁
が
自
由
に
入
っ
て
、
あ
た
か
も
遊
ん
で
い
る
よ
う

に
使
い
こ
な
せ
ま
す
。

﹇
釈
意
﹈

諸
佛
諸
祖
の
髑
髏
を
一
串
す
る
の
は
、
仏
法
の
真
諦
を
指
す
。
諸
行
無
常
・

諸
法
無
我
で
あ
る
。
第
二
句
は
人
天
の
機
要
と
表
し
て
、
悟
達
の
境
地
を
示

し
た
。
雲
が
た
な
び
き
、
鳥
が
群
れ
飛
び
、
電
が
轟
く
諸
方
実
相
を
い
う
。

首
山
の
「
月
落
ち
て
三
更
、
市
を
穿
っ
て
過
ぐ
」
と
は
、
夜
中
の
暗
闇
（
平

等
）
を
通
り
抜
け
出
た
と
こ
ろ
に
、
あ
り
の
ま
ま
の
現
実
を
認
め
る
こ
と
で

あ
る
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
薦
得
】
進
ん
で
受
け
止
め
る
。
全
部
と
り
あ
げ
る
こ
と
。
転
じ
て
、
す
っ
か
り
会
得
す
る
こ
と
。
領
得
。【
自
救
不
了
】
自
分
さ
え
救
え
な
い
。

【
三
更
】
現
在
の
午
前
零
時
か
ら
午
前
二
時
の
間
。
真
夜
中
。【
首
山
】
首
山
省
念
（
926
〜
993
）

州
（
山
東
省
）
の
人
。
風
穴
延
沼
の
法
嗣
。
汝
州

首
山
の
広
教
院
に
住
し
て
臨
済
の
玄
風
を
挙
揚
し
た
。
門
下
に
汾
陽
善
昭
が
い
る
。【
法
身
】
仏
の
自
性
で
あ
る
真
如
そ
の
も
の
。【
般
若
】
真
実
の
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智
慧
で
煩
悩
を
除
く
働
き
。【
報
身
】
仏
の
三
身
の
一
。
因
位
に
お
け
る
無
量
の
願
行
の
報
果
と
し
て
得
ら
れ
た
、
万
徳
円
満
の
仏
身
を
指
す
。【
応

身
】
仏
が
衆
生
を
化
道
す
る
の
に
最
も
適
す
る
よ
う
に
、
そ
の
機
根
や
環
境
に
応
じ
た
形
で
現
れ
た
仏
身
を
云
う
。【
雲
門
の
三
句
】『
碧
巌
録
』
第

二
十
七
則
函
蓋
乾
坤
（
天
地
を
お
お
う
）
截
断
衆
流
（
意
識
の
流
れ
を
断
つ
）
随
波
逐
浪
（
あ
る
が
ま
ま
に
従
う
）【
箭
】
や
だ
け
、
し
の
だ
け
、

や
が
ら
、
矢
、
水
ど
け
い
の
め
も
り
を
き
ざ
ん
だ
矢
。【
得
珠
罔
象
】『
荘
子
』
天
地
第
十
二 

第
四
章
黄
帝
使
象
罔
―
象
罔
寓
話
。「
象
罔
得
之
」
盲

目
の
人
が
珠
を
得
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
か
た
ち
な
き
も
の
。
心
に
思
い
描
く
こ
と
が
な
い
こ
と
。
つ
ま
り
無
心
を
云
う
。【
游
刃
亡
牛
】『
荘

子
』
養
生
主
第
三 

第
二
章
「
養
生
」
自
然
か
ら
与
え
ら
れ
た
生
命
を
本
来
の
ま
ま
に
生
き
つ
く
す
こ
と
を
意
味
す
る
。【
赤
心
片
片
】
真
心
。
外
に

何
物
も
な
い
。【
千
鈞
】
千
鈞
の
弩
、
矢
ま
た
は
石
を
発
射
す
る
武
器
、
大
き
な
弓
。

第
七
十
七
則　

仰
山
随
分

【
本
則
】 

擧
。
僧
問
仰
山
。
和
尚
還
識
字
否
。
山
云
。
随
分
。
僧
乃
右
旋
一
匝
云
。
是
甚
麼
字
。
山
於
地
上
書
箇
十
字
。
僧
左
旋
一
匝

云
。
是
甚
麼
字
。
山
改
十
字
作
卍
字
。
僧
畫
一
圓
相
以

手
托
如
修
羅
掌
日
月
勢
云
。
是
甚
麼
字
。
山
乃
畫
圓
相
圍
却
卍

字
。
僧
乃
作
樓
至
勢
。
山
云
。
如
是
如
是
汝
善
護
持
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
僧 

仰
山
に
問
う
、
和
尚
還
っ
て
字
を
知
る
や
否
や
。
山
云
く
、
分
に
随
う
。
僧
乃
ち
右
旋
一
匝
し
云
く
、
是
れ
甚
麼
の
字

ぞ
。
山 

地
上
に
箇
の
十
の
字
を
書
す
。
僧 

左
旋
一
匝
し
て
云
く
、
是
れ
甚
麼
の
字
ぞ
。
山 

十
の
字
を
改
め
て
卍
の
字
と
な
す
。

僧 

一
円
相
を
画
い
て
両
手
を
以
っ
て
托
げ 

修
羅
の
日
月
を
掌
に
す
る
勢
の
如
く
に
て
云
く
、
是
れ
甚
麼
の
字
ぞ
。
山
乃
ち
円
相
を

画
い
て
卍
の
字
を
囲
却
す
。
僧
乃
ち
樓
至
の
勢
を
な
す
。
山
云
く
、
如
是
如
是
汝
善
く
護
持
せ
よ
。
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諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
あ
る
僧
が
仰
山
に
質
問
を
し
ま

し
た
。「
和
尚
は
文
字
と
云
う
も
の
、
禅
の
境
地
を
理
解
し

て
い
ま
す
か
？
」
と
。
仰
山
は
「
衲
は
分
相
応
に
知
っ
て
い

る
」
と
い
い
ま
し
た
。
僧
は
、
右
廻
り
し
て
、「
こ
れ
は
何

と
い
う
文
字
で
す
か
」
と
た
ず
ね
ま
し
た
。
仰
山
は
た
だ
ち

に
地
上
に
十
の
字
を
書
い
て
見
せ
ま
し
た
。
次
に
僧
は
左
に

ぐ
る
り
と
身
を
転
じ
て
云
い
ま
し
た
。「
こ
れ
は
何
と
云
う

文
字
で
す
か
」
と
。
仰
山
は
、
先
の
十
の
字
を
改
め
て
卍
の

字
と
し
ま
し
た
。
す
る
と
こ
の
僧
は
、
空
中
に
○
を
画
い

て
、
両
手
で
そ
れ
を
さ
し
上
げ
、
阿
修
羅
が
日
月
を
掌
中
に

入
れ
た
よ
う
な
動
作
を
し
て
「
こ
れ
は
何
の
字
で
す
か
」
と

云
い
ま
し
た
。
仰
山
は
円
相
を
画
い
て
卍
字
を
囲
ん
で

の

形
を
作
り
ま
し
た
。
僧
は
今
度
そ
れ
を
見
て
仁
王
が
千
仏
の

最
後
に
成
仏
が
決
ま
っ
た
と
き
、
籌
を
引
い
て
大
泣
き
し
た

後
、
大
笑
し
て
護
法
神
と
な
っ
た
様
子
を
し
ま
し
た
。
仰
山

は
「
そ
の
と
お
り
、
そ
の
と
お
り
。
守
り
と
お
し
な
さ
い
」

と
云
い
ま
し
た
。

﹇
釈
意
﹈

文
字
の
根
本
を
究
め
て
い
な
い
と
、
文
字
の
真
義
は
理
解
出
来
な
い
と
い
っ

て
い
る
。
仰
山
が
地
面
に
例
え
ば
“
十
”
の
字
を
書
い
た
。
十
は
十
分
の
意

で
完
全
な
会
得
を
意
味
す
る
。
次
に
、
左
に
一
回
転
を
十
字
か
ら
卍
と
し

た
。
順
卍
字
は
右
ま
わ
り
で
、
仏
道
の
現
成
を
表
し
て
い
る
。
真
の
卍
字
が

手
に
入
っ
て
こ
そ
、
自
由
自
在
の
は
た
ら
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
次
の

卍
は
現
実
肯
定
で
あ
る
。
悟
境
か
ら
現
実
へ
の
回
帰
が
あ
っ
て
仏
道
の
真
実

を
了
得
し
た
こ
と
に
な
る
。
阿
修
羅
の
大
忿
怒
す
る
と
こ
ろ
を
示
し
た
の

は
、
慈
悲
行
の
実
践
を
表
し
て
、
仏
道
の
円
満
成
就
と
な
し
た
。



宏
智
禅
師
頌
古
百
則
の
研
究
（
三
）（
佐
藤
）

223─　   ─

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。「
道
環
」
の
中
は
空
虚

で
す
。「
空
印
の
字
」
は
空
中
に
印
を
押
す
よ
う
な
も
の
で

す
。
僧
の
左
旋
は
天
輪
で
右
旋
は
地
軸
で
す
。
仰
山
の
十
字

は
、
武
緯
の
縱
と
、
文
経
の
横
と
を
密
に
な
ら
べ
て
書
い
て

見
事
で
す
。
仰
山
の
文
武
を
兼
ね
備
え
た
才
覚
は
、
放
開
に

し
て
把
住
で
す
。
そ
の
働
き
は
独
立
絶
対
の
境
界
に
達
し
て

い
ま
す
。
自
在
の
接
化
は
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
電
光
石
火
の

す
ば
や
い
作
用
で
す
。
そ
の
眼
は
紫
光
を
ふ
く
ん
で
、
日
中

に
星
を
見
る
ほ
ど
の
眼
力
が
あ
り
ま
す
。
仰
山
の
前
へ
出
て

来
た
僧
は
、
仰
山
の
手
腕
に
か
ら
め
と
え
ら
れ
ま
し
た
。

【
頌
】 

頌
云
。
道
環
之
虚
靡
盈
。
空
印
之
字
未
形
。
妙
運
天
輪
地
軸
。
密
羅
武
緯
文
経
。
放
開
揑
聚
．
獨
立
周
行
。
機
発
玄
樞
兮
青

天
激
電
。
眼
含
紫
光
兮
白
日
見
星
。

﹇
訓
読
﹈ 
頌
に
云
く
。
道
環
の
虚
盈
る
靡
く
、
空
印
の
字
未
だ
形
れ
ず
。
妙
に
天
輪
地
軸
を
運
し
、
密
に
武
緯
文
経
を
羅
ら
ぬ
。
放
開
揑
聚
．

獨
立
周
行
。
機
玄
枢
を
発
し
て
青
天
に
電
を
激
す
。
眼
に
紫
光
を
含
ん
で
白
日
に
星
を
見
る
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
仰
山
慧
寂
】（
807
〜
883
、
あ
る
い
は
814
〜
890
）

山
霊
祐
の
法
嗣
【
随
分
】
身
分
相
応
の
こ
と
。【
樓
至
】
仁
王
。【
道
環
】
環
は
円
い
輪
に
な
っ
て

端
の
な
い
も
の
。
道
は
佛
祖
の
大
道
。
仏
祖
の
大
道
は
始
中
終
に
か
か
わ
ら
ず
連
環
し
て
「
無
始
無
終
」
で
初
発
心
か
ら
佛
身
ま
で
間
断
が
な
い
こ

﹇
釈
意
﹈

「
道
環
の
虚
」「
空
印
の
字
」
は
、
と
も
に
仏
道
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
一
方

は
環
に
た
と
え
、
一
方
は
印
に
た
と
え
て
い
る
。
内
も
外
も
、
ど
こ
も
か
し

こ
も
、
の
意
で
あ
る
。
僧
の
左
旋
の
天
輪
は
仏
法
、
右
旋
の
軸
で
は
世
法
で

あ
る
。
仰
山
の
妙
用
は
、
修
行
者
に
た
い
し
て
把
住
と
放
行
を
繰
り
出
す
自

在
の
境
地
に
あ
る
。
仰
山
は
、
白
日
の
星
を
見
る
ほ
ど
の
眼
力
で
こ
の
僧
の

心
境
ま
で
洞
察
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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と
。【
空
印
文
字
】
空
中
に
書
く
こ
と
。
真
理
の
作
用
を
た
と
え
て
い
う
。
心
理
の
形
は
そ
の
姿
を
現
わ
し
て
は
い
な
い
が
そ
の
作
用
は
妙
で
あ

る
。
心
理
の
作
用
は
あ
た
か
も
空
中
に
書
い
た
文
字
の
よ
う
に
形
を
現
わ
さ
な
い
が
天
地
万
物
を
動
か
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。【
天

輪
地
軸
】
天
動
説
か
ら
出
た
語
で
天
の
廻
る
軌
道
を
輪
と
い
い
、
地
の
動
か
な
い
そ
の
中
心
を
軸
と
い
う
。【
文
緯
文
経
】「
緯
は
地
の
東
西
を
い

い
、
南
北
を
経
と
云
う
」。【
放
開
揑
聚
】
開
放
し
て
自
由
に
す
る
こ
と
、
揑
聚
は
締
結
の
こ
と
で
、
し
め
く
く
り
て
把
住
す
る
意
、
師
家
が
学
人
に

対
し
て
把
住
か
と
思
え
ば
手
放
す
自
在
の
境
地
を
い
う
。
や
り
た
い
よ
う
に
や
ら
せ
る
、
手
綱
を
ゆ
る
め
る
、「
放
行
」
と
も
い
う
。【
玄
枢
】
幽
玄

な
枢
機
、
肝
心
か
な
め
、
肝
要
。
転
じ
て
自
然
の
移
り
変
わ
り
の
微
妙
な
は
た
ら
き
を
つ
か
さ
ど
る
も
の
。【
独
立
周
行
】
独
立
不
改
と
同
じ
。
他

の
何
物
に
も
依
存
し
な
い
「
道
」
の
絶
対
性
を
い
う
。「
周
行
」
は
循
環
運
動
と
解
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。

第
七
十
八
則　

雲
門
餬
餅

【
本
則
】 

擧
。
僧
問
雲
門
。
如
何
是
超
佛
越
租
之
談
。
門
云
。
餬
餅
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
僧 

雲
門
に
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
超
仏
越
租
の
談
。
門
云
く
、
餬
餅
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
僧
が
雲
門
文
偃
に
問
い
ま
し

た
。
仏
を
超
え
、
祖
を
超
え
る
事
を
、
言
葉
で
ど
の
様
に
説

明
で
き
ま
す
か
。
雲
門
は
答
え
ま
し
た
。
餬
餅
、
と
。

「
釈
意
﹈

僧
は
、
雲
門
に
対
し
て
、
仏
や
祖
を
超
越
す
る
事
を
言
葉
で
は
ど
の
様
に
説

明
で
き
る
か
と
質
問
し
た
。
雲
門
の
答
え
は
「
餬
餅
」
の
一
言
で
あ
っ
た
。

餬
餅
と
は
、
胡
麻
で
作
っ
た
餅
の
事
で
、
我
々
の
身
近
に
あ
る
物
で
あ
り
、

特
別
な
こ
と
ば
で
は
な
く
、
特
別
な
も
の
で
も
な
い
。
雲
門
は
、
仏
法
や
仏

祖
を
特
別
な
存
在
と
捉
え
る
そ
の
よ
う
な
質
問
に
意
味
は
な
く
、
言
葉
で
説

明
で
き
な
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
た
と
え
答
え
た
と
し
て
も
、
答
え
る
こ
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と
自
体
が
間
違
い
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
一
方
、
質
問
し
た
僧
も
、
そ
の
事

を
知
っ
て
い
た
が
雲
門
を
試
す
た
め
に
、
こ
の
様
な
質
問
を
し
て
い
る
。
雲

門
は
、
日
常
そ
の
も
の
で
、
特
別
な
存
在
で
は
無
い
の
が
仏
法
で
あ
る
こ
と

を
指
し
て
、「
餬
餅
」
と
答
え
た
の
で
あ
る
。

【
頌
】 

頌
曰
。
餬
餅
云
超
佛
租
談
。
句
中
無
味
若
爲
參
。
衲
僧
一
日
如
知
飽
。
方
見
雲
門
面
不
慙
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
餬
餅
を
超
仏
越
租
の
談
と
い
う
。
句
中
に
味
無
し
若
為
が
参
ぜ
ん
。
衲
僧
一
日
如
し
飽
く
こ
と
を
知
ら
ば
、
方
に
見
ん

雲
門
の
面
慙
じ
ざ
る
こ
と
を
。

﹇
釈
意
﹈

餬
餅
を
「
句
中
に
味
無
し
」
と
言
っ
て
、
悟
り
は
日
常
そ
の
も
の
で
あ
り
、

特
殊
な
存
在
で
は
無
い
こ
と
を
示
し
た
。
超
仏
越
租
を
、
言
葉
で
説
明
す
る

事
は
無
意
味
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
言
葉
で
の
説
明
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
雲
門
は
あ
え
て
、
餬
餅
と
い
っ
て
僧
を
接
化
し
て
い
る
。
も
し
、

こ
の
僧
が
真
摯
に
仏
道
と
向
き
合
っ
て
い
る
な
ら
、
雲
門
の
答
え
た
無
味
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
雲
門
は
、
餬
餅
こ
そ
仏

を
超
え
、
祖
を
超
え
る
言
葉
と
説
明
し
ま
し
た
。
こ
の
餬
餅

に
は
、
特
別
な
味
な
ど
は
無
く
、
日
常
に
誰
も
が
食
べ
る
も

の
で
す
。
そ
の
様
な
も
の
か
ら
、
超
仏
越
祖
の
事
を
学
ぶ
事

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
修
行
僧
が
悟
り
の
境
地
に
い
た

れ
ば
、
雲
門
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
分
っ
て
、
堂
々
と
言
い

放
っ
た
意
図
が
会
得
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
雲
門
】
雲
門
文
偃
（
864
〜
949
）
雲
門
宗
の
開
祖
。
雪
峯
義
存
の
法
師
。【
餬
餅
】
小
麦
粉
を
練
っ
て
発
酵
さ
せ
、
胡
麻
を
ま
ぶ
し
て
焼
き
上
げ
た
食
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品
。
日
本
の
い
わ
ゆ
る
餅
と
は
異
な
る
、
と
あ
る
。【
超
仏
越
租
】
仏
や
租
を
超
越
す
る
事
。
仏
や
祖
の
臭
味
を
脱
し
た
境
地
。【
句
中
に
味
無
し
】

洞
山
守
初
（
910
〜
990
）
の
指
通
機
頌
に
「
洞
山
寥
策　

一
無
可
有　

無
味
之
談　

寒
断
人
口
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
雲
門
の
餬
餅
の
言
葉
に
ち
な

み
、
句
中
無
味
と
い
っ
た
も
の
だ
が
、
実
は
何
と
も
言
い
よ
う
の
無
い
味
の
反
語
。【
若
為
が
参
ぜ
ん
】「
若
為
」
は
「
如
何
」
と
同
じ
。
参
は
参

得
、
参
究
の
事
で
、
究
め
つ
く
す
事
。【
飽
く
】
餬
餅
び
無
味
を
飽
く
ほ
ど
味
わ
う
意
味
で
、
仏
法
を
知
り
尽
く
し
た
事
。【
面
慙
ざ
る
事
を
】
自
分

の
心
に
済
ま
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
な
け
れ
ば
、
人
に
対
し
、
慙
愧
し
て
赤
面
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
意
味
。

第
七
十
九
則　

長
沙
進
歩

【
本
則
】 

擧
。
長
沙
令
僧
問
會
和
尚
。
未
見
南
泉
時
如
何
。
會
良
久
。
僧
云
。
見
後
如
何
。
會
云
。
不
可
別
有
也
。
僧
回
擧
似
長
沙
。

沙
云
。
百
尺
竿
頭
坐
底
人
。
雖
然
得
入
未
爲
眞
。
百
尺
竿
頭
須
進
歩
。
十
方
世
界
是
全
身
。
僧
云
。
百
尺
竿
頭
如
何
進
歩
。

沙
云
。
朗
州
山
澧
州
水
。
僧
云
不
會
。
沙
云
。
四
海
五
湖
王
化
裡
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
長
沙 

僧
を
し
て
会
和
尚
に
問
は
し
む
。
未
だ
南
泉
に
見
み
え
ざ
る
時
如
何
。
会
良
久
す
。
僧
云
く
、
見
み
え
て
後
如
何
。

会
云
く
、
別
に
有
る
べ
か
ら
ず
。
僧 

廻
っ
て
沙
に
挙
す
。
沙
云
く
、
百
尺
竿
頭
に
坐
す
る
底
の
人
、
然
も
得
入
す
と
雖
も
未
だ
真

と
為
さ
ず
。
百
尺
竿
頭
に
須
ら
く
歩
を
進
む
べ
し
。
十
方
世
界
是
れ
全
身
。
僧
云
く
、
百
尺
竿
頭
如
何
が
歩
を
進
め
ん
。
沙
云
く
、

郎
州
の
山 

澧
州
の
水
。
僧
云
く
、
不
会
。
沙
云
く
、
四
海
五
湖
王
化
の
裡
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
長
沙
景
岑
が
あ
る
僧
を
使
っ

て
、
会
和
尚
に
質
問
を
さ
せ
ま
し
た
。
南
泉
普
願
に
会
う
前

﹇
釈
意
﹈

長
沙
景
岑
は
南
泉
普
願
の
法
嗣
で
あ
り
、
会
和
尚
は
長
沙
の
兄
弟
弟
子
で
あ

る
。
そ
の
会
和
尚
と
の
会
話
に
よ
り
、
使
い
に
や
っ
た
僧
を
悟
り
へ
導
く
話
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で
あ
る
。
長
沙
は
会
和
尚
に
使
い
の
僧
を
や
る
の
で
あ
る
が
、
会
和
尚
は
仏

法
に
出
会
う
前
は
無
言
で
応
じ
、
出
会
っ
た
後
は
変
わ
ら
な
い
と
答
え
た
。

つ
ま
り
全
て
の
物
事
は
あ
り
の
ま
ま
で
あ
り
、
日
常
と
変
わ
り
は
無
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
長
沙
は
そ
れ
を
聞
き
百
尺
竿
頭
に
至
っ
た
と
い
っ
た
。
悟

達
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
悟
り
に
至
っ
て
は
い
る
が
、
そ
こ
に
安
住
し

て
お
り
自
己
満
足
し
て
い
る
だ
け
だ
、
と
続
け
た
。
そ
れ
は
完
全
な
悟
り
で

は
な
い
、
長
沙
は
そ
こ
か
ら
更
に
進
め
ば
仏
道
成
就
に
な
る
と
い
っ
た
。
長

沙
は
僧
に
そ
の
方
法
を
尋
ね
ら
れ
、
郎
州
の
山
、
澧
州
の
水
と
い
う
が
、
僧

は
理
解
で
き
な
い
。
山
は
山
、
水
は
水
の
ま
ま
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら

に
長
沙
は
四
海
五
湖
王
化
の
裡
と
い
う
。
そ
れ
は
仏
の
教
え
は
こ
の
世
界
全

て
に
い
き
わ
た
っ
て
お
り
全
て
の
も
の
が
仏
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

は
ど
う
で
し
た
か
。
会
和
尚
は
黙
っ
て
い
ま
し
た
。
僧
は
言

い
ま
し
た
。（
南
泉
に
）
出
会
っ
た
あ
と
は
ど
う
で
す
か
。

会
和
尚
は
言
い
ま
し
た
。
別
に
ど
う
と
い
う
こ
と
も
な
い
、

と
。
僧
は
帰
っ
て
長
沙
に
報
告
し
ま
し
た
。
長
沙
は
言
い
ま

し
た
。（
会
和
尚
は
）
百
尺
の
竿
頭
ま
で
行
き
ま
し
た
ね
。

行
き
着
い
た
の
で
す
が
、
し
か
し
ま
だ
本
物
に
は
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
百
尺
の
竿
頭
か
ら
更
に
先
へ
進
め
ば
、
十
方
世
界

が
（
自
身
の
）
全
身
に
な
る
の
で
す
。
僧
は
言
い
ま
し
た
。

百
尺
の
竿
頭
か
ら
ど
の
よ
う
に
進
む
の
で
す
か
。
長
沙
は
言

い
ま
し
た
。
郎
州
の
山
、
澧
州
の
水
。
僧
は
言
い
ま
し
た
。

わ
か
り
ま
せ
ん
。
長
沙
は
言
い
ま
し
た
。
四
海
五
湖
（
国

中
）
は
王
の
徳
及
ぶ
所
で
す
。

【
頌
】 

頌
曰
。
玉
人
夢
破
一
聲
雞
。
轉
盻
生
涯
色
色
齊
。
有
信
風
雷
催
出
蟄
。
無
言
桃
李
自
成
蹊
。
及
時
節
力
耕
犁
。
誰
怕
春
疇
沒

脛
泥
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
玉
人
夢
破
る
一
声
の
鶏
。
転
盻
す
れ
ば
生
涯
色
色
斉
し
。
有
信
の
風
雷
出
蟄
を
催
し
、
無
言
の
桃
李
自
ず
か
ら
蹊
を
成

す
。
時
節
に
及
ん
で
耕
犁
を
力
む
。
誰
か
怕
れ
ん
春
疇
、
脛
を
没
す
る
泥
。
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﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
玉
人
を
夢
か
ら
覚
め
さ

せ
る
鶏
の
一
声
。
振
り
返
っ
て
周
り
を
み
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る

存
在
が
そ
れ
ぞ
れ
に
等
し
く
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。
春
の

訪
れ
を
告
げ
る
風
と
雷
は
、
地
中
に
籠
っ
て
い
る
虫
を
地
上

に
導
き
ま
す
。
こ
と
ば
を
い
う
こ
と
の
な
い
桃
や
李
の
元
に

も
自
然
に
道
が
出
来
ま
す
。
時
期
に
な
れ
ば
農
作
業
に
励
み

ま
す
。
誰
が
恐
れ
る
で
し
ょ
う
か
、
春
の
田
の
畝
に
脛
ま
で

浸
か
っ
て
泥
だ
ら
け
に
な
る
こ
と
を
。

﹇
釈
意
﹈

玉
人
と
は
使
い
の
僧
の
こ
と
で
あ
り
、
分
別
に
執
わ
れ
て
い
た
が
、
長
沙
の

指
導
に
よ
り
そ
こ
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
そ
の
眼
で
見
渡
し
て
み
る

と
、
全
て
の
物
事
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
春
は

毎
年
必
ず
や
っ
て
来
て
風
が
吹
き
、
春
雷
が
鳴
り
そ
れ
に
よ
っ
て
虫
は
土
の

中
か
ら
出
て
く
る
。
風
雷
は
長
沙
で
虫
が
僧
で
あ
る
。
桃
李
は
悟
り
で
、
春

に
は
花
が
咲
き
そ
こ
に
は
自
然
に
道
が
開
か
れ
る
。
農
作
業
は
修
行
に
励
む

こ
と
を
い
い
、
田
に
入
っ
て
泥
だ
ら
け
に
な
る
こ
と
を
嫌
が
る
農
夫
な
ど
い

な
い
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
僧
の
こ
と
で
、
修
行
を
進
め
る
こ
と
で
あ

る
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
長
沙
】（
？
〜
868
）
南
泉
普
願
の
法
嗣
、
招
賢
大
師
、
長
沙
和
尚
、
後
に
岑
大
虫
と
も
い
わ
れ
た
。【
会
和
尚
】
生
没
不
詳
、
南
泉
普
願
の
弟
子
と

考
え
ら
れ
る
。【
南
泉
】
南
泉
普
願
（
748
〜
835
）
馬
祖
道
一
の
法
嗣
。【
良
久
】
し
ば
し
の
間
無
言
の
意
【
得
入
】
悟
入
と
同
じ
悟
り
の
境
地
に
入
っ

た
こ
と
。【
四
海
五
湖
】
海
内
・
天
下
の
こ
と
。【
玉
人
】
玉
を
つ
く
る
職
人
。
つ
ま
り
悟
り
を
目
指
す
僧
。【
有
信
風
雷
催
出
蟄
】『
礼
記
』
の
月
令

編
に
あ
る
。
風
雷
が
春
信
を
伝
え
る
こ
と
か
ら
【
無
言
桃
李
自
成
蹊
】
桃
や
李
は
何
も
言
わ
な
い
が
、
美
し
い
花
や
実
が
な
る
た
め
、
人
々
が
集
ま

り
自
然
に
道
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。『
史
記
』（
李
廣
伝
）
等
に
で
て
く
る
「
桃
李
無
言
、
下
自
成
蹊
」。

第
八
十
則　

龍
牙
過
板

【
本
則
】 

舉
。
龍
牙
問
翠
微
。
如
何
是
祖
師
西
來
意
。
微
云
。
與
我
過
禪
版
來
。
牙
取
禪
版
與
翠
微
。
微
接
得
便
打
。
牙
云
。
打
即
任
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打
。
要
且
無
祖
師
意
。
又
問
臨
際
。
如
何
是
祖
師
西
來
意
。
際
云
。
與
我
過
蒲
團
來
。
牙
取
蒲
團
與
臨
際
。
際
接
得
便
打
。

牙
云
。
打
即
任
打
。
要
且
無
祖
師
意
。
牙
後
住
院
。
有
僧
問
。
和
尚
當
年
問
翠
微
臨
際
祖
師
意
。
二
尊
宿
明
也
未
。
牙
云
。

明
即
明
矣
。
要
且
無
祖
師
意
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
竜
牙 

翠
微
に
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
西
來
意
。
微
云
く
、
我
が
た
め
に
禅
版
を
過
し
来
れ
。
牙 

禅
版
を
取
り
て
翠

微
に
あ
た
う
。
微 

接
得
し
て
便
ち
打
つ
。
牙
云
く
、
打
つ
こ
と
は
即
ち
打
つ
に
任
す
。
な
お
か
つ
祖
師
意
無
し
。
又
臨
際
に
問

う
、
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
西
来
意
。
際
云
く
、
我
が
た
め
に
蒲
団
を
過
ち
來
れ
。
牙 

蒲
団
を
取
り
て
臨
際
に
あ
た
う
。
際 

接
得

し
て
便
ち
打
つ
。
牙
云
く
、
打
つ
こ
と
は
即
ち
打
つ
に
任
す
。
な
お
か
つ
祖
師
意
無
し
。
牙 

後
に
院
に
住
す
。
僧
有
り
て
問
う
、

和
尚
当
年
翠
微
と
臨
際
に
祖
師
意
を
問
う
。
二
尊
宿
明
か
す
や
也
た
未
し
や
。
牙
云
く
、
明
か
す
こ
と
は
即
ち
明
か
す
。
な
お
か
つ

祖
師
意
無
し
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
あ
る
と
き
竜
牙
居
遁
が
、
翠
微

無
学
に
「
祖
師
西
来
意
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
」
と

問
い
ま
し
た
。
翠
微
は
「
衲
に
禅
板
を
持
っ
て
来
て
く
れ
ま

せ
ん
か
」
と
答
え
ま
し
た
。
竜
牙
は
禅
板
を
持
っ
て
来
て
、

翠
微
に
渡
し
ま
し
た
。
す
る
と
翠
微
は
禅
板
を
受
け
取
る

と
、
そ
の
禅
板
で
竜
牙
を
打
ち
ま
し
た
。
竜
牙
は
「
お
打
ち

に
な
ら
れ
て
も
そ
こ
に
祖
師
西
来
意
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答

え
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る
と
き
竜
牙
は
、
臨
済
に
も
同
様
に

﹇
釈
意
﹈

祖
師
西
来
意
は
、
真
の
自
己
で
も
仏
心
で
も
仏
法
の
奥
義
と
い
っ
て
も
よ

い
。
蒲
団
と
禅
版
は
、
仏
法
が
日
常
に
在
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
特
別
な

存
在
と
し
て
の
仏
を
想
定
す
る
見
解
の
誤
り
を
直
截
に
示
し
て
い
る
。
誤
り

を
正
す
意
図
が
打
つ
行
為
に
現
れ
て
い
る
が
、
竜
牙
は
充
分
に
そ
の
こ
と
を

理
解
し
て
い
る
の
で
、「
そ
こ
に
西
来
意
は
な
い
」
と
応
じ
た
の
で
あ
る
。

真
実
は
こ
の
世
界
に
遍
満
し
て
い
て
、
特
別
に
仏
の
世
界
が
別
所
に
存
在
す

る
の
で
は
な
い
こ
と
を
い
う
。
最
後
の
、
僧
へ
の
返
答
も
同
じ
で
あ
る
。
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「
祖
師
西
来
意
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
」
と
問
い
ま

し
た
。
臨
済
は
「
衲
の
た
め
に
坐
蒲
を
も
っ
て
き
て
く
れ
ま

せ
ん
か
」
と
い
い
ま
し
た
。
竜
牙
は
坐
蒲
を
持
っ
て
来
て
、

臨
済
に
渡
し
ま
し
た
。
す
る
と
臨
済
は
坐
蒲
を
受
け
取
る

と
、
そ
の
坐
蒲
で
竜
牙
を
打
ち
ま
し
た
。
竜
牙
は
「
お
打
ち

に
な
ら
れ
て
も
、
そ
こ
に
祖
師
西
来
意
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

答
え
ま
し
た
。
竜
牙
が
後
に
住
持
と
な
っ
た
時
、
修
行
僧
が

質
問
し
ま
し
た
。「
和
尚
様
、
そ
の
当
時
、
翠
微
禅
師
と
臨

済
禅
師
に
、
祖
師
西
来
意
を
質
問
さ
れ
ま
し
た
が
、
お
二
人

の
祖
師
は
明
確
な
お
答
え
を
さ
れ
ま
し
た
か
」
と
。
竜
牙

は
、「
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
こ
に

西
来
意
は
無
か
っ
た
」
と
答
え
ま
し
た
。

【
頌
】 

頌
曰
。
蒲
團
禪
版
對
龍
牙
。
何
事
當
機
不
作
家
。
未
意
成
褫
明
目
下
。
恐
將
流
落
在
天
涯
。
虛
空
那
掛
劍
。
星
漢
卻
浮
槎
。

不
萌
草
解
藏
香
象
。
無
底
籃
能
著
活
蛇
。
今
日
江
湖
何
障
礙
。
通
方
津
渡
有
舡
車
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
蒲
団 

禅
版 

竜
牙
に
対
す
。
何
事
ぞ
機
に
当
り
て
作
家
と
な
ら
ざ
る
。
未
だ
成
褫
し
て
目
下
に
明
な
る
こ
と
を
意
は

ず
。
將
に
流
落
し
て
天
涯
に
在
ら
ん
と
す
る
こ
と
を
恐
る
。
虚
空 

那
ん
ぞ
剣
を
掛
け
ん
。
星
漢
卻
っ
て
槎
を
浮
か
ぶ
。
不
萌
の
草

に
香
象
を
蔵
す
こ
と
を
解
し
、
無
底
の
籃
に
能
く
活
蛇
を
著
く
。
今
日
の
江
湖 

何
ぞ
障
礙
あ
ら
ん
。
通
方
の
津
渡
に
舡
車
有
り
。
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﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
翠
微
と
臨
済
が
蒲
団
と

禅
版
で
竜
牙
に
応
じ
ま
し
た
。
な
ぜ
竜
牙
は
、
た
だ
打
た
れ

る
に
任
せ
て
、
打
ち
返
す
力
量
を
見
せ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
相
手
を
圧
倒
し
て
、
自
分
の
鋭
さ
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
避
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
落
ち
ぶ
れ
て
故
郷

を
後
に
す
る
こ
と
を
怖
れ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
の
で
す
。

虚
空
に
剣
を
掛
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
天

の
川
に
向
か
っ
て
舟
を
漕
ぎ
出
し
た
よ
う
に
、
分
別
を
離
れ

て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の
力
量
は
、
不
萌
の
草
に
香
象
を
隠

し
た
り
、
浅
い
箱
に
毒
蛇
を
入
れ
た
り
で
き
る
く
ら
い
格
別

に
優
れ
て
い
ま
す
。
今
日
の
修
行
僧
も
、
竜
牙
の
会
得
し
た

と
こ
ろ
が
了
悟
出
来
れ
ば
、
こ
の
世
界
で
何
を
な
す
に
も
、

何
処
へ
行
く
に
も
自
由
自
在
で
す
。

﹇
釈
意
﹈

竜
牙
は
翠
微
と
臨
済
の
対
応
に
、
二
度
も
悟
達
の
境
地
を
表
す
こ
と
を
避
け

た
。
作
家
の
動
き
を
見
せ
る
機
会
を
逃
し
た
の
は
何
故
か
。
竜
牙
に
は
自
分

の
才
能
を
顕
示
し
よ
う
な
ど
と
い
う
考
え
は
微
塵
も
な
く
、
大
機
用
を
あ
く

ま
で
隠
し
て
い
る
。
悟
了
の
人
に
と
っ
て
、
渡
場
に
は
船
も
あ
れ
ば
、
駅
に

は
車
馬
も
あ
る
。
四
方
八
方
自
由
自
在
で
あ
る
。
自
由
自
在
に
接
化
す
る
の

が
龍
牙
の
姿
で
、
そ
こ
に
は
更
な
る
仏
心
も
悟
境
も
西
来
意
も
要
し
な
い
の

で
あ
る
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
竜
牙
居
遁
】（
835
〜
923
）、
撫
州
（
江
西
省
）
南
城
の
人
。
竜
牙
山
妙
済
禅
苑
に
住
す
。
証
空
大
師
と
号
さ
れ
る
。【
翠
微
無
学
】
翠
微
（
不
詳
）、

丹
霞
天
然
の
法
嗣
。
北
京
（
映
西
省
）
終
南
山
翠
微
寺
に
住
す
。
僖
宗
の
請
に
よ
り
入
内
説
法
す
。
広
照
大
師
と
号
さ
れ
る
。【
祖
師
西
来
意
】
達

磨
大
師
が
西
天
か
ら
伝
来
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
宗
意
。
仏
法
の
深
奥
、
禅
の
宗
意
。
第
四
七
則
趙
州
柏
樹
に
出
て
い
る
。【
禅
版
】
禅
板
。
坐
禅
の
時

に
身
を
よ
せ
か
け
る
為
の
道
具
。【
接
得
】
学
人
に
接
し
て
道
を
得
せ
し
め
る
こ
と
。【
将
錯
就
錯
】
誤
っ
た
こ
と
を
誤
り
な
り
に
ま
と
め
る
。
す
で

に
間
違
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
を
そ
の
状
況
に
応
じ
て
上
手
に
処
理
し
、
問
題
を
有
利
に
解
決
す
る
策
略
を
い
う
。【
軟
頑
】
軟
弱
、
頑
愚
。【
尊
宿
】
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智
徳
優
れ
た
高
僧
。【
作
家
な
ら
ざ
る
】
力
量
、
機
用
を
備
え
た
怜
俐
の
人
。
こ
こ
で
は
怜
俐
で
は
な
い
人
。【
流
落
】
流
離
落
胆
で
、
落
ち
ぶ
れ
る

こ
と
。【
天
涯
】
故
郷
か
ら
遠
く
離
れ
た
空
の
こ
と
、
落
ち
ぶ
れ
て
旅
の
空
に
有
る
と
い
う
こ
と
。【
虚
空
那
ぞ
剣
を
掛
け
ん
】
同
安
常
察
の
語
に

「
虚
空
針
を
掛
け
ず
、
玉
兎
鱗
を
被
ら
ず
」
と
あ
る
。
虚
空
に
針
一
本
掛
け
ら
れ
な
い
の
に
、
ま
し
て
や
剣
な
ど
掛
か
り
よ
う
が
な
い
。
遍
界
無
一

物
を
言
う
。【
不
萌
の
草
に
香
象
を
蔵
す
】
草
の
芽
が
地
上
へ
生
え
出
る
事
を
指
す
。
不
萌
草
と
あ
れ
ば
「
萌
え
な
い
草
」
と
言
う
事
。『
五
灯
会

元
』
十
三
に
は
「
僧
曹
山
に
問
う
、
不
萌
草
甚
座
と
し
て
か
能
く
香
象
蔵
す
」
と
あ
る
。【
無
底
の
藍
に
能
く
活
蛇
を
著
く
】
格
外
の
機
用
を
形
容

し
た
も
の
。【
通
方
の
津
渡
に
航
車
あ
り
】
通
方
は
四
方
八
方
、
至
る
所
と
言
う
意
味
。
津
渡
は
渡
し
場
を
指
す
が
、
車
と
あ
る
か
ら
、
車
に
乗
り

降
り
す
る
駅
の
意
味
も
含
ん
で
い
る
。
渡
し
場
に
は
船
が
あ
り
、
駅
に
は
車
が
あ
り
、
交
通
は
四
方
八
方
自
由
自
在
で
あ
る
と
い
う
意
味
。
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